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大 阪 府 臨 海 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 設 計 監 理 : 楓 総 合 計 画 事 務 所



， .  

所 在 地 : 高石 市高 師 浜 丁 6 番 1 号

敷 地 面積 : 23 ，606 . 06 m'  

建 築面 積 10 ，092 . 42 m'  

延 床 面 積 ・ 11 ，930 . 69 m'  

構 造 規 模 S  造 大 屋 根 、 S R C造 同 支 柱

R C  造 一 般 階 、 B l 、 2 F

工 期 1971 . 3  - 1972 .  6  

上: 西北より浜寺水路に映 る夜景

右東南側より正面全景をみる

' f : 広場より エ ントランスをみる

ヲ



第 1 体 育 室 ( 写真右)

総 面 積 2，591. 34m'

フ ロ ア - 36mX 43 .2 m 

ロ y カ 一 室 男 子 用 ・ 女 子 用

シ ャ ワ 一 室 男 子 用 ( 混 冷 水 )

女 子 用 ( 温 冷 水 )

トイレ ッ ト 男 子 女 子 周

準 備 室 3

指 導 員 室 l  

監 視 室 ( 兼 音 響 調 整 室)

鍛 覧 席 450席

倉 庫 259.2m'

利 用 球 技

バ レ ー ボ ー ル 3 函

バ ス ケ ッ ト ポ ー ル 2 面

バ ド ミ ン ト ン 8 面

卓 球 10台

そ の 他

第 2 体 育 室 ( 写真下)

総 面 積 1，409. 5 4 m'

フロア一面積 37. 8mX 28. 6m 

ロ ッ カ 一 重 男 子 用 ・ 女 子 用

シャ ワ 一 重 男 子 用 ( 温 冷 水 )

女 子 用 ( 温 冷 水)

ト イ レ ッ ト 男 子 女 子 用

倉 庫 97 .2 m'

休 憩 室 97 .2 m'

利 用 種 目

柔 道 場 98帖

トレーニ ンデ場 ト レ ー ニ ン グ

器 具 一 式

パ レ 一、バ ス ケ ッ ト ポ ー ル l 面

バ ド ミ ン トン 3 函

卓 球

大 阪 府 臨 海 ス ポ ー ツ セ ン タ ー
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設 計 者の こ と ば 岡本 聖 司

堺 の臨 海 工 業地 帯 の 中 を 走 る 臨 海 道 路 で 浜 寺

を少 し過 ぎ た 頃か ら， こ の 建 物 は ， そ の 特 徴

的 な 屋 根 を 見 せ 始 め る 。 大 阪 府 が 臨 海 工 業 地

帯 と 水 路 を 隔 て た こ の 泉 北三 区 埋 立 地 を レク

レ ー シ ョ ン エ リ ア と し て 開 発 しているそ の 一

環 と し て ， こ の 建 物 は 近 隣 の人 々 が，「使 うた

め の 体育館」と して 計 画 さ れ た。「使うた め の」

という こ と は ， 競 技 施 設 と してのみでなく，

一 般 の 人 た ち が ス ポ ー ツ を 楽 し ん で 行 な え る

場 を 与 え る と い う 意 図 を も っ て い る と い う ニ

とて' ある 。

平 面 配置 と し て は， 要 請 さ れ て い る 2 つ の 大

空 間 ( 体 育 館 お よ び プ ー ル ) を 海 側 に 位 置 さ

せ ， エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル， 第 2 体 育 室の 2 つ

の 空 間 を そ の 次 に 位 置 さ せ ， そ の 聞 を 中 央 に

ぬ く 延 長 130mのロビーを設けている 。 この

ロ ビ ー の 2 階 ギ ャ ラ リ 一 部 分 は 各 体 育 室空 間

をそれぞれのぞくことができ， また l 階 部 分

は レベ ル 差 を も っ て 空 間 に 変 化 を 与 え ている 。

ロビ ー 上 部の 光 の貫 な りは， 空 間 に 長 さ を 与

え て い る 。 プ ー ル と 体 育 室 の 問， ロ ビ ー と 直

角 に 走 る 部 分 を サ ー ビ ス 空 間 とし，そ の つ づ

きに 管 理 関 係 諸 室 を し 型 に ま げ て 配 置 してい

る。 メ イ ン の 大空 間 は す べ て 足 も とを 縁 の 土

手 でかくし ， そ の 上 に 同 じ 単 位 で 構成 さ れ た

屋 根ノ f ネ ル (3 . 600 m X  21 . 600 m ) をかけてい

る 。 ニの 屋 根ＯＢ ｾ ネルはすべて工 場 で 製 作され

た ト ラ ス を も と に 現 地 で 一 つ の パ ネ ル に 組 立

て， ク レ ー ン に よ り 乗 つ け る と い う 方 法 を と

っ た 。 こ れ は 施 工精度 の 向 上 と 工 期 短 縮 の 面

は も ち ろ ん で あ る が， 同 一単位 に よ り 構 成 さ

れ る 自 由 な 形 に 興 味 を 持 っ た か ら で あ る 。 ま

た軽 〈 安 定 し た 性 能 を 保 持 てーさ る 材 料 と し て

耐 候 性鋼 板がえらばれたことはいうまでもない。





串

も
v

同 て U F T J w y

o
汁

4 4 M 同 州 市 ト 小

口 代

l n
円 占

H Y T

叶 w y u F 斗

μ l F 咋 や か

ω 口 代

l

寸

・

| 、 ヤ ( や 道 立 J 1 4 M M 寸 ! ? ぷ )

印 寸

“

I l F ヰ ム て 中 J W U F

.... 

(
)
1
 

枠 問 調 国 型 捌 初 先 1 1 仏 、 A N Y

、
l u



アスフアルト防水の材料と工事は|

主要日本 ア ス フ ァ

本 部

関東支部

関西支部

九州支部

東京都中央区八重洲 1 - 3  

l計 上

大阪市西区新町北通 1 - 17  

長 IIJ:' f di 大 橋 町 2 3  - 5  

ル 卜 同 業
ふ
一

A

T E L  (541)  3785 干550

T E L  (45)  6216 干852

関 西 支 部 会 員 (業別11: ト音順)

一一一 製 造 業

アオイ化学工業株式会社

広島県安佐郡安古町下相田 (08287)7-1341 〒731-01

協和建材工業株式会社

大阪市東淀川区田 川通 5 - 9  1  (301)  6437 〒 532

株 式 会 社 工 英 社

大阪市西成区橘通 9 - 2  4  (661)  8861 〒 557

株 式 会 社 工 盛 社

大阪市城東区西嶋野 6 - 4  3  (961) 4460 〒 536

昭和石油アスフアルト 制 大阪営業所

大阪市北区梅田 町27 産経 ビル (341) 6395 干 530

新関西化工株式会社

堺市浜寺船尾町東 4 - 2  7  0  (61)  1788 干 592

田島応用化工制 大阪営業所

大阪市西区京町堀 1 一 7 4  (441)  5951 干 550

東車工業株式会社

八尾市南太子堂 6 - 4  - 27(0729)( 23)3921 〒581

七王工業株式会社

善通寺市金蔵寺町 1 8  0  ( 2 )  0951 千 765

日 涯 化 学 工 業 側 大 阪 支 庖

大阪市東淀 川区西中島3丁目犬飼ビル (303)  0161 干 532

日渥化学工業側 名古屋支底

名古屋市港区南11- 2 - 6 (661)  8251 干 455

日 新 工 業 側 大 阪 支 庖

大阪市東淀川区瑞光通 4 - 30- 2  (329)  7737 干 533

三島工業株式会社

伊予三島市宮川 1 - 8  - 25 (3)  4420 〒799-04

一一 販 売 業 一一

朝 日 涯 青 掛 大 阪 支 庖

大阪市西区北堀江通5-55原因ビ ル (538)  2731 千 550

梅本石油株式会社

大阪市西区新町北通 ト17(イサオビル) (531)  9064 干 550

大阪丸油株式会社

大阪市福 島区鷺洲本通 1 - 48 (451)  7601 干 553

川 崎 物 産 側 大 阪 支 庖

大阪市北区堂島浜通 1 - 25 (344)  6651 干 530

大丸石油株式会社

大阪市東区安土町10新 トヤマビ ル (262)  1421 〒 541

中 西 渥 青 掛 大 阪 営 業 所

大阪市北区老松町 2 一 7 (364)  4305 干 530

中 西 渥 育 制 名 古 屋 営 業 所

名古屋市 中区錦 1 - 20- 6  (211)  5011 干 460

富士アスフアルト販売株式会社

大阪市西区京町堀 3 - 20 (441)  5195  〒 550

前 回 商 底

大阪市西区土佐堀通 5 - 64 (441)  5223 干 550

村 井 工 業 所

大阪市生野区生野田島町 4 - 94 (757)  1725 〒 544

山文商事株式会社

大阪市西区土佐堀通 1 - 13 (443)  1131 干 550

一一 工 事 業 一一

青盛建材株式会社

広島市鉄砲町 5 - 1  6  (21)  2281  干 730

麻国建材株式会社

大阪市天王寺区逢阪上之町16- 4 (771)  6470 干 543

旭化建工業株式会社

大阪市北区茶屋町 3 8  (371)  6555 干 530

池田渥青工業株式会社

大阪市住吉区長居町東 3 - 22 (699)  5757 干 558

有 限 会 社 伊 東 工 業 所

徳島市昭和町 1 - 9  (52)  6881 干 770

石井建材株式会社

神戸市兵庫区荒田町 1 一13 (511)  5353 干 652

株式会社 井上浄夫商庖

大阪市西区江戸堀 1 - 1  0  1  (441) 8531 〒 550

有限会社 小野甚商庖

岡山市内山下 3 0  - 1  0  (25)  4868 干 700

大阪耐酸工業所

大阪市北区浮田町 8 2  (371)  1333 干 530

大芝建材株式会社

和歌山県東牟楼郡古座町西向841 古座局88 干649-41

大島応用化学工業株式会社

東大阪市新庄 1 1  4  (782)  4171 干 578

太田建材株式会社

四日市市追分 1 - 8 - 16 (45)  0531 干 510

岡田建材株式会社

名 古屋市西区桜木町 3 - 8  (571)  7461 〒 451

株式会社 カナヱ商会

大阪市北区空心町 1 - 4  0  (352)  3412 干 530

株 式 会 社 神 原 商 庖

守口市大庭町 2 - 3  1  (993)  1413 干 570

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸堀 5 - 5  (443)  0115 〒 550

共栄涯青工業株式会社

大阪市東区船越町 2 - 3  4  (941) 5561 〒 540

協和工業株式会社

姫路市西夢前台 1 - 7  1  (66) 1606 〒671-22

久 下 商 I吉

京都市右京区西院春栄町23 (311)  2044 干 615



アスフアルト防水の材料と工事叫|

株 式 会 社 久 保 商 庖

大阪市北区真砂町 5 (364)  0206 干 530

株 式 会 社 中 出 商 会

神戸市兵庫区上沢通 6 - 9 (511)  4501 干 652

奥E 建材株式会社

京都市南区西九条南田 町56 (691)  6883 干 601

中村涯青工業株式会社

神戸市生田区海岸通 4 - 1  6  (341)  5884 干 650

株 式 会 社 佐 々 木 商 庖

大阪市東淀川区三国町 2 -141 (392) 4618  〒 532

日建涯青工業株式会社

神戸市兵庫区水木通 8 - 5  (561)  0851 〒 652

坂口興業株式会社

大阪市北区神山町 2 6  (312)  1118 干 530

日新建エ側 大阪出張所

大阪市西区新町北通 1 - 1  8  (541) 1607 干 550

• 
一 信 工 業 所

神戸市兵庫区神田町 4 3  9  (361)  1071 〒 652

日新工材株式会社

大阪市西区新町北通 1 - 1  7  (541)  3785 干 550

三和防水工業株式会社 日東物産株式会社

広島市東雲本町 2 - 4  - 21 (83)  3366 〒 734 名古屋市中区東瓦町 3 9  (261) 2501 〒 460

山陽建材工事株式会社

神戸市灘区高羽町 2 - 9  - 6  (  851  )  9451  干 657

日本渥青工業側 大阪支庖

大阪市東淀川区元今里北通5・16 (309)  4701 干 541

島 崎 興 業 所

大阪市北区西扇町扇町ビル (313)  3776 干 530

日本渥青工業側名古屋支庖

名古屋市東区矢田町10- 36 (711)  3321 〒 461

清水興業株式会社

大阪市北区鶴野町 3 4  (372)  0250 干 530

西川アスフアルト工業株式会社

大阪市住吉区苅回町 1 1  - 1  1  (  699) 2727 〒 558

正和商事株式会社 株 式 会 社 浜 原 豊 商 庖

松山市一番町 3 - 3  - 5  (2)  8161 干 790 尾道市新浜 1 - 3 - 4 (23)  2760 〒 722

神光建材工業株式会社

大阪市城東区今福中 4 - 7  (939)  0351 干 532

束中国防水工業株式会社

岡山市原尾島 5 8 0 - 1 (23)  1181 干 700

園 建 材 工 業 フタパ興業株式会社

京都市下京区猪熊木津屋橋下ル (361)  5311 干 600
吹田市南金田 1 一10- 18 (385) 2781 干 564

高 山 工 業 側 大 阪 営 業 所

大阪市北区老松町2-19 昭栄ビル (364)  7135 干 530

株 式 会 社 双 葉 商 会

大阪市東淀川区木川西ノ町1- 10-14 (301) 3855 〒 532

谷中建材工業株式会社 株 式 会 社 不 藤 商 底

京都市下京区西七条掛越町54 (313)  5401 〒 600 西宮市甲子園 9番 町4 - 5  (  47)  3033 干 662

大三工業株式会社

高松市本町 2 - 1  7  (51) 6811 干 730

古市断熱工業株式会社

高松市宮脇町 2 - 30- 5  (61)  5034 干 760

大成株式会社

尼崎市久 々知西町 2- 2- 4 (427)  3726 干 661

マサル涯青工業側大阪営業所

大阪市東淀川区木川西ノ町 4 - 4  (303)  0241 干 532

大日本アスフアルト株式会社

神戸市兵庫区塚本通 i =--- 3- 2 (551)  5814 〒 652

マルヱ工業有限会社

高松市福岡町 2 - 1  3  - 2  2  (21) 8410 干 760

大目特殊建材工業株式会社

大阪市城東区今福中 2 - 3  2  (939)  0156 干 536

マルエス工業株式会社

大阪市福島区上福島南 1 - 152 (458)  4841 干 553

株 式 会 社 大 和 商 会

大阪市南区宮津町 4 番下73 (631)  6221 干 542

丸 藤 商 庖

大阪市北区天神橋筋 2 - 1  (351)  0308 干 530

高 橋 建 材 庖

名古屋市中区丸ノ内 1 - 15- 24 (231) 3295 干 460

三 星 産 業 側 大 阪 出 張 所

大阪市西区京町堀 1 - 74 (443)  9721 干 550

株式会社 タテパヤシ商庖

京都市南区西九条大国町37 (681)  7221 〒 601

箕 輪 商 会

松原市柴垣 2 - 7  - 1  9  (31)  5419 〒 580

棚田建材有限会社

神戸市葺合区上筒井通 8 - 22 (221)  9182 干 658

山崎防水異業株式会社

大阪市東淀川区西三国町5 - 83-1 (939)  0351 干 536

千代田建材株式会社

姫路市神屋町 6 - 2  0  3  (22)  4471 〒 670

山田善次郎商底

大阪市旭区生江町 1 - 4  (922)  0495 干 535

中央建材工業株式会社

名古屋市千種区若水町 3 - 26 (052)  0761 干 464

横 井 商 庖

西宮市今津曙町 1 3  - 1  0  (33)  5613 干 662

東洋建材株式会社

京都市下京区西酢屋町 1 0  (371)  6080 干 600

横 山 商 会

大阪市大淀区大淀町中 1 - 1  (451) 4905 干 531

友田工業株式会社
一一 賛 助 会 員 一一

大阪市都島区都島中通3-3-6 (921) 0331 〒 534

丸善石油株式会社

内外工業株式会社

大阪市南区長堀橋筋 1 - 3  (.271)  1251 干 542

大阪市阿倍野区旭町 1 - 1  - 30  (641)  3434 干 545



ここにも|生きている

匝=ロ;1 f 陥嵐

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 補 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら ー ー ー そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の拍 工 実 績 を 示 して いる の が

〈ビニロイド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の独 特

な 方 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る 防 水 工 事 を ご

採 用 い た だ き ま し た

10 

営 業 品 目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 ・ ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

・ 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工 事 ・ 保 温 ・保 冷 工 事

- 三 星 プ ラ ス オ ー ル - 三 星 コ ー キ ン 版 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ ク ス
1"  

H  

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

u! 点 打11 千代 旧阪 府 本町 3 ー 11 - 13

T  E  L  <866>0271- 6 ・6121- 9  

tI¥ ｉ［ｉ ｾ 所 Ｏ 札税 ＼ ＷＲ ＾ ＶＰ Ｓ Ｑ 仙 台 <2L>5366 - 7 名 E守屋 <941>3751

<97L>4574 大 阪 <443>9721  - 3  11司問 <76>2076<75>0298 

.  
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- シ ク、マ ー ト に よ る ウ ヱ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 特 殊 絶縁 防 水工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水工 法

完 全 責 任 施 工

年 の 実 績 が 生 ん だ 防 水
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事 ⑮

シ，ｾ・トＮ
- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施 工 工 事 を お 受 け い た し ま す

清 水 45- 222 1代

壁 僑 45 - 8 2 11代

名 古 屋 76 1- 6 18 1代

名 古 屋 411 - 6 6 2 1

名 古 屋57 1- 554 1- 4  

静 岡 85- 9 15 1- 3

名 古 屋 33 1ー 153 1代

大 阪 372- 0250- 3

京 都 36 1- 9 17 1

神 戸 22- 9 182代

神 戸 34- 5884

大 阪 541 - 3785- 6

日歌山 22- 3922 

大 阪 385- 278 1代

大 阪 303- 024 1代

大 阪 458- 484 1- 3

大 阪 54 1ー 1607- 8

大 阪 329- 1023代

大 竹 2- 5 155代

岡 山 23- 118 1代

広 島 6 1- 637 1- 3  

広 島 7 1- 4687

宇 都 2 1- - 0760

高 松 5 1- 681 1代

高 知 83- 7328- 9

徳 島 54- 4 16 1代

今 治 2 - 5000代

松 山 3 1- 626 1代

福 岡 28- 5207- 9

鹿 児 島 23- 9395- 6

北 九 州 38- 1468- 9

宮 崎 24ー 1625

福 岡 74- 6665代

延 岡 3- 2455- 9

幌 23 1ー 75 11f-l:; 

幌 22 1- 5015

仙 台 23ー 1735

仙 台 25- 543 1代

東 京 842ー 143 1代

東 京 802- 387 1代

東 京 363- 4341 代

東 京 634- 0821 代

東 京 433- 1961

東 京 883- 3 13 1代

東 京 803- 2411 代

東 京 403- 0 17 1代

東 京 444- 353 1代

東 京 263- 486 1代

東 京 941 - 027 1

東 京 634- 016 1代

東 京 362- 5697代

東 京 55 1- 2676

東 京 842- 631 1代

東 京 802- 475 1代

東 京 861 - 2706- 8

宇 都 宮 22- 9737 

高 崎 22- 3301 - 3

埼 玉 3 1ー 1225- 7

宇 都 宮 33ー 7697

新 潟 45- 225 1代

水 戸 41 - 514 1代

福 井 23- 0775

高 岡 22- 0999

高 岡 23- 039 1

金 沢 42- 5 15 1

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 法 工 ( 株 ) 札 幌 出 張 所

信 栄 工 事 ( 株 ) 仙 台 出 張 所

日 新 建 工 ( 株 ) 仙 台 支 庖

伊 藤 建 材 株 式 会 社

春 日 工 業 株 式 会 社

金 問 工 業 株 式 会 社

下 工 事 提 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 援 工 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

野 口 エ 材 株 式 会 社

貌 白 工 業 株 式 会 社

藤 井 工 業 株 式 会 社

富 士 エ 材 株 式 会 社

藤 涯 膏 興 業 株 式 会 社

北 条 涯 背 工 業 株 式 会 社

? サ J レ 涯 背 工 業 株 式 会 社

大 辛 口 エ 換 株 式 会 社

涯 青 謹 材 株 式 会 社

涯 背 謹 材 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

石 田 建 材 工 事 器 付 来 ) 大 宮 支 l苫

石 田 遊 材 工 業 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所

同 和 建 業 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 高 1苫

石 橋 建 材 株 式 会 社

有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 1苫

有 限 会 社 小 島 工 業 所

島 屋 建 設 株 式 会 社

昔話電名

社

社

社

社

社

社

社

会

会

会

会

会

会

会

式

式

式

式

式

て

て

株

株

株

株

株

業

業

業

築

業

株

株

工

工

工

工

鋼

業

材

或

H

1

4

4

」

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

工

法

淫

建

油

糧

法

建

和

信

央

京

本

井

崎

協

三

中

東

日

三

宮

株 式 会 社 三 洋 技 連

中 国 防 水 工 業 株 式 会 社

豊 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 業 ( 株 ) 広 島 出 張 所

株 式 会 社 巴 商 会

清 水 興 業 株 式 会 社

東 洋 建 材 株 式 会 社

棚 田 謹 材 有 限 会 社

中 村 涯 青 エ 撲 株 式 会 社

日 新 工 材 株 式 会 社

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会

フ タ パ 興 業 株 式 会 社

マ サ ル 渥 青 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社

日 新 建 エ ( 株 ) 大 阪 出 張 所

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 大 阪 支 I苫

ヰ土会地 区 別

東

i1l! 

2毎

区

近

苗主

1也

区

中

園

地

区

言語電

キL

キL

名ヰ土

4  

3国<地 区 別

北 海 道

地 区

ｾｴ＠

区

関

東

i也

東

1也

大 三 工 業 株 式 会 社

大 三 工 業 ( 株 ) 高 知 支 庖

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 ? ル マ ス 河 野 商 j苫

株 式 会 社 山 本 商 会

四

園

地

区

安 藤 工 事 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 注 材 商 会

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 大 二 商 会

自 主 主 エ 材 練 式 会 社

日 新 興 業 株 式 会 社

九

州

地

区

区

北

陸

地

区

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東京都足立区千{ 主J I ( 2  - 21- 28 日新工業株式会社内' 1 I l .lli (882)  2424 ( 代)

関東支部 東京飾足立区千往来 2- 21- 28 日新工業株式会社内 '1Il JIi (882)  2424  ( 代)

関西支部1 j ( 阪市東淀川区端光巡り 4-30-2 日祈工業株式会社大阪支応内 包 ＮＱｾＨ ＳＲＹ ＩＷ ＷＳＷ Ｈ 大代Ｉ

九州支部相同] 市大手門 1 - 6 日新工業株式会社九州出減所内 電 話 (74) 3  4  6  1  

- 建設省東計第 240 号認可
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住 友 商 事 ピ J レ

大 阪 銀 行 本 r ; g

・ カ ー テ ン ウ オー ル の主 な 納 入 実 績

イ ケ マ ン ビ ル ( 昭 和38年 )

大 阪 証 券 会 館 ( 昭 和4 0年 )

京 都 産 業 会 館 ( 昭 和4 0年 )

大 松 ビ ル ( 昭 和41 年 )

麻 布 ビ ル ( 昭 和42年 )

大 阪 駅 前 市 街 地 ビ ル ( 昭和 4 5年 )

住 友 商 事 ビ ル ( 昭 和4 5年 )

竹 平 加 入 電 報 電 話 局 ( 昭和 4 5年 )

大 阪 銀 行 本 l吉 ( 昭 和 4 5年 )

尼 崎 信 用 金 庫 ( 昭 和46年 )

※ 住友商事ビル 、大阪銀行本庄の アチー ブメン卜を本社

技術部までご請求ください 。

9""-' 3' : : 1廿' ! ! s.= ，ｾ蟻茸盆祉
本 社 堺 市 松 屋 町 1 - 6  

千 590 T E L  ( 0722 )  38 - 1  1  4  1  ( 大 代 表 )

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - 1 1  - 2  ( 三 泉 ピ ル )

干 101 T E L  ( 03)  861 - 9 4  2  1  ( 大 代 表 )

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 ー 14 ( 南本 町 ピ ル)

干 541 T E L  ( 06 )  252- 1  8  8  1  ( 大代表〉



防 水革 命 を す す め る 「 新 防 水 仕 様 」 誕 生 /

画 期 的 な

ふ く れ 防 止 シス. テムを採用した

新 露 出 防 水 工 法が 完 成 /

田島ルーフィング株式会社

本 経 東京都足立区小台 1 - 3 - 11 電結(03)912-1131聞

神田営業所 東京割千代図巨岩本町 3 ー日ー 13 電話(03)862- 8531柑

田島応用化工株式会社

東京宮東所 東京都千代図巨岩本町 3- 11- 13 電話(03)叙説6- 6101聞

大陣営業所 大 阪 市 西 区 京 町 掲 1 - 74 電話{国 )441- 5田l開

こ の た び 完 成 し た 「 新 防 水 仕 様 」 で 最 も 画 期 的 な 点 は

強 力 ア ス ロ ン ( 強 力 ギ ル ソ イ ド 2J 習 分 以 上 の 防 水 効 果

を も っ メ ン ブ レ ン 防 水 の 高 級 プ レ ハ ブ 材 ) の 開 発 、

お よ び フ リ ー ス ポ ッ ト ・フリ ー ス キ ャ ップ に よ る 幸 斤 露 出

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 法 の 採 用 で す 。

特 に 、 露 出 ア ス フ ア ル ト 防 水 の 分 野 で は 無 機 質 基 材 を

用 い た 穴 あ き ノ レ ー フ ィ ン グ “ フ リ ー ス ポ ッ ト " を 開 発 、

こ の 分 野 で の 部 分 接着 工 法 を 可 能 に し ま し た 。

そ れ に よ って、 長 年 ま た れ て い た 防 水 層 の 「ふく れ」が

防 止 で き る よ う に な り 、 さ ら に 下 地 か ら の ク ラ ッ ク

に よ る 防 水 層 の 影 響 も 防 ぐ こ と が で き ま す 。

革 命 的 な こ の 新 防 水 仕 様 に 関 す る お 問 合 せ は 資 料 請

求 券 を そ え て 下記 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。く わ し い

資 料 を お 送 り い た し ま す 。

。 東 日 本 ア ス フ 一 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 ・11 13 電話 (03) 866- 6101(代 )

ω同 ア ス フ ー 業 協 同 組 合 U  

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ・7 4  電話 (06)44 卜 5951開

名古置車高所 名古屋市西区西菊井町2・12 電話(052)571- -6361 J ，場

広 島 事 務 所 広 島 市鉄 砲町 5 番 町 1 6号 電話(0822)21- 0266 ，' ..... Ｊ ｾ Ｑ＿ＹＭ
福 岡 事 務 所 福 岡 市 奈 良 屋 町 い 1 8  電話(092) 28- 4012  ＼，，［［ＮＮ ｔＮ ，，ｾ ，Ｚ＠

Ｂ Ｎｾ ｾν＠

13  



i ?ヲヌ幸 三J

t ?ヲヨ' 1=

吉ヲヵ-Yl =

芭 ヲ 『7 且

@

山

本

車 率 土 ・ 工 場/ 大 阪 府 慣 埠 市 東 別 府 I - 3  - 6  f t ( 06)  381 - 引 31 - 5  

東 京 世 揖 所/ 東 京 都 千 代 田 区 盟 町 3 - 6  ( 闘 井 開 2 ピ ル ) t:t ( 03)  265一 回 目 - 9

名 古 屋 世 瞳 所/ 名 古 屋 市 中 区 常 3 - 2 3 - 1 4 ( 山 市 ピ ル ) . . ( 052) 262- 6774 - 5  

大 阻 官 聾 所 / 大 眠 市 東 区 唐 物 町 4 丁 目 55( 本 町 永 和 ピ ル ) 世 ( 06) 251 - 6781 代 聾

掴 間 宮 輯 所/ 帽 岡 市 博 多 駅 前 4 - 3 - 1 4 ( 菅 原 ビ ル ) n ( 092)  43 - 6  9  4  0  

広 島 嘗 曜 所 / 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 ( み の る ピ ル ) 宮 ( 0822) 91 - 6 2  0 0  

仙 台 出 彊 所/ 仙 台 市 よ 帽 2 - 4 - 4 6 ( 輔 林 壷 蹄 ピ ル ) D ' ( 0222) 22- I  2  5  9  

14  



4 講演会「建築技術者のために」

一千日デパートピル火災に学ぶ一

共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部

さる 5 月 13日に発生した千日デパートヒ) レの火災は ，多数の死傷者を

出した乙とで，ビソレ管理 ・保安体系のめりかたなど安全都市へ大きな箸

鐙を鳴らすととになりましたが，ヒソレの避難，防災計画など多くの問題

点について建築技術者が直接乙れに学び，単に今後の教訓とするという

より，さらに積極的に乙の経験を生かし，再び乙のような惨事を繰り返

さないよう具体的な指針を得るため下記の講師の方々をお招きして講演

会を企画いた しました。会員多数のど参加を期待します。

日 時 9月14日( 木) 14. ∞ ( 開会) → 17 ∞( 閉会)

A  

=  
場 大阪科学技術センター ・8 階 ・大ホ ーJ レ

( 大阪市西区籾 1- 118 ・電話 06- 443- 5321)  

テ ー マ 「千日デパー トピル火災に学ぶ」

言髭 師

会 費

定 員

申 込

大 阪 市 消 防 局 審 防 部 防 災 設 備 課 長 恩 回 一 則 氏

京都大学工学部教授 ・工学博士 掘 内 三 郎 氏

無料( 但し参加証持参の方に限る )

380名

往復はがきに限ります。はがきは 1 枚 lζ 1 ; 名限りとし ，氏名

・勤務先名および役職，所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入の上 9 月 8 日( 金) までに事業課へ。ただ

し定員を超過したときは他せんにて決定し ，参加託をお送り

いたします。

4 大阪で施工中の超高層ビル見学会シリー

ズ( 第 5 回)

一一第 2 回・大阪大林ビル新築工事の見

学会一一

共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部

日 時 10月 4 日( 水) 15.∞( 集会) →17. ∞( 解散)

集合場所 大阪市東区京橋 3 丁目 37 ( 天神精南諸)

工事場東側， 大林組事務所入口 ・回線会旗

( 連絡電話番号 941- 6947- 8 大林組本底ビソレ工事事務所)

定 員 80名( 本会割当 30名)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚 ! ζ l 名限りとし氏名 ・

工事概要

勤務先名および所在地 ・連絡電話番地 ・連絡乏話番号 ・返信

用宛名 ・郵便番号を記入の上 9 月21 日( 木) までに事業課へ。

ただし定員を超過したときは抽せんにて決定し . ど通知いた

します。

建 築 地 大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 37

建 築 主 株 式 会 社 大 林 組

設 計 ・施工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 4，995. 36nf  

建 築 面 積 1，367. 82nf 

延 床 面 積 5O， 292. 64nf

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一

階 数 地 下 3 F ・地上32F

高 さ 地 上G L + I20. 00m ・地下G L ー 13. 80m

構 造 地 下 部 分 S R C造 ・地上部分 S 造

高層部外壁 ショックベ トンP C版ノマネ ルおよびアノレミサッシ

見学時の状況仕上工事中

工 期 昭 和45年 12月→昭和48年 3 月

用 途 29F - 30F レストラン ・会議室

2  F - 28F  事務室

1  F  

地下階

玄関ホ ール

食堂 ・駐車場

4 京都ロイヤルホテル新築工事の見学会

共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部

当ホテルの建築場所は京阪三条駅lこ程近く，河原町三条の繁華街にあ

り，東郷育児画伯の大壁画で有名になった旧朝日会館の隣 lζ 建った地上

10階の立派なホテルです。屋上から鴨川をへだてて眺める東山の景色は

格別で，盆の 16日にはあかあかと夜空に浮ぶ大文字の送り火をまのあた

り観賞できる絶好の場所といえましょう。

日 時 10月 7 日( 土) 13.50 ( 集会) →16. 20 ( 解散)

集合場所 京阪電車「三条駅J 北口出口前 ・目標会旗 ・ただし集合の上

は大林組ロイヤノレ ・ビル工事事務所へ案内します。

〔参考〕自由行動( 京阪電車運賃各自負担ー ー往復大阪から 340円)

往 13. ∞淀屋僑発特急→13.45 京都三条者

復 16.37 京都三条発特急→17. 22 淀屋橋若

行 程 14. 00→14. 40 新築工事について説明

場所 京都市中京区寺町姉小路東入 j レ天性寺前 552

大林組ロイヤノレ ・ビル工事事務所

( 電話 075-21 ト7287- 9)

14. 50→ 16. 20 綾工したホテルの見学 ・後，解散

定 員 50名( 本会割当20名)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚IC 1名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

君子号を記入の上 9 月22日( 金) までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せん lζ て決定し ，ど通知いたします。

建築概要

建 築 地

建 築 主

毛R瓦凡

言「

施 工

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造

階 数

最 高 部 高

1汗 高

タト 装

工 期

客 室 数

京都市中京区河原町三条上ノレ

インタ ーナショナ J レ・ジャパン ・ロイヤノレピ J レディング

宮家建築事務所 ・株 式 会 社 大 林 組

株 式 会 社 大 林 組

4，936nf  

3，049rrf 

34，680rrf 

地下2，3F …R C造 ・地下 1 F →塔屋 3 F " ' S R  C 造

地下 3 F ・地上10 F ・塔屋 3 F  

43. ∞m 

31. ∞m 

小ロタイル貼，一部トラバーチン

昭和45年 12月 11 日→昭和45年 9 月30日

405室

建設と社会/ 1972年 9 月号 15 



日 本 建 祭 也 会 会 告

‘ 大阪で施工中の超高層ビル見学会シリー

ズ( 第 6 回)

一一一第 2 回・大阪国際ビルディング新築

工事の見学会一一

共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部

日 時 10月13白( 金) 15. ∞ ( 集合) →17.∞( 解散)

集合場所 大阪市東区本町 2 丁目お番の 1

工事場西側 ，竹中工務庖事務所 ・目標会旗

( 遠絡電話番号 ・竹中工務庖作業所 261- 8423)

定 員 るO名( 本会割当 25名)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚1(， 1名限り とし，氏名

勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上 9 月30日( 土) までに事業課へ。ただし定員を

超過 したときは抽せんにて決定し ，ど通知いたします。

工事概要

16  

建 築 地 大 阪 市 東 区 本 町 2 丁目 36番の 1

建 築 主 ユニ チカ ピJ レディング株式会社

設計 ・施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

敷 地 面 積 6，023.61  n:f 

建 築 面 積 5，094.  72n:f 

延 床 面 積 65，029. 29n:f

階 数 地 下 3 F ・地上32F ・培屋 1 F

高

機

さ 地上 G L  +  125. 110m ・地下G L - 14.α Xl m

造 地 下 3 F - 地上 2 F ，S R C造ー部 R C造

地上 3 F 以上 S 造

高層部外壁 アルミカ ーテンウオ ール

見学時の状況仕上工事中

工 期 着 工 昭和45年 12月

唆 工 予 定 昭 和48年 1 月

用 途 3 F - 32F  事務室 ・レストラン

地下 3 F - 2 F 銀行 ・ショウルーム ・庖舗 ・

駐車場 (186台収容)

副 会 長 松 村 雄 吉 氏 逝 去

副会長松村雄吉氏は 7 月30日午後 31時45分，心筋使塞

のため急逝せられま した。ま乙とに痛惜1( ，堪えません。

乙乙に ど冥福をお祈り申し上げ謹んで会告いた します。

なお本葬 は8 月 5 日東本願寺難波別院( 南御堂) にお

いて株式会社松村組の社葬として執り行われました。

昭和47年度茶室見学会 ( 第 1 回)

4 慈光院の茶室見学の会

今秋の茶室見学は本会の名誉正会員で茶室の権威である岡田孝男先生

にお願いして ，そのご案内で久々に大和路 lζ 参り ，第 1回は 10月に慈光

院の茶室，第 2 回は 11月に奈良の茶室を見学するこ とにいた しました。

慈光院は寛文 3 年 ( 1663年) 茶道石州流の狙小泉藩主，片桐石見守貞

昌がその父貞隆の菩提のために建立した庵寺で 2 帖合目と3 帖の茶室が

あり ，いづ町れも石州の好みとして重要文化財であ る。

日 時 10月21 日( 土) 13.30 ( 集合) →17.∞ ( 解散)

集 合 場 所 国鉄関西本線「大和小泉」駅，出口付近 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃は各自負担 ・天王寺駅より片道 120円〕

往 12.50 国鉄天王寺発奈良行( 関西本線) 乗車→

13.29 大和小泉駅若→徒歩 15分で慈光院山門前者。

復 17.25 大和小泉発湊町行→18.03 天王寺若

見 学 場 所 奈良県大和郡山市小泉町慈光院

( 連絡電話 07必5- 2-3∞4)

案内及講師 帝 塚 山 学 院 大 学 教 授 工 学 博 士 問 団 孝 男 氏

定 員 30名

会 費 3∞円( 拝観料，抹茶代) 当日受付でいただきます。

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に l 名限り とし ，氏

名 ・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・

郵便番号を記入の上 ，10月 9 日( 月〉までに事業課へ。た

た、し定員を超過したときは拍せんにて決定 し，ど通知いた

します。なお ，参加決定者で欠席された方は会貨をいただ

きます。

4 建築クラブ(朝食会〉の設立

乙のたび，日本建築協会の役員 ，委員 ，会員の有志が相寄り ，戦前の

建築クラブ復活を目指して ，取敢えずホテ J レを利用 しての朝食会を行な

うこと! といfこしまし fこ。

すでに 6 ，7 ， 8 月と下記のとおり集会をもち ，盛会を極めておりま

す。会員は，現在150名です。

ど入会ご布望の方 lま，事務局までお閉会せ下さい。

白己

6 月13日8 時- 9 時半於新大阪ホテ J レ 出 席 者 53名

役員の選任( 代表者) 塚本猛次氏( 運営委員) 小川 正氏，

尾亀清四郎氏，小林四郎氏，小西 岬氏 ，畠中 繁氏 ，

平田作太郎氏 ，星 広文氏を夫々選出

7月11 日8時- 9時半於新大阪ホテ J レ 出 席 者 77名

講 師 京 都 大 学 工 学 部 教 授 指 内 三 郎 氏

お話「火災時の有毒ガスと煙J ( 千日デノぞー トヒ J レ火災を中心 として)

8月 8 日8 時- 9 時 半 於 新 大 阪 ホ テ ル 出 席 者 80名

講師関西国際空港 ビJ レ社長盟弁連三良氏

お話「関西新国際空港について」

9月予定 講師東畑謙三氏「中国古陶磁の話」

10月予定 講師竹腰健造氏「老後の心構について」



日 本 建 築 也 会 会 告 一 一 一 一

北 山 俊民

字那本 動氏

北 山 次 第 氏

小 向 正 雄 氏

溜 村 笛 ニ 氏

辻 本 盛 氏

中 西 勇 二 氏

野 上 恵 三 郎 氏

丸 尾 岩 一 氏

小 倉 清氏

岩 飽 数 馬 氏

栗 林 一 馬 氏

島 村 佐 次 郎 氏

加 山 増 - $ : ，

4 会員の受賞( 建設大臣表彰)

乙のたび下記会員諸氏は建築界における多年の功績によって建設大臣

より表彰を受けられま した。乙乙に誌 してその栄誉をお慶び申し上げま

す。

H

4

 

監

問

役

談

H

願

相

H

H

幹

H

小 原 忠 勝 氏

手 国 泰 路 氏

岡 田 順 一 氏

今 倉 邦 彦 氏

小 島 修 三 氏

手 塚 二 郎 氏

"[j 原 蝦氏

減 戸 武 男 氏

役談

H

相

M

円 俊郎氏( 留任〕

小 野 勉 氏 常 議 員

相 山 専 ニ 氏

小 川 利 光 氏

中 島 一氏

真 野 純 夫 氏

藤 井 定氏

議 ロ 種 文 氏

服 部 小 虎 氏

議 銃 一氏

嘉 吉 支部 l

支部長

O¥i ll 支部長

浅海電気岡

井上建築設計事務所

不動 プレハプ附

愛知県建築士会

岡大木工務庖

岡大和商会

清水和弥設計事務所

清水建設嗣

附朝日工業社

徳永田村建築事務所

川鉄建材工業側

三芳園

兵庫県住宅供給公社

記

正 雄 氏

秋太郎氏

信 夫 氏

主要太郎氏

基 弘 氏

イ彦氏

和 弥 氏

周 二 氏

洪一郎氏

正 三 氏

潔氏

海

上

早

田

木

井

水

井

須

永

一氏

清氏

俊

浅

井

諌

岩

大

沢

清

白

高

徳

伴

森

森

可f幹

口

東海各支部の役員選任

和歌山 ，東海両支部の役員が下記のとおり決定いたしましたのでお知

らせいた します。

和歌l五支部

支 部 長 薮 本 芳 一 氏 ( 新 任 )

副 支 部 長 栂 野 正 時 氏 常 議 員

山 下 宗 一 氏

津 田 勝氏

岡 信 雄 氏

井 崎 累 次 氏

字 治 国 政 雄 氏

貴 志 満 二 氏

児 島 政 信 氏

雑 貨 孝 夫 氏

北 野 滋 造 氏

周 淵 鍛 也 氏

M 松 助 六 氏

田 村 隆 資 氏

広 田 雅 男 氏

4 和歌山，

常 議 員

- 応 募 者

応募者は一級建築士である ζ と。

・応募手続

(1) 乙の競技の要項，資料 ，登録手続および質

疑をめぐる応募希望者あるいは笠録者と事

務局との間の接触 ・応答は ，すべて郵送に

よってのみ行う。

(2)要項などの交付を請求する際は ，同時に l

部! とっき 5∞円を事務局の郵便振込口座へ

の振込または現金書留郵便によって送金す

るとと。

・審 査

(1)審査会は ，下記審査員で構成する

審 査 員 長 市 浦 健

審査員 (50音11買 ) 青 樹 英 次 ・足立 孝

五百蔵芳明 ・大 倉 三 郎 ・徳 永 正 三

鳥 田 家 弘 ・西 山 知 三 ・宮 脇 和 正

'2)審査会は ，競技別 IL 応 募 設 計 図 書 を 審 査

し，その各々 の中から入1 i : ・作品 3 点および

佳作若干点を選び，入選作品とする 0

・賞 金

} t ・金の総額は . 2. ∞o万円とし ，競 技 A - D

ことに各々 5∞ 万 円 を ，次の通り配分する。

入 賞 3 点 各 150万円

佳 作 若 干 点 総 額 50万円

・応募K 関する質疑応答はすべて上記 i H P共

同住宅設計競技事務局」宛に郵送で行なって

F さい。

4 泉北ニュータウン光明池ハウジング・プロジェクト

共同住宅設計競技募集 ( 抜粋) ｀ｾ芳控 室 欝すに若干の変更 が ありました 。 Ｉ

大阪府公営住宅地区 ( A 地区)

大阪府住宅供給公社住宅地区

( B 地区)

日本住宅公団住宅地区

Cc 地区)

泉北開発センタ ー住宅地

( D 地区)

1) 競技A

2) 競技 B

3) 競技 C

16- 1  

4) 競技D

(2)競技は A. B.  C.  D 別 11: : 行う。

応募者は ，乙の 4 種の競技の中から一つを

自由 11 : : 選択し応募する。また乙のうちから

2 種以上の競技を自由に選んで応募する乙

ともできる。ただし応募は各競技どと 1案

に限る。

・主催者および事務局

'J 主 催 者 社 団 法 人 日本建築家協会

社団法人 日本建築学会

社団法人 日本建築士会連合会

12 十務局 大阪市東区縛労町 2 - 41 中槽ピル

r H .  P 共同住宅設計簸技事務局」

郵便番号 541  

屯 話 番 号 大 阪 (06) 262  - ]860 

郵世l振告書口座番号ならびに口座名称

大阪 302617  

HP共同住宅投計競技事務局

- 協力および後援

1 協 力 読 売 新 崎 社

2 後 援 社 団 法 人 日本宅地開発協会

社団法人 日本住宅協会

社団法人 日本建築協会

的

三会は ，ハウジング ・プ ロジェク 卜実施の趣

旨にそい ，大阪府 ，大阪府住宅供給公社， 日本

住宅公団大阪支所ならびに財団法人泉北開発セ

ンタ ーの 4 事業主体が住宅建設を行なうにあた

り，それぞれの実現の過程にとり入れるべき長

善のアイデアをひろく設計競技によって募集す

るために乙の要項を発表する。

応 募 条件 ( 抜粋)

・競技 の 形 式

A.  • B.  C.  D.  4種の競技を公開設計競

技により同時に行う。

. i競 技 の 内 容

(1) 次の 4 地区の中から応募者が選んだ地区の

共同住宅の住棟配置および建物の基本構想

S47 ・9 ・1 ( 金)

S47 ・9 . 30 (土)

S47 ・9 ・21 ( 木)

S 47 ・10 ・31 (火)

S 47 ・11 ・末日頃

S 48 ・3 ・1 ( 木)

S48 ・3 ・15 (木)

S48 ・5 月中旬

| 日『 程

登 録 開 始 日

登 録 締 切 日

質 疑 受 付 開 始 日

質 疑 受 付 締 切 日

質 疑 応 答 書 害 発 送 日

応募設計図書受付開始日

応募設計図書受付締切日

入 選 発 表

自
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故 松村 雄吉氏

昭和47年 7月30日: 逝去

亨年 満71才

株 式 会 社 松 村 組 社 葬

松村雄吉氏の附必村組社葬が 8 月 5 日，大阪市東区

の東本願寺鍵波別院で行なわれた。松村氏のプロフィ

ールを紹介したテープが流れ，午後 l 時より葬儀が始

まる。

故人の偉業をしのび l 分閣の黙碗を俸げた後 ，従四

位 1<: 叙せられたことが報告される。つづいて阿1池藤一

氏( 全国建設業協会会長) 竹中主主一氏( 大阪銀設業協

会会長) ，塚本j l ; 次氏( 日本建築協会会長) らが弔貯

を述べ，多くの業績に対し感謝の気持を示すとともに

芝去を悼む。銭高輝之氏ら故人と観交の深かった業界

人をはじめ関係者が続々とつめかけ，弔電はト村建設

大臣. 田村労働大臣，松下幸之助氏など l 干6百過にも

のほり徳の高さを物語っていた。

松 村 さ ん を 惜 し む 銭 高 輝 之

先輩松村雄吉さんの残された足跡は ，語りつくせないほど大きいものであり ，

巨星墜つ ，という のが実感であります。

松村組の主宰者としての50年にわたると事歴は申すまでもない ζ とであります

が，あるいはまたそれ以上に，業界のためにつくされたど事跡は ，偉大そのも

のであったと思います。

お若いときから ，すでに業界の世話方として活躍されていただけに ，およそ業

界に関するととは ，巨細にかかわらずど承知で，問題の提起がある都度 ，名舵

取り役として，すばらしい綱さばきをされました。しかも ，万人が納得のゆく

ものでありました。

現在でこそ ，わが建設業界も脚光を浴びて ，大きく産業界の明星となってはい

ますが，半世紀前のことを顧みますと隔世の感も深いのであります。

当時の業界人は，業界の地位向上というのが必至の願望であった時代でありま

しfこ。

松村さんは，絶えず業界の先達として，乙れらの面にも取組んで乙られました。

戦時中には ，業界指導の立場 lとあって ，国家要請に応える機敏な行動をとりつ

づけられました。

との乙ろは，松村さんの面白躍如たる活舞台であったといえましょう 。

さらに終戦直後の業界再編成期にあたっては，危く業界混乱の兆しがあった際，

適切な判断力 を もって ，全国組織の業者団体の体容を築く先見性を発揮された

乙とも，今日なお語り草となっています。

また日本建築協会の理事，副会長として永年にわたり重要会務に尽浮せられ，

特に建築関係各部門の連繋 ，協力を必要とする問題等については多大のと功績

を残されました。

松村さんの面影を偲んで，敬仰するばかりであります。

ひたすら松村さんのと冥福をお祈りいたします。

"“ IIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIII IIIIIII IIIII II III II IIIII III IIIIIIIIIIII IIIII IIIIII11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111刊 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111:11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

松 村 雄 吉

明治34年 6 月 2 日生

本沼地 京邸府福知山市内記4-1番地

現住所 大阪府盟中市首恨東町 2 丁目 l 番36号

経

大正 9年 8月

大正10年 6月

昭和 6年 4月

昭和46年 l 月

公

自昭和 6年 4月

至昭和 16年 2月

自昭和 10年 9月

豆昭和 16年 3月

自昭和 11年 6月

至昭和 17年 5月

昭和 17年 6月

自昭和 17年 5月

至昭和23年 2月

自昭和 17年 9月

至姐和19年 4月

自昭和 18年 9月

至昭和23年 2月

白昭和 18年 10月

至昭和20年 6月

自昭和20年11月

至昭和22年 2月

自昭和22年 3月

至昭和23年 2月

自昭和22年 2月

至昭和39年 6月

歴

株式会社総村組入社

株式会社訟村組取締役に就任

抹式会社松村組取締役社長に就任

株式会社峰村組取締役会長に就任

職 歴

日本土本雄菜2背負染者迎合会理 'Ji

大阪土本建策業組合副総長

土本建築 決助金評議員

大阪土建労務研究会会長

土本建築厚生会理 Ji

大阪土本建築工業組合理 Jf 長

土本建築国民健康保険組合思 JJ

近畿土本建築統制組合理 Jr 長

日本建設工業統制組官大阪府支ｾ
長

日本建設工業会大阪府支郎顧問

土本建築安全衛生協会理 Ji

自昭和23年 2月

至昭和29年 2月

自昭和23年 4月

至昭和33年 3月

自昭和23年 4月

草昭和44年 3月

昭和25年 11月

昭和28年 10月

昭和29年 2月

自昭和30年 5月

至昭和34年 5月

白昭和30年 5月

至昭和42年 4月

自昭和31年 5月

至昭和46年 2月

自昭和33年 4月

至昭和38年 5月

自昭和34年 4月

至昭和46年 5月

自昭和34年 4月

至昭和46年 5月

自昭和38年 5月

至昭和47年 5月

昭和38年 5月

昭和38年 11月

昭和39年 l 月

紹 初39年 10月

自昭和41年 2月

至昭和43年 2月

大阪悠設業協会顧問

社団法人全国建設業協会理 Jf

社団法人日本l J ! 援協会理 'Jr

大阪商工会ぷ所議員

ジュネープ ｉｌｏ ｾ Ｔ 回建築土本

公共事業委員会使用者側代長

大阪建設業協会理事

西日本建設業保証株式会社取締役

日本経営者団体連盟理 JjO

社団法人経済団体迎合会評波民

社団法人全国雄設業協会顧問

財団法人建築業協会理 F

社団法人大阪工業会常議員

社団法人全国 ｭ 設業協会理 ｊｾ

社団法人日本建築材料協会願 Ｚ ｾｬ

全国土木建築国民鎚際保険組合理

事

西日本建設業保証綜式会社中央審

査会委員

建設業返駿金共済組合理'Jl 大阪府

支邸長

大飯盛設業協会会長

自昭和41年 6月

至昭和43年 4月

自昭和42年 6月

至昭和43年 6月

自昭和42年 11月

五昭和44年 5月

昭和42年 11月

昭和43年 3月

自昭和44年 4月

至昭和47年 7月

自昭和44年 5月

至昭和46年 5月

昭和45年 1月

昭和45年 9月

昭如45年 11月

昭和46年 5月

昭和46年 6月

昭和47年 5月

貧

昭和30年 7月

昭和35年 7月

昭和37年 7月

昭和45年 7月

昭和46年 11月

昭和47年 7月

大阪府述築審査会委

大阪商工会議所処設業問，会長

社団法人日本住設業団体迎合会監

事

大阪府勉設業庖用促進協会会長

日本 I L O協会大阪府支部( 現大

阪 I L O協会、理 '11

社団法人日本建築協会副会長

社団法人日本建設業団体迎合会理

事

大阪建設業協会史編集委員長とし

て「大阪建設業協会60年史」刊行

大阪建設業協会万縛記録作成蚤員

長として r21世紀への創造」刊行

関西経済迎合会地犠開発委

財団法人建築業協会顧問

大阪建設労務研究会会長として

「欧米建設業労働、Ji 情調査偲告J

作成

社団法人全国雄投業協会相談役

部i

量E綬授章を受く

労働大臣より功労賞受く

内閣総理大臣より表彰を受〈

建設大臣より表彰を受〈

勲三等瑞宝章を受〈

従四位K 叙する



いま業界で話題のまと

凶臼 ｅｍ 口 Ｕｾｾｾ ご存じですか＿

一大形コンビュータの共同利用システムー

- 電 電 公 社 の オ ン ラ イ ン 方 式 に よ る 科 学 技 術 計 算 サ ー ビ ス

( DE MOS ) が 建 築 設 計 に 威 力 を 発 揮 し て い ま す

圃 応 力 解 析 ( F R AP ) ・振動解析 ( DY NA) ・構造計算 ( E CHO- A)

の 3 大優秀ライブラリイがあなたの企業を飛躍させます。

お問い合せ，ご相談は

大阪市東区法円坂町 6 - 27 (⑤540)  

電 電 公 社 近 畿 電 気 通 信 局 デ ー タ 通 信 部( 営 業)

T  E  L  (  06)  948 - 4  7  3  0  ( 着信無料)

• ....---一一 ※ 公社のデータ通信には，このほか販売，在庫管

- - ヨ 理サービス，電話計算サービスなどもあります。
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人間尊重時代の

インテリアづくりに…

新光クロスのユニシリーズ

ハ ウ ジ ン グ の 先 端 を ゆ く 感 覚 と 技 術 で 業 界 を リ ー ド す る

新 光 ク ロ ス。 そ の 高 級壁 装材 一 総 合 見 本 帖 ユ ニ シ リ ー ズ。

' 72年 '73年 の た め の 新 作 を 取 り そ ろ え て い よ い よ 登 場 /

激 動 す る ' 70年 代 を 生 き ぬ く た め の 仕 事 の 場 、 憩 い の 場 を

ず ば り 、 イ ン テ リ ア す る 業 務 用 か ら 家 庭 用 ま で 、 あ ら ゆ

る フ ィ ー リ ン グ と 目 的 に か な っ た 素 材 と 色 柄 を 豊 富 に コ

レ ク 卜 し て い ま す。

4. 
ｅｾｬｗｉ 河川園Ｍ

新光クロス

株 式 会 社

本 社/ 哩!!>550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 御 池 通 り 3- 18 ｾＰＶ Ｈ ＵＳＸ Ｉ ＷＳＲＱ 大代表

支 底/ ⑤ 103 東 京 都 中 央 区 日 本橋 人 形 町3- 4 n 0 3( 661 ) 0 2 7 1 - 5  

出 張 所/ 哩!!>730 広 島 市 外 安 芸 町 下 温 品 2 5  4  ｾＰＸＲＲ Ｈ ＸＹ Ｉ＠ 1248- 50 
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質疑などの投稿をお待ちしております.

60 

予備電源

建築基準法でいう予備電源とは、一般に非常用' 屯i原と

いわれるもので、電力会社の? 首用' i 1 I i原のしゃ断による

停電に対して、自衛上にもつ非常用電源で、最小限度

避難に対する照明、排煙などを行なうべ〈規制された

もので、千ｾＺｩ｛｛池、内燃機関による発電装置などがこれ

に使用される。

建築基梯法古血行令で定める予備n I iJ . 京を必要とする条項

および条文、ならびに条文の規定に基づき機造等の基

準として定められている告示の要旨は、つぎのとおり

である。

1  照 明 と 表 示

( イ) 第五章避難絡設等

第二節廊下、避難階段および出入口

( 避難階段および特別避錐階段の榊造)

第百二十三条第 1 項第三号

「階段室には、窓その他の保光上有効な関口部ま

たは予備電源を有する照明設備を設けること J{! 室

内に設ける避難階段について の規定)

同 条 第 3 項第四号

「階段室には、附室に函する窓その他の採光上有

効な関口部または予備電源を有する照明設備を設

j  けること J ( 特別避難階段についての規定)

!

・

5

J

-

装

号

と

一

明

三

こ

一

郎

第

る

一

の

五

け

一

用

の

設

一

一

常

条

を

一

非

六

源

一

)

十

電

一

節

造

二

備

一

四

術

百

子

一

第

(

第

「

…

建設省告示第千八百三+ 号

( 昭和四十五年十二月二十八日) ー

非常用の照明装置の精進の基地について

第三 n I 源の第二号、第三号に次のように記されてい

る。

「二 予備電源I立、常用の電源が断たれた場合に自動

的に切り替えられて接続され、かつ常用の' ，II i . 原が復旧

した場合に自動的に切り替えられて復帰するものとし

なければならない。」

「三、予備電源は、自動充電装置l時限充電装置を有す

る蓄電池 (開放型のものにあ っては、予備i mi 原室その

他これに類する場所に定置されたもので、かつ、 i成液

警報装置を有するものに限る。) で充電を行うことなく

三十分間継続して非常用の i照明装置を点灯させること

ができるものその他これに類するものによるものとし、

その開閉絡には非常用の照明装世用である旨を表示し

なければならない。」

第五節 非常用の進入口

( 精進 )

第百二十六条の七第六号

「進入口又はその近〈に外音11か ら兄やすい方法で

赤色灯の撚議を掲示し、及び非常用の進入口であ

る旨を赤色で表示すること J

建設省告示第千八百三+一号

(昭和四十五年十二月 二+ 八日 )

非常用の進入口の精進の基準について

第一

「二、自動充電装置または時限充電装置を有する帯電

池( 充電を行うことなく 三十分間継続して点灯させる

ことができる容量以上のものに限る。) その他これに類

するものを用い、かつ、Ｇ［ｾＮ用の電源が断たれた場合に

自動的に切り答えられて後続される予備ｾｬｉ ｩ 原を設ける

こと 。J

j 第六節 敷地内の避費量上及ひV肖火上必要な通路等

( 地下街)

i 第百二十八条の三、第 1 項第六号

「建設大臣の定める基単に適合する非常用の照明 j  

j  設備 ……・・・を設けていること 」

建設省告示第千八百三+ 五号

( 昭和四十五年十二月二十八日)

第五

昭和44年建設省告示第1730号で地下街の各機えの接す

る地下道に設ける非常用の照明設備等の基準の改正

第一

「二、照明設備には、常用の電源が断たれた場合に自

動的に切り替えられて接続される予備電源 ( 自動充電

装置または時限充電装置を有する者電池 (充電を行う

ことなく 三十分間1継絞して照明設備を作動させること

のできる容量を有し、かつ、開放型の苦ｾＧ｡ｬ池にあって

は、減液警報装澄を有するものに限る 。) 、自家用発包

装註その他これらに類するもの) を設けること 。」

( ロ) 第 五 章 の 三 建 築 設 備 等

第 二 節 昇 降 機

( エレベータの安全装置)

j 第百二十九条の九 第 11買第十二号ロ

「停電の場合においても、床面で- J レ y クス以上

の! 照度を確保することができる照明装置J

( 非常用の昇降機の設置および構造)

第百二十九条の十三の三、第 3 項第六号

「予備電源を有する照明装置を設げること J ( 釆 j

j 降ロビーの構造についての規定 ) i  

2 排 煙

( イ) 第 五 章 避 難 施 設 等

第二節廊下、遊難階段及出入口

( 避縫階段及び特gl J避難階段の椛造)

第百二十三条第 3 J1'i第一号

「ー ・・・窓若しくは排煙設備であって建設大臣

の定める基i ¥l 1に迎合するものを有する ー J (符

! 日IJ避難階段の附造について )

建設省告示第千八百三十五号

(昭和四十五年十二 月二十八日 )

第四

昭和44年建設省特示m1728号で特別避維階段の| 肘墜に

設ける排煙設備の 1企舶の改正

「八、電11Mを必要とする排姥設備には、常用的屯源が

断たれた場合に向i !r)j (I(j に切り符えられて接続される予

1iiil 1? i原 ( 自屯充nL装置または時限充' ; J l 装; 置を有する有f

ｾｉ＿池 Ｈ 充［ｉｬを行うことなく 三 十分間継続して排燦設備

を作動させることのできる答f立を有し、かつ、| 羽放明の

帯a L 池にあっては j成液警報装置を有するものに限る。) 、

向家用発電装置その他これらに類するもの ) を設ける

こと .J

j 第三節 排 煙 設 備

( 精進)

第百二十六条の三、第 1 項第十号

r1IIi 原を必要とする排煙設備には、予備n I i原を設

けること J

建設省告示第千八百二十九号

( H{ : l 和四十五年十二月二十八日 )

排煙設備の構造の基準について、第四号に rnI iD習を必

要とする排煙設備の予備電源は、自動充電装f l ( または

時限充包装笹を有する帯電池( 充電を行うことな〈三

十分IHI 継続して排煙設備を作動させることができる谷

泊以上て¥かつ、開放型の望書電池にあっては、減液箸

報装泣を有するものに限る。) 、自家用発包装置その他

これらに類するもので、かつ、常用の電源が断たれた

場合に自動的に切り替えられて接続されるものとする

こと 。J

第六節 敷地内の避難上及び消火上必要な通路等

( j 也下街)

i 第百二十八条の三第 1項第六号

「建設大臣の定める基準に通合する・・ 排煙設備

・を設けていること」

建設省告示第千八百三十五号

(昭和四十五年十二月二十八日)

昭和44年建設省告示第1730号て寸也下街の各構えの接す

る地下道に設ける非常用の照明設備等の基準の改正

m二

「九、 1IIi 原を必要とする排煙設備には、第一 、第二号

の例により予備電源を設けること J

"t 地下街非常用的問、明設備町告示参照

( ロ) 第 五 章 の 三 建 築 設 備 等

第二!iii 昇降機

( 非常用の』キ降機の設置及憐造)

第百二十九条の十三の三第 3 項第 2 号

r. ........ 窓若しくは排煙設f紛であ って建設大臣の

定める基準に適合するものを設けること」

建設省告示第千八百三十三号

(昭和四ト五年十二月二十八日)

非常用エレベーターの乗降ロビーの排煙設備の精進の

基準について

第二

「七、 i lI i原を必要とする排煙設備には、常用のn I il !ilが

断たれた場合に、自動的に切り替えられて接続される

予備1{[i J . 京を設けること」

「八、前号の予備' i l [ i原は 、自動充電装也または時限充

電装世を有する蓄電池Ｈ充 Ｎｾｴｬ を行うことなく 三 十分 ｉｈｪ

継続して排煙設備を作動させることのできる答訟を有

し、かつ、開放型の蓄電池にあっては、減液事年報装置

を有するものに限る。 ) 、自家用発電装f l ( その他これら

に類するものとすること。」

3 . その他

第 五 章 の 三 建 築 設 備 等

第二郎 昇 降 機

Ｈ 非常用の昇降機の設置及び梢ｾＩ

第百二十九条の十三の三、第10m

「非常用エレベーターには、予備ilI i原を設けなけ

ればならない j

( 大阪市建築局建築指導部審査課清原省三)

19 
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読者の頁

「第32回日本文化をたずねて 」に参加して

3 月19 自の催しで、京都の仁和寺の遼廊手、

飛 鴻 卒 、 妙 心 寺 の 桂 容 院 既 白 庵 、 泉 谷 西 翁 院 の

淀 見 の 席 の 古 い 茶室 を 見 学 し て の 私 の 感 想 、 そ

の 古 建 築 の 持 つ 偉 大 な 魅 力 と い う も の を 昏 い て

み た も の。

. まえがき

然 か も 重 文 ま た は 単 霊 文 の 日 本 を 代 表 す る 古

い 茶 室 だ け の 見 学 に ま る 一 日 を か け る と い う 特

種 の 見 学 会 で あ っ た 。 だ が 茶 室 は 江 戸 茶 室 の モ

デルとも、標準型とも見られる、 3 帖 台 自 の プ

ラ ン を 有 す る も の で 、 平 面 図 か ら 見 る と 、 4 茶

室とも全〈同ーの形式のもので、} j IJ に 感 激 を 受

けるものて・はなかった。

だ が 見 た 瞬 間 私 の 目 を 慈 き つ け て し ま っ た こ

と は 、 古 建 築 の 魅 力 そ の ま 、 で あ っ た と い う ほ

か は ま っ た く な い。 特 に 、 最 近 プ レ フ ア プ の 建

築 と か 、 完 成 資 材 の 使 用 、 ユ ニ y ト材使用だけ

に 憂 き 身 を や っ し て お っ た か ら で あ ろ う か 、 ま

ず こ れ は 手 作 り の 建 物 と い う こ と に 最 大 の 魅 力

を 感 じ 、 建 物 に 全 精 神 を 吸 い と ら れ て 、 暫 ら く

た然としてしまった。

. 手 作 り の 魅 力

手 作 り の 魅 力 は 、 建 築 技 能 の も っ そ の 技 能 の

優 秀 精 綴 た る 技 量 の 精 華 の 魅 力 で あ る 。

す な わ ち 、 日 本 画 や 木 彫 刻 、 古 陶 器 の も つ 魅

力 で も あ る 。 戦 前 ま で 残 っ て い た 建 築 芸 術 論 も

うそではない証拠を明示された感じがあった。

建 築 に は 、 や は り 建 築 技 能 が 必 須 な も の で あ る 。

も し く は 、 こ の 四 つ の 茶 室 の 建 設 に 従 事 し た 大

工 さ ん の 腕 前 、 ま た 、主主壁を受持った、左官屋

さ ん の 技 能 、 技 量 に 感 心 す る と と も に 、 現 在 で

も 来 し て で き る と い う 腕 の あ る 名 工 が 居 ら れ る

だ ろ う か。 な ど 、 う ら 寂 し く 感 ぜ ら れ た 次 第 で

ある 。

・材 料 費 と 工 賃

現 在 は 、 建 材 と 工 質 、 大 体50% 位づつ。

あ の 茶室 を主主てた当時を推察すると、使用索

材 、 細 い 柱 梁 材 、 こ れ は ど こ に で も あ る 山 の 樹

木 で あ り 、 壁 材 は 附 近 の 土 材 、 窃 は 益 床 の 古 い

藁 材 と な る と 、 ど う 考 え て も 金 額 に 挙 げ ら れ る

額 に は な ら な い 。 要 は 建 設 経 費 、 昔 は90% 及 至

100% は 手 間 質 、 工 授 で あ っ た 。 と な る と 技 能 者

に も 大u任 が あ っ た の で 技 能 も 生 涯 の 研 究 修 練

の 目 的 と し て 向 上 努 力 す る 値 う ち が あ っ た し 、

そ れ を 各 自 と も 天 職 と 自 覚 し て 建 設 に あ た っ た

か ら 、 現 在 ま で 見 る わ れ わ れ の 心 を と ら え て 離

さ な い 程 の 魅 力 と な っ て 表 現 さ れ て い る と 感 じ

とったものであろう。 ( 中関骨)

. 建 築 技 能 の 枠 の 魅 力

大 工 な れ ば 、 あ り ふ れ た 安 価 な 得 易 い 素 材 だ

が 、 そ の 紫 材 の 選 別 に 最 大 の 努 力 が は ら わ れ て

いる 。 そ し て そ の 取 扱 い 方 が 、 丁 寧 で あ り 似 霊

を 極 め て い る 。 要 は 似 た ら し い 稜 そ の 紫 材 を 生

か し て 使 用 し て い る こ と で あ る 。 適 切 索 材 の 蒐

鈴木忠五郎

集 努 力 の 跡 が 、 作 品 た る 茶室 の 各 部 使 用 紫 材 に

よ く見 ら れ る 。

ま た 、 技 能 の最 高 を 出 し つ くし て 仕 事 を し て

い る こ と は 勿 論 、 技 能 者 の 知 恵 、 技 能 の 知 恵 を

つ く し て い る こ と だ 。 だ か ら 見 え な い 部 所 に も

決 し て 手 を 抜 く と か 、 技 能 を 下 げ て 工 事 を す る

と い う こ と が な い. こ こ の と こ ろ に 現 在 人 を ひ

きつけるものがあったものと思う。

そ の 結 果 は 、 当 時 の 技 能 者 は 各 自 の 作 品 た る

茶 室 の 建 設 に 当 り 各 自 の 技 能 の 粋 を 出 し つ く し 、

快 心 の 作 と 自 己 満 足 し て 仕 上 げ 、 快 〈 眺 め た で

あ ろ う と 思 わ れ る 。 それがための証拠に、狂い、

故 障 が ま っ た 〈 見 ら れ な い 点 で あ る 。 そ の 建 築

技 能 の 最 高 と 感 じ た 点 は 、 ま た 機 会 を 得 て 述 べ

て 見 た い と 思 う の で 、 今 回 は は ぷ か せ て い た だ

くわけである。( 後: 留島)

堺 市 立 工 高 生 読 後 感 4 題

超 高 層 ビ ル ( 石田繁之介著)

建 築 科 3 年 福 本 俊 英

私は最初、霞が関ピノレが竣功したとき、嫌悪

感 を 抱 い た 。 そ れ は 地 震 、 火 事 、 台 風 な ど の 災

害 の 十 分 な 安 全 性 も 考 慮 き れ な い ま ま 、 た だ 法

律 が 改 正 さ れ 、 建 築 を 許 さ れ た の で 、 欧 米 諸 国

に負けん気を起し、 一 番 乗 り を 目 的 に 、 あ わ て

て 作 っ た ん で は な い か と い う 疑 い と 、 そ れ に な

ん に も な い だ だ っ 広 い 空 間 に 針 が 立 つ よ う に 味

気 な い 浴 の よ う な 建 物 と い う 先 入 観 に 似 た も の

が 私 の 脳 裏 に 表 わ れ て い た か らだ。 しかしこん

な 私 の 邪 推 は 、 こ の 本 に よ り 見 事 に 追 っ ぱ ら わ

れ て し ま っ た。

前 例 が 全 く な い 所 か ら の 出 発 、 零 か ら 始 ま る

難 し さ と い う の が よ く 解 っ た。 ( 中略)

金 の あ る 企 業 な ど は 、 こ ん な 紫 附 し い 建 物 を

どんどん建てていく、超高層ビノレと貧しい人達

の 住 居 、 前 者 の 冷 暖 房 、 空 調 設 備 、 か ゆ い 所 に

手 が 届 〈 稜 の 快 適 き に 比 べ 、 後 者 の 建 築 基 単 法

違 反 、 こ の ご ろ や っ と 冷 房 設 備 が 広 ま る よ う に

な っ た 建 物 、 何 故 こ の よ う な 差 が 生 ま れ た の だ

ろう 。 日 本 人 は 働 〈 所 、 金 儲 け の 場 所 に ウ ェ イ

ト を 置 い て 金 を 使 う 、 人 に 見 せ る 所 に 金 を 多 〈

使 う 傾 向 が こ ん な 所 に も 表 わ れ て い る よ う に 思

う。 ( 後聞各)

建 築 入 門

建 築 科 2 年 和 佐一 郎

( 前 略) 安 全 性 と い う と こ ろ で 出 て き た 建 築 の

安 全 性 、 つ ま り 外 力 ( 重 力 、 地 震 力 、 風 力 、 火

など ) から而すえる力のことである 。

火 災 に 対 す る 安 全 性 に は 、 木 造 は も ち ろ ん 鉄 骨

造 も 案 外 弱 い と いう こ と だ。 だ か ら 断 熱 材 で カ

〆〈ーしなければならないということになる 。 し

か し 、 そ れ に も 限 度 が あ る 。 本 で は 、 断 熱 効 果

は 2 時間位で、笑際の火災時では、 2 時 間 も 燃 え

て い な い と な って い る が 、 この前 の 火Zp. のニ ュ

ー ス で は 2 時 間 縫 っ て も 獲 ん に 燃 え 続 け ている

と 聞 い た こ と が あ る 。 あ の 場 合 だ い じ よう ぷ だ

ったとかなーという疑問が残った。

文 、 現 代 の 建 築 工 法の と こ ろ で は 、 ま ず 超 高

層 ビ ル 工 事 で 、 今 ま で 考 え て い た こ と を 考 え 直

さ な け れ ば な ら な い。 それは、、構造物をゆるく

取 り 付 け る と い う こ と で あ る 。 超 高 層 ビ J レが池

袋に合うところのようにゆれて変化するためであ

る。 そ れ で 墜 は も ち ろ ん ガ ス 管 、 水 道 管 、 空 調

ダ ク ト 、 エ レ ベ ー タ 一 等 が ユ ラ ユ ラ ゆ れ て も 域

れ た り 、 は ず れ た り し な い よ う に つ く ら な け れ

ば な ら な い 。 そ れ で い ろ い ろ な 工 法 が ど ん ど ん

生まれているということである。 ( 後 略)

都 市 ( 羽 仁 五 郎 著)

建 築 科 3 年 西 山 勝

( 前 略) 封 建 主 義 の 時 代 に 発 達 し た 都 市 と 、 そ

こ に 住 ん で い た 人 々 の こ と に つ い て 、 こ う 普 か

れ て あ る J こ の 時 代 の 都 市 、 す な わ ち 、 最 も 初

期 の 都 市 は 、 居 住 の 地 で は な か っ た 。 それは、

宗教上、軍事上の要地であり、 ft 族 や 王 が そ こ

に 住 ん で い た 。 す な わ ち 民 衆 は 、 市 外 で し か 住

め な か っ た り と い う こ と だ か ら 現 在 の 都 市 と は

全 然 イ メ ー ジ が 迩 九

今 の 日 本 の 都 市 は 、 民 主 主 義 の 上 に 成 り 立 っ て

い る か ら こ そ 市 民 が な く て は 都 市 も 成 立 し え な

い は ず で あ る 。 け れ ど 、 今 日 で は 公害 などによ

っ て ぽ 〈 た ち 市 民 が ひ ど く 悩 ま さ れ て い る 。 こ

ん な 状 態 で は 、 ほ ん と う に 市 民 の 都 だ と い え る

の だ ろ う か 疑 問 に 思 う 。 市 民 か ら 選 ば れ た 代 表

者 は 、 も っ と 住 み よ い 都 市 を 基 い て ほ し い と 思

う。 ( 中 略)

結 局 、 都 市 に お け る 、 最 も 重 要 と し な け れ ば

な ら な い も の は 何 と い って も ぽ く た ち 人 間 だ と

思う 。 だ か ら 人 聞 が い な か っ た ら都 市 も 歴 史 も

な か っ た は ず で あ る 。 ( 後: 回晦)

日 本 美 の 再 発 見 ( プノレーノタウト著)

建 築 科 2 年 中 谷 守 良

最 近 、 奈 良 県 の あ る 古 績 の 壁 画 が 発 見 さ れ 、

朝 鮮 半 島 の 文 化 と の つ な が り が ク ロ ー ズ ア ップ

されてきたことから、 - 中略・・・ぽくの考えてい

た 日 本 の 代 表 的 な 建 築 物一 法 隆 寺 あ る い は 東 大

寺 ー が 土 台 か ら く ず れ き っ た 。 そ の 理 由 は 、 建

築 物 に つ い て も 、 斡 固 と の つ な が り を 考 え て み

たのである 。 そ う す る と 法 隆 寺 も 東 大 寺 も 、 日

本 の 代 表 ど こ ろ か 朝 鮮 半 島 の 代 表 で あ る と 考 え

が 変 っ た 。 そ の と き に 考 え た の は 「 日 本 美 の 再

発 見 」 で あ っ た。 ( 中 略 )

そ れ は 、 日 本 の 建 築 の 美 し さ は 、 建 築 物 だ け で

は 、 何 の 価 値 も な く 、 少 し も 美 し く な い 。 し か

し こ れ に 、 た く み に 庭 闘 で も っ て も り あ げ る 。

日 本 の 建 築 は 自 然 無 視 で は 考 え ら れ な い 。 昔 の

人 は 大 陸 か ら 伝 わ っ た 形 式 を う の み に せ ず 、 日

本 人 心 、 美 感 を 取 り 入 れ 、 何 年 も の 聞 に 、 日 本

独 自 の 建 築 形 式 を 作 り だ し た の で あ ろ う 。 現 代

は こ の 日 本 独 自 の形 式 を 無 視 し て 、 日 本 人 の 心

も 失 な わ れ て い る よ う に 思 う 。 西 洋 か ら 新 し い

様 式 が 伝 わ れ ば そ の ま ま 手 も つ け ず 使 用 し 、 同

形 の 建 築 物 を 夫 量 生 産 す る 。 こ れ か ら は 普 の 人

の よ う に 、 伝 わ っ た 技 法 に 日 本 流 を と り 入 れ 、

人 の 心 を 大 事 に し て 、 日 本 独 特 の 新 し い 建 築 物

を 生 み だ し て い か な く て は な ら な い 。 こ の 第 ー

と し て 、 自 然 を 大 切 に / 自 然 を 大 切 に 。
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開閉繊

ブラケ ット

L 型 電 動開 問 機

L 型屯l ] i } J 附 問 機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 精 密 機 械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し 、遂 に 従 来 の 開 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期的 な 新 製 品 で す 。

この間 問機に は独 創 に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 案 2 f牛を出願中 ) 、 減 速 機 、 モ ー タ 一 、

プ レーキ機構、 {311・5時用手間] 装置はもとより、リミ y トスイッ

チ 、 配11 J : 板に至るまで、す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

納 め て あ り ま す 。

従 って 、 建 築設 計 上 の 納 りが非情ーに簡単で、 しかも、取付や

その後の保守点検等も楽にできるよう考案されております。

これらの点から 兄 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター ｉｬｾｬ 問機 の ｪ 決 定版といえるでしょう 。

出 願 中 特 許 リミ ν トスイ y チ 実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 絡 機情

ガ パナ ー 機情
お よ びL 型 機情

手 動 機禍
チ 工

γ
収 納 箱

- 特長・

1 . 開閉機を設ける場所の心配がいりません。

2 . 凸部のない 真直なシャ ッターケース 。

3 . 袖壁は不用です 。

4 . 減速機構はすべて完全密閉式です 。

5  小型で耐久力に 富む減速機構。

6  給油の必要がありません 。

7 . エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8 . リミ ッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9. 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・遠隔操作いつれも可能です。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 湯 川 崎 市 新 ) L 子 * 3
丁 目 1 1  5  9 許J也 'I !I.II i ( 代) 中原 (41 )6325  

大 阪 工 場 大 阪 市 来 淀 川 区 田 川 通 6 丁 目 3 8  Ift J 也7t i ，1古( 代 ) (301 )  3  6  5  6  

九 州 工 場 制 附 県 柏 J31 l: s粕屋町{ 中原釜屋 2 7  2  Ｗ ［Ｇｦｦ ｊ 也 ｭｾ 百 Ｈ 代 ＩＨ ＶＵ Ｉ 61 3 1  

名 古 屋 工 場 名 古 I喜 市 中 川 区 北 江 田T 2 丁 目 1 2 帯 地 屯 ，11i( 代 )( 361) 74 4 1  
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建 築 と 社

A

G

一

A

ユ

ニュース原稿をお送 1) ( どさい.

大阪府建築士会創立20周 年 日 本 万 国 博 覧 会 公 式 記 録

記念事業終る

9‘  

本 年 創 立20周 年 を 迎 え た 大 阪 府 建 築 士 会 ( 会

長 小 河 吉 之 助 、 会 貝 数 、 倒 人 5，900名、主主築士

事 務 所657社) では、建築士事務所、 ff 年の両苦[1

会をもあげて、 3 昔日に分ち記念卒業を笑絡した 。

まづ第こー昔日 、 5 月 16 日 の 記 念 式 典 、 祝 賀 会 ( 於

大限l図 ) を 拡 あ け に 、 第 二 音[1で は 「 ガ イ ド ブ ッ

ク 大 阪 の 建 築 J ( ￥880) 、「家を主I ! てる人のための

100の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト J ( ￥500) を 記 念 出 版 し 、

7 月 10 日 か ら 「 住 み よ い J;'l 境 展 」 並 び に 、 ね1文

彦、戸谷主主性、作l座 正 倍 、 げ17 ) ( 和弥、山 中孔、

出 家 i #の各氏を，Winr[i に 記 念 .Wt ip{ 会を開催、 7 月

15 日 を も っ て こ れ を 終 了 し 、 当 初 計 画 の 20周 年

記 念 事 業 の す べ て を と ど こ お り な く 終7 した。

士 会 で は こ の 記 念 周 年 を 大 き な 節 と し て 、 い よ

い よ 成 人 期 に 入 り 、 総 築 士 法 の 粉 神 に 立 ち か え

って、姐Ａｾ語界のみならず社会に ｬ 向け力強く胎ｪ｝ｪ Ｗ ｊ

を は じ め て い る 。

建 設 省 建 築 研 究 所 の 秋季 講演 会

建設省主主築研究所では、昭和 47年 度 の 秋 季 鱗

演 会 を 下 記 の と お り [l 日かれる 。

J明日 昭 和 47年 9 月 18 日( 月) - 19 日( 火)

会 場 安祉l 生命ホーノレ( 東京新宿駅西口正面)

問 合 せ 先 . 主主ぷ1 ' i 処築研究所企画室

T  E  L  ( 03)  361- 415l ( イセ)

9 月 18 日( 月) 午 前 9 時 50分より

r  j 也 渓 現 象 探 求 へ の ア プ ロ ー チ J ( 三束哲夫)

「地 災 時 に お け る 柿 造 物 と 地 悠 の 相 互 作 用 J ( 松

島 ｾＩ＠ ・ 「姐: 築物における地誌観iJli J とデータ

の 解 析J ( 大谷圭一 ) .  r鉄 骨 コ ン ク リ ー ト 位 の

崩 壊|妨 止 に 閲 す る 総 合 研 究 J ( 広沢雅也)

9 月 19 日( 火) 午前 10時より

r[坊 災 と 都 市 計 画J ( 高原栄重) ・ 「往築物 の |山

火 設 計 に つ い て J (三 村由夫) • r往 築 榊 成 部 材

の 性 能 評 価 J ( 楠木 発 ) .  r住 宅 の 取 得 能 力 に

関 す る 考 察J ( 松本光‘ [Z) ・「木 造 枠 組 み 壁 附 法J

( 今泉勝吉)

中之島をまもるために

新 建 大 阪

新 位 大 阪 ( 新 処 築 家 技 術 者 集 団 大 阪 支 部 ) で

は 「 地 下 街 問 題 」 の 研 究 に つ づ い て 、 こ の ほ ど

「水と緑と伝統のまち一一一中之島」をノマンフレ

ットにまとめ発表した。

大 阪 市 中 央 公 会 堂 、 大 阪 府 立 図fD館 、 大 阪 市 庁

舎 、 日 銀 大 阪 支 庖 な ど の 明 治 大 正J切の歴史的建

造 物 の 保 全 計 画 を う っ た え た も の で あ る が 、 そ

れ に も と ど ま ら ず 、 こ の 「 中 之 砧」 を 歴 史 的 封

勝 地 区 と し て 位 世 づ け る と 問 時 に 、 都心 に 広 場

を 、 緑 と 川 を 生 か す た め の 都 市 再 開 発 の 新 た な

発想の転換をせまっている点、緑道梢恕、をi I f l じ

総 ペ ー ジ 数 は 約 1，800頁 、 全 3 巻 か ら な り 日 て流れのある者[1市 空 間 と し て 生 か し て い く 点 な

本 語 版 の ほ か 、 英 語 版 、 フ ラ ン ス 語 版 も 発 行 、 ど 、 い く つ か の ユ ニ ー ク な 提 案 を 行 な ってい る。

参 加 国 政 府 、 出 展 参 加l団 体 、 関 係 官 公 庁 、 図 岱 「新挫大 |仮 」 で は 、 す で に 1 年有余にわたり、

館 な ど に 配 布 さ れ る が、 こ の う ち 日 本 語 版 を 保存道J ! l I i J J ポ ス タ ー を つ く っ た り 、 保 存 を 訴 え た

1，000苦[1に 限 り 地AIIIJ し、希望者に実技頒布される 。 ビ ラ を く ば っ た り 、 あ る い は ク ラ シ y クカーを

ご希望の方は下記事喜領によりお申し込み下さい 。 動 μ したりして市民へアピーノレしてきた 。 その

申 込 先 い く つ か は 一 般 新 聞 紙 上 で も 大 き く 紹 介 さ れ た

大 阪 府 吹 凶 市 山 出 小 J I123ー17 干 565 が 、 こ れ は 池 袋 技 術 者 の 以 境 を よ く し よ う と す

日 本 万 国 博 覧 会 記 念 協 会 合 068ー77 - 3331附 る巡励と社会的 ｾＧｉ Ｑｦ Ｚ を来そうとし寸意欲のあら

頒 布 笑 賀 8 ，500円 ( 送 料 ) 1，500円 わ れ で あ り 、 今 後 の な り ゆ き が 注 目 さ れ る 。

第 9 回 よ ろ ず 相 談 住 宅 展

ーで、被・砲の員占替、監の主在住の笑泌が行われ

たほか、資料、モデノレルームの展示コーナーが

設けられた。

Ｗ 月 Ｖ 日より ＱＱ 日までの Ｖ 日間、 ｾ Ｙ 回よろ

ず 相 談 住 宅 展 ( 日 本 建 築 協 会 主 催 、 大 阪 府 ・大

阪 市 ・ 住 宅 金 融 公 庫 ・日本住宅公団後援) が、

例 年 通 り 阪 神 百 貨 底 8 [ ; 皆催場で行われた。

会 場 は 6 つ の コ ー ナ ー に 分 け ら れ 、 各 専 門 家 に

よ る 設 計 、 監 理 、 増 改 築 、 税 金 、 法 律 な ど の 無

料 相 談 所 コ ー ナ ー の ほ か 、 分 級 住 宅 コ ー ナ 一 、

建 材 ・設備コーナーで、 37会 社 が そ れ ぞ れ の 商

品 ゃ 写 真φ パネノレなどを展示し、 訪 れ る 人 々 の

す ま い " の 相 談 に 応 じ た 。 そ の他 、 実 演 コ ー ナ

本 会 の 展 示 窓 紹 介

今 回 は 「 大 阪 の 建 築 ・今と昔」をテー? に、 ーミナノレその他 の地 域 の 写 兵 桜 示 を 行 うー予定で

8 月より 2 ヶ 月 間 下 記 の よ う に 阪 急 梅 比1ターミ す。( 展示場所・京阪淀t訓告と北浜 II¥J の地下i I f l 路

ナ J レ を 展 示 い た し て お り ま す。 今後 も 大 阪 のタ シ ョ ー ケ ー ス )

23 



建築物の高層化にマッチした

I WALI TEoOOR30 

F I R E P R OOF  

J I S A  1311 - 30mi n.  

I WALI TEoOOR60 

24 

F I R E P R OOF  

J I S A  1304- 60mi n.  

特 長

*  表面材にビ ニ トップ鋼板を、枠材

に溶融亜鉛メ ッキ鋼板を使用した美

しい仕上りです。

*  芯材にロールコアを使用している

ので、扉は軽量で堅牢です。

*  錆の心配は全くありません。

*  実用新案の工法により大量生産き

れるので、経済的価格です。

用 途

*  高層ビル、ホテル、病院、劇場、

マ ンションの内部ドア、間仕切ドア

に適します。

4‘  
A  

Gう
J IS 表示許可工場

岩 住 サ ッ シ 株 式 会 社

本社及尼崎工場

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 1 5 番 地 ( 干661) 電話 大阪 (429)代表6751番

研 究 所

ア ル ミ 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区千舟田T 2 丁目 10番21号 ( 干555) 電 話 大 阪 (471 ) 代表5123番

東 京 営 業 所 東 京 都 港 区 芝 大 門 1 丁目 10番 1 号 ( 〒 105) 電 話 東 京 (433) 2  7  0  1番
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データ通信と建築

SEF¥jES: 9  

題参

DEMOSを利用して

西 国 尚 晃

建築の構造設計においてもますます計算の省力化、

計算時閉め短縮化が要求され、その手段としてコン

ヒ・ューターの利用が考えられ、その期待は大きい。

ところが、中小規模の建築設計事務所では独自で、

中型、もしくは、大型ーコンビューターを導入し、ソ

フトウェアを開発して設計の合理化および、高度化

をめざすことは、種々 (経済力 ・仕事量 ・ソフトウ

ェアの開発能力など ) の制約を受けて不可能に近い

といえるであろう 。 そこで、コンビューター ・サー

ビスセンターの利用が考えられる。 各センターのサ

ービスは最近相当利用しやすくなっている 。しかし、

データーの受け渡しの往復待問 、処理主順番の待ち時

間が気になるところである 。

ところが、電々公社による D E M O S のサービス の

開始によって、これらの諮問題が解消されたといえ

ると思う 。 また、そればかりでな く、データ一通信

のこれからの可能性は色々な文献にもみられるよう

に鰐 くべきものがあり、大いに期待できるも のだと

恩う 。

次に D E M O S の利点 と思 うものを列挙する と。

1  . 設備が簡単であり機械の管理がいらない。 これ

は、オン ・ライン ・システムであるので当然のこと

であるが、ずーター宅内装置を設置する場所があれ

ばよい。特別な空調設備はい らないが、騒音がかな

り大きいので遮音効果の大きい竪 で、間仕切る必要

がある 。

Q . 身近に大型コンビューターが利用できる 。小さな

宅内装置を相手に仕事をやるので、あたかも、ミニ

コンビューターを操作しているような気持になり、

よけいに身近に感じる 。

3. ロスが少ない。これは自社にコンビューターが

ない場合は、大きなメ 1) 'Y トと思われる。 自社にコ

ンビューターがない場合は、サービス・センターを

利用することになるが、データーの受け渡しを人間

がやらなければならないので、電話と手紙のような

差がでてくる 。 また料金は基木料金と利用時間に対

する料金とに分けられていて、機械の遊びを考える

必要はない。

4  ライブラリープログラムが充実している。 ライ

ブラリープログラムは種々発表されているが、建築

関t毛で利用できるものは、 F R A p . D Y N A . E C

H Oシリーズ、などであり高度の内容を持っている。

5 . 7 ァイルの利用

ファイルの一昔11修正、保存が可能であるので、デー

ターを最初から入力する必要はない。

上記の利占に対して、欠点もあり、その最も大きい

ものは入力、出力に要する時聞が、ラインプリンタ

ーにくらべ相当多くかかることである。従ってデー

タ- i 置が多くて計算時聞が短いものはやっかいであ

る。

1  設備

当事務所のコンビュータ一室なるものは、事務所の

片隅にあり、床面積は 8 M'  (作業にさしっかえのな

い最底面積) で、室内にはミニコンビュータ一一台、

D E M O S 用端末機 ( 200B l.¥:i ) 一 台、ロ y カ一、が

設置してあります。端末機使用の際にモーターから

出る底い騒音と、プリントの時に出るかん高い騒音

が相当大きいので、室内部が吸音材、外面が普通ベ

ニヤで、中に厚さ l O C Mばかりのガラス ・ウールを

はさみ込んで間仕切墜とし、吸音および、遮音をし

ております。 これでも、遮音効果はかなりありほか

の仕事にさしっかえるようなことはありません。

2 . 人 員

所貝は 14名( 技術者のみ ) であり、事務所の性格から

全員が榔造技術者です。 人員が少数のため、とくに

部門分けは行 っていない。従って、計画、計算書作

成、図面作成を 一 人一 人がこなすことになります。

D E M O S  講習会の受講者はこのうち 5 名であるが

将来は所員会貝が操作できるようになり、各人で処

理できるようなシステムを取りたいと思っております。

操作は非常に簡単であり、ライブラリ ・プログラム

を利用するだけならば、務習を受けておれば十分で

あり、特別な知識はいらないと思う 。

3 .  F R A P 、 D Y N A の 利 用

計算ーの内容によって、仕事を、大まかに次の二つに

分類している。

い) 手計算およ び、 ミニコンピュ ターで十分通用

して い るも のa

( 2) (  1  ) の方法 では解祈しに ( い もの、または 、で

きな い もの。

事務所の仕事内容としては、( 1  ) に該当する場合が

多〈、この場合の端末機利用については実験的段階

である 。 というのは笑際の仕事は、意匠とのかねあ

いがあり、構造計画および、計算に入ってからでも、

変更が多くあり、計算機ならすべてが決ってからで

ないとできないものが手計算だとその問にも相当進

める事ができるし、意匠と構造が相互関係にあるの

迄の処理内容としては、 F R A P では、異型平面フ

レーム、平面トラス、立体トラス、立体フレームの

応力、変形計算、 D Y N A では国有周期計算、地震

応答解析などであり、大いに役立っている 。

4 . 利用者ファイル

利用者ファイ J レに、格納できるのは、マスタ ・ファ

イノレ、モニタ・ファイル、レポート・ファイノレ、ス

チ7 ヰス ・7 アイ J レ、地震波ファイル、自社開発の

プログラムのファイ J レなどが可能である。前からス

チフネス ・ファイル迄はいらなくなったものから順

次消していける。

現在、自社の地震波ファイルは 3種類、自社開発の

プログラムは数種類格納してある。仕事量とファイ

ルの保存期間により利用者ファイルのエリヤはだい

たい一定l i i : になる。

次にライブラリ・プログラムを別々に取り上げてみる。

1 .  E  C  H  0 シ リーズ

E C H O;..- リーズは今年 6 月に大幅に拡競され利用

できるものが多くある。列挙すると、鉄骨および鉄

筋コンクリートの断面計算。曲げ終局強度の計算、

各種断面性能の計算、各種荷重項の計算( 以上 E C

H O- A l )  

スラプ、 +i 吾、地下段、基礎、擁壁、の計算( 以上E

C H O- A 2 ) 、斜面の安定、地中応力、圧密沈下量

の計算( 以上 E C H O- A 3 )平面解折幾可計算 ( E

C H O ー C 1 ) 、土量計算 ( E C H O - C 2 ) 、があり

いづれも計算尺、ミココン巳ューターて' はできない

場合、あるいは図表も使えない場合に利用している e

ただこのシリーズの利用は会話形式になっていて親

切であるが、利用回数がかさなると、入力がわずら

わしくなる。

F R A P 、D Y N A

F R A P 、 D Y N A とも、高度の内容のものであり、

利用度も相当大きい。その利点は、プリチエ 1 ? の

機能があり、解析に入る前にデーター・エラ ーが発

見できる。 F R A P、 D Y N Aはともに一括処理用

に作られているが、プリチェックは、即時処理でも

できるようになっている. 入力昏式はフリー 7 才 7

ット形式でありインプットデーターが作成しやすい。

また形状に対応した入力方法がとれるようになって

いて、非常に{ 更利である。

フリーフオ 7 ット形式は、ヴランクのカラムが無視

できるので、パンチになれていないものにとっては

便利でカラムずれの心配がない。 7 スター 7 7 イル

レポート ・7 7 イノレを格納しておくと、データーの

で、ある筏度計f ) : してみないとわからないこともあ |  一部修正、データーの保存、アウト ・プット ・デー

るからである 。 I ? ーの保存が可能である。

精進計画にもどんどん計算機にのせればスピーデー |  プログラムは汎用性 に富み、容量も相当あるので実

になるのであるが、今の所、採算が合わない。これは |  際よ問題はな い。 F R A P の場合、対称条件が考慮

設計のシステムを変えないとできないことだ主思う。 I されて いればも っと便利であると思う 。

務形ラーメン ・フレームの一般的なものは、今では、 | デ ー タ 一 通信 へ の 期 待

(  1  ) に入れている 。構造積算は、データー畳が多< I  海外のデータ一通信はめざましく発展していると聞

なるので、計算センターに設置してあるプログラム I  < 、もし海外のように発展すれば建築関係におよぽす

を利用している 。 I 影響も大き〈、構造設計のシ久テムも大きく変化す

(  2  ) の場合はほとんど D E MO S のライブラリ・プ l  るものと，思う。今後の発展を大いに期待します。

ログラム ( F R A p . D Y N A ) を利用しており、今 I  ( にしだなおみつ 株式会社 平岡建築栴造研究所)
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@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 期 短 縮 を 要 す る す べ て の 建物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・倉 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 閉 め 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量化 を 要 す る 高 層 建 築 物 ・軟 弱 地 盤の 建物

5  鉄 骨 耐 火 構 造 の 建物

長ポレ11/ ' 77. 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 田r 2  - 6  (平 沼 ピ ル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立売 堀北 通 1 - 9 0 ( 第三富士ピノレ )

電 話 大 阪 (538 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

電 信 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  
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ロ写真と概裂をどしどしお送り〈ださい.

凡例 . a. 所在地 b 主II 築面積 c  延而村! d. 州i逃規悦 e

ト必

784. 長 崎 放 送 別 館 I 785. 

設計 鹿 島 建 設 K K

地工 。 鹿 島 建 設 K K

Ｈ 電［虫 Ｉ三 星電ｾＨ空間 Ｉ 九州輯聾 Ｈ 桔揖木 Ｉ 壇賞工章

a. 長 崎 市 上 町 1 - 3  5  

b .  968 m'  

c.  7，3 ω d  

d.  ( 苅服部 ) S R C+ S 泣、14F 、

Bl 、 P 2 (低1 M部)RC 造、 4F

e  昭和45年 5 月ーl昭如47年 3 月

( 株 ) 熊 谷 組 大 阪 支 庖 I 786 .  

設計 ・K K 熊 谷 組 大 阪 支 底

施工: K K 熊 谷 組 大 阪 支 庖

(電気) 中国電気 ( 空調 給排水) 須賀工章

a 大阪市都品区片町2丁目 10番5号

b .  633 m'  

c.  3，441 m'  

d.  R  C il't、 6 F 、B 1.  P  2  

e.  11目和46.ii' 6 月~昭和47年 3 月

一四向島L

-・・ ・・.・• • 
• • 

11 
• 

阿 波 銀 行 神 戸 支 底

設計 . 鹿 島 建 設 K K

施工 ・ 鹿 島 建 設 K K  

( 電気) 太陽工藤工事( 空調給排水) 三機工章

a  神戸市糞合区小野柄通 6 丁目

b  .  341. 627 m'  

c  .  1，454 . 876 m'  

4.  R C 造、 5 F

e  昭和46年 9月~昭和47年 3 月

787 .  宇 治 市 農 協 会 館 I 788.  京 都 銀 行 事 務 セ ン タ ー I 789 .  福 知 山 市 民 会 館

設計 。K K 翼 建 築 設 計 事 務 所

施工 フ ジ タ 工 業 K K

(電気)近畿電気( 空調 ・給俳水) 日本管工量

a. 宇 治 市 繊 島 町 大 町 1 3  

b .  502. 136 m'  

c  .  1，545. 512 m'  

d.  R Ci阜、 3 F 、 P 1  

e. 昭和46年11月 ~昭和47年 4 月

設計 : K K 日 建 設 計

脇工: K K 竹 中 工 務 庖

ｻ 竃ｾ Ｉ 近 世電 虫 Ｈ 空開 Ｉ 高砂県学 Ｈ 晴生 Ｉ 掴貫工量

a  京 都 府 南 区 上 鳥 羽 t苔/ 本町

b.  1，990 .42 m'  

c.  11 ，620. 43 m'  

d  .  R  C 造、 5 F 、 B 1  

e. 昭和何年 6 月~昭和47年 2 月

790 .  聖 母 学 院 幼 稚 園 I 791.  帝 塚 山 学 院 幼 稚 園 I 792  

設計 : K K 松 村 組 設 計 部

施工: K K 松 村 組

(電気) 鶴岡電気 ( 給排水 ・衛生) 須賀工輩

a. 京 都 市 伏 見 区 深 草 田 谷 町 l

b.  769. ω d  

c  .  1，476.58 m'  

d.  R C造、 2 F

e  昭和46年 9 月~昭和47年 3 月

設計 ・K K . A R  I 建 築 事 務 所

総工 . 鴻池 ・大鹿前回共同企蝶体

(電気) iII盤貴l気 (給排水衛生) 前田商全

a  大阪市住吉区帝塚山中 3 - 30 

b.  262 .2 m'  

c.  494. 4 m'  

d .  R  C造、 2 F 、 B 1  

e  昭和46年 LO月~昭和47年 4 月

設計 : 共同設計K K一級建築士事務所

施工 : K K 松 村 組

( 電気) i II 世電気 (給排水空調) 東洋熱工章

a. 縞 知 山 市 字 内 記 1 0 0 番地

b .  1，074 .39 m'  

c.  3，294. 04 m'  

d .  RC造一部5 、4 F一部 5F 、P 2

e.  昭和46年 6 月~日目和47年 3 月

奈良女子大学理学部家政学部校舎

設計 : 文 部 省

施工 : K K  浅 沼 組

(電気) 六起電気(水道給排水)斉藤省三商Ii i

a 家 良 市 北 魚 屋 町

b  .  3，128. 81 m'  

c.  13，307 m'  

d.  A練RC、2F D縦RC、5F

ｃＱ 車 ｒｃ 、 Ｔｆ その他 ｃｂ ｾ

e  昭和46年 2 月一昭和47年 3 月
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なめらかな肌ざわり、美しい 7 色のカラ

T OT Oのホーローパス lζ は、ピ J ク・ブルー ・グリー ン ・イエロー ・アイボリー ・ベージュ ・青磁の 7 色のカラーと白色があります。

T O T O錆録商一口- 1¥ヌ

FB 70 
￥48，000 

(排水金具付)

和洋折中形エ プ ロンはしパス

1，210X720X555 

容量 25011

専用フロフタ Y 9152 非10( #  20)  

￥2， 750 

乙のほかにも、たくさんのホーロー

パスがあります。右記までご請求下

さい。カタログを差し上げます。

U  

匝画面】

東 陶 機 器 株 式 会 社

本社

〒802 北九州市小倉区御崎町458

T E L  (093) - 9 3 - 5151  

大阪営業所

干530 大阪市北区曽根崎上2-31-6

(梅新第ー生命ビル東館)

， 
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手卒〕

前例左より

塩 脇 昭 司 ( 株式会社後寓組本宿怨築部長)

薬 袋 公 明 ( 徐式会社日建設計取締役大阪事務所副l所長)

落 合 享 平 ( 日生住宅株式会社第三事業部副部長 )

後例左よ り

豆 造 正 (的問建設工業F株式会社大阪支庖建築部工事長)

弁上 i晃( 株式会社大建設計理事技師長 )

岡 村 良 三 (戸 田主主般妹式会社大阪支庖挫築設計部長)

昭和47年 8 月 9 日明治生命館花外楼に て

私 達 の 学 生 時 代 は 、 戦 争 中 か ら lj 筑後の r昆苦しのなかに過ぎてい っ た 。 思 え ば 取 か え し の つ か な

い 稽 い 背 春 の 日 々 を 過 ご し た こ と に な る 、 し か し 、 そ の 動 乱 の な か で 学 生 で あ っ た こ と は 半

面 幸 運 で あ っ た よ う に 思 う 。 当 時 〈ア プ レ 〉 という 言 葉 が 流 行 し て い た 。 そ し て わ れ わ れ の

世 代 の 代 名 詞 と し て 使 わ れ て い た 。 い わ ゆ る 戦 後 派 の 世代 の な か に 私 達 は い た わ け で あ る 。

自 由 な 学 生 と い う 立 場 は 価 値 の 転 換 を 白 か ら の な か に 築 く こ と が 容 易 に 可 能 で あ ヲ た 。 其 の

ア プ レ ゲ - J レは、冷静に 価 値 の 転 換 を 考 え る こ と か ら 出 発 す る と 考 え て 行 動 し て い た 。 食 組

も 少 な く 空 腹 で は あ っ た が 、 若 々 し い 歌 声 だ け は 絶 え る こ と が な か っ た 。 建 築 界 も 復 興 に 向

か い 始 め た と き で 情 報 も 今 日 に 較 べ る と 零 に 等 し い 時 代 で あ っ た 。

あ の 頃 か ら 20年 以 上 の 歳 月 が 緩 い ス ピ ー ド で 私 達 ク ラ ス メ ー 卜の 上 を 走 ワ 去 っ て い っ た 。 不

思 議 な こ と に 、 大 阪 に は 常 に 人 が 入 れ 替 り 6 - 7 名 が 働 い て い る 。

卒 業 し て 22年 目 を 迎 え 、 今 関 西 で 元 気 で や っ て い る 者 は 6 人・・ 一 人 も 型 破 り の 者 は い な い 。

み な 建 築 に ぶ ら さ が っ て 生 き て い る 。 す で に 選 挙権 を も っ て い る 大 き な 息 子 の オ ヤ ヂ に な っ

て い る 者 、 に く ま れ 盛 り の 小 学 校 3 年 生 が 長 男 だ と 歎 〈 者 、 そ の 生 活 も 、 建 築 で の 分 野 も 途

う 。 ま た 常 日 頃 特 別 の 付 合 い も な い 6 人である。

この ク ラ ス メ ー ト が 過 日 食 事 を と も に し て 、 記 念 写 真 を 整 然 と 並 ん で 搬 さ れ た と き 、 く す ぐ

っ た い 気 持 に な っ た 。

こ の 人 生 の な か で ほ ん の 数 年 同 じ 学 舎 に い た に 過 ぎ な い 者 逮 の こ の 集 ま り は 、 私 に 忘 れ か け

て い た 人 生 の 徳 の 数 々 を あ ら た め て 思 い 出 さ せ て く れ た 。 こ の 何 と も く す ぐ っ た く 、 附 々 と

した気持になれる仲間違・・・ ・・・・ーこれがクラスメートというものなのかも知れない。

わ れ わ れ に と っ て 一 人 ひ と り が か け が え の な い 大 切 な f中 間 だ と 感 じ た の は 、 集 ま っ た 6 人と

も 同 じ 想 い で あ っ た に 巡 い な い。 ( 茶 袋 記 )
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防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，卜ヲイトコ〉タリート (ーび防水 fi!!. ffl )  

東 邦 パ ー ラ イ ト コ ン ク リ ー トP C - D工 法 採 用 の 京 都 工 芸 繊 維 大 学

( 設 計 教 育 施 設 研 究 所 、 施 工 K K大 林 組 )

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防水層の抑えに使用し仕上モルタ/ レの要らない金ゴテー

パ ツ 仕 上 工 法

・デ ッ キ プ レ ー ト の 経ilt 化 や 露 出 防 水 下 地 、 ま た は 貼物 下

地 に ナ ラ シモルタノレの袈らない金ゴテーパツ仕上工法

畳下 地の省 力化と 塩ビ系タイル下地の防湿、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

11[ 邦 パ ー ラ イ トモノレタ J レP Mー C ( 普通タタミ下地) 採用

の 住 友 電工酉 島社 宅 ( 股 計 施 工 K K竹 中 工 務1;5)

PM- C工法
- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 〈 安 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節約 がて' きる

・無 機 質 100% 絶対耐火それに多干し性材料のため級以 、 遮

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気泡 の 東 邦 パ ー ラ イトと 防 水 液 を使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル で あ る た め 、 出 気 を 全 く 透 さ な い

比 重 ・断熱 共 木材 並 1 3  

( 比重0 . 85kg/ t
、 熱 伝 導 率 O.14kca l / mhc)

た ーベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 の か ベ 、 天 井 の一ノパマ、ツソ重厚 I吹次付仕上工法

本材オ If千卜---目.叫E

化粧、吸音 、防湿 、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 按 吹

付 して剥離 の 心 配 が な い

・かべ面 は 金 ゴ テ 押 え すれば安定洛壁タイプの 表 面強 度 のあ

る ソ フ ト で デ ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オノマーノレスキ

ンの特徴)

・ー 工 程 で 仕上 るので工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 はボード類、鉄板類、石綿板、モルタノレなど何んで

もよい

.  ［ｴ ｾ ｾ ｴｩ 終色 ＲＰ 色と特別色もできる

ネ オ パ ー ル ス キ ン を ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 町 天 井

( 吹放し) 明( 金ゴテ引l' え仕上) 保用町西宮トラピスト修道院

( l 主計 村野> ! < 建築事務所、施工 K K竹 中工務防)

畿|
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能 勢 善

能 努 建 築 僧 遺 研 究 所 所 畏

大 久 保 昌

大 阪 大 学 工 学 部 環 境 工 学

楠 部 年

近 儀 地 盤 営線 部 監 督 室 室 長 情 佐

庭 屋 浩

大 林 総 本 庖 建 築 部長

7 月号より 12月号まで上t e4 氏て守旦当

口 職 業 放棄

私 の 甥 に K 大 卒 で S 商事 勤 務 の エ リ ー ト 社 員 が い る が， 30オ に 近 い の に ま だ 独 身 で¥ は た を や き も き さ せ

て い る 。 と こ ろ が ， こ の 頃 縁 談 が も ち 上 っ た ら し い 。 聞 く と こ ろ に よ る と ， 最 近 発 表 に な っ た 高 額 所 得 者

番 付 の 何 番 目 と か い う 土 地 持 ち の 養 子 の 口 だ そ う で あ る 。 彼 は 身 内 の ひ い き め を 差 号 |い て も ， 容 姿，頭 脳，

健 康 共 十 人 並 で， こ れ ま で に も ， 降 る 結 婚 話 に さ っ ぱ り 心 を 動 か さ な か っ た 。 そ れ が， 今 度 は ア メ リ カ で

2 年 位 自 由 に さ せ て 貰 う こ と を 条 件 に ， あ と は ど ん な 仕 事 で あ ろ う が， ど ん な 女 房 で あ ろ う が ， 辛 抱 し て

も い い と い う 。 食 乏 生 が 身 に 付 い た 私 の 女 房 な ん か は ， ひ や か し 半 分 に ， け し か け る よ う な こ と を い っ た

り す る 。 ー ー と こ ろ が， 今 度 私 の 事 務 所 に 同 じ よ う な こ と が 起 こ っ た 。 普 通 高校 卒 で は あ る が， 10年 間 事

務 所 に 勤 め て ， 建 築 士 の 資 格 も と り ， 一 人 前 の 技 術 者 と し て ， や っ と ど こへ 出 て も 恥 ず か し く な い 男 に な

った O 君 が 退 職 を 申 し 出 た 。 聞 い て み る と 東 北 の ソ パ 製 造 を し て い る とこ ろ へ 養 子 に い く と い う の だ。 い

ろ い ろ な 個 人 的 な 事 情 は あ る だ ろ う が ， 甥 に し ろ o 君 に し ろ 企 業 経 営 的 発想、の下では理解しょうもない

も の が あ る こ と は 確 か だ が ， 職 業 に 対 す る 情 熱 を 持 た し 得 な か っ た こ と に ， 自賛の念しきりである。 ( N )

• • 
口ものの機 能

も の の 機 能 は そ の 性 能 だ け で 評 価 さ れ て は い け な い 。 人 聞 が 直 接 使 う も の は 特に そ う で あ る 。 まず ， その

も の の 戸 斤 在 が 明 ら か で な い と い け な い 。 使 お う と し て も 、 ど こ に あ る の や ら わ か ら ぬ ようではものの千支に

立 た ぬ 。 も の の 機 能 の 第 1 条 件 は そ の 在 存 顕 示 性 で あ る 。 第 2 は， そ の も の が ， 使 い た い 時 に 使 え る 状 態

に あ る こ と で あ る 。 い ざ と い う 時 に ， 使 い も の に な ら な い よ う で は な ん に も な ら ない。 施 錠 さ れ た 部 屋 の

中 に お か れ て い た り ， 手 の と ど か ぬ と こ ろ に お か れ て い た の で は 話 し に な ら ぬ 。 こ れ を 機 能 発 現 性 と い う 。

第 3 は ， あ ら た め て い う ま で も な し そ の も の の 性 能 が よ い こ と で あ る 。 こ れ を 機 能 効 率 性 と い う 。 この

ように ， ものの機能は，主体の側が「使おう」と意図した時 r使える」状 態 に な り r使 え ば 」 役 に 立 つ も の

で な け れ ば な ら な い 。 わ れ わ れ の 都 市 空 間 の 中 に は ， 第 1 ， 第 2 の 条 件 が 欠 落 し ， 第 3 だ け の 機 能 が ， そ

れ こ そ 役 立 た ず の 機 能 が ど れ ほ ど 充 満 し て い る こ と か 。 大 災 害 の何 割 か は こ の こ と に よ る の で あ る 。 ( 0 )  

ロラッシュアワー

毎 日 の 通 勤 時 に あ う 顔 ぶ れ は 大 体 決 っ て い る よ う だ 。 同 じ 時 刻 に 家 を 出 て ， 車 柄 も 大 体 同 じ 場 所 に 位 置 を

占 め る 。 そ こ は 安 全 地 帯 で あ り ， 気持が安らく・のである。たまに発車問 際 に 飛 ぴ 乗 っ て も ， 人 混 み を か き

分 け な が ら 自 分 の 位 置 に た ど り つ く 。 群 衆 の 中 の 自 分 の 位 置 を か た く な に 守 っ ている 。 年 援 者 も 若 い 顔 も

み ら れ る と こ ろ を み る と ， 通 勤 に 関 し て は み ん な ま こ と に 保 守 的 な わ け だ 。

駅 か ら 地 下 道 へ と 続 く こ の 人 波， 外人 が 驚 き よ り も ， 恐 しさを感ずる とい う が， G N P を 押 上 げ た エ ネ ル ギ

ー で あ る 。 こ の 群 衆 は 割 合 訓 練 さ れ た 集 り で は あ る が， 情 性 で 定 っ た 道 を 往 き 来 し て い る だ け で 方 向 感 覚

は 乏 し い か も 知 れ な い 。 ー た び 事故 で 流 れ が 止 れ ば， 蟻 の列 を は い た よ う な 混乱 に な る の は 明 ら か で あ る。

地 ょ の モ ー タ ー リ ゼ ー シ ョ ン に 押 さ れ て ， 急 に 発 達 し た 大 都市 の地 下 街 も ， そ の 防 災 設 備 は ま だ ま だ 不 十

分 の よ う だ 。 特 に 大 阪 駅 周 辺 は ， 新 旧 が 入 り 混 り 復 雑 な 状 態 で あ り ， 防 災 設 備 も 多 く の 費 用 が い り そ う だ。

い つ も 通 い な れ た 道 と は し 、 え ， 自 分 の 通 る と こ ろ 以外 は 案 外 う と い の で は な い だ ろ う か。

雨 降 り の 地 下 道 ， た し か に 有 難 い 時 も あ る が， 時 に は 少 し 阜 〈 家 を 出 て あ ち こ ち の 出 口 を 通 り 地 上 に 出 て

み て は ど う だ ろ う 。 「 ほ う ， こ ん な 所 に 出 る の か 」 数 少 な い 緑 で は あ る が， 街 路 樹 が 雨 に 洗 わ れ て 意 外 に 新

鮮に見えるだろう。 ( K )

口情報整理とそのサービス

現 代 は 情 報 化 時 代 と い わ れ る よ う に ， わ れ わ れ の 周 囲 に も 極 め て 種 々 雑 多 な 情 報 が 入 り ， ま た そ の 整 理 活

用 に つ い て も 各 種 の シ ス テ ム が 開 発 き れ て い る 。 し か し な が ら 実 際 の わ れ わ れ の 日 常 業 務 で こ れ ら が 有 効

適 切 に 実 施 さ れ 十 分 な る 活 用 が 行 な わ れ て い る の で あ ろ う か 。

今 こ こ で 建 築 の 設 計 と 施 工 の 分 野 だ け を 取 上 げ て み て も ， 新 製 品 新 技 術 の 開 発， 発 表， あ る い は 各 種 試 験

研 究 結 果 の デ ー タ ー な ど，新 し い 情 報 が 次 々 に 入 り そ の 有 効 活用 は 極 め て 有 益 な の で あ る が ， 実 際 に あ る

製 品， あ る 技 術 ま た は デ ー タ ー を 求 め た い 時 に そ の 情 報 を 迅 速 か っ 容 易 に求 め ら れ る か と い う と 必 ず し も

そ う で は な い 。 僅 か に 頭 の す み に 残 る 記 憶 を も と に ， あ れ こ れ 古 い も の を 引 っ か き 廻 し た り ， あ る い は ま

た い ろ い ろ 方 々 に 問 合 せ を し て や っ と そ の 情 報 を 再 ひ ' 手 に 入 れ る こ と が 多 い。

個 人 に 入 る 情 報 の 立 は 全 体 の 量 に 上 七 べ 逢 か に 少 な い も の で あ る と 共 に そ の 判 断 務 理 能 力 に も 限 度 が あ る 。

ま た 一 企 業 で も や は り お の ず か ら 限 界 が あ る の で な か ろ う か 。 一部 建 材 関 係 の 協 会 な ど で は そ の 所 属 会 員

の 製 品 に 対 す る 閉 会 せ な ど に 応 じ サ ー ビ ス と し て そ の 資 料 の 提 供 な ど を 実施 し て い る 所 も あ る が， さらに

広 い 範 囲 に わ た っ て 建 築 界 全 般 の 技 術 の 進 歩 発 展 に 役 立 つ よ う な 情報 セ ン タ ー の ご と き も の が で き な い も

のであろうか。 ( N )

31 



建築用仕上げ材料

事晶子司イ1L

multitil 巴
つやのある表面と深い立体が生みだすゴージャスなふんい気

高級意匠壁を演出するシームレスタイルてす

< 牧場 ・高原・山脈 ・富士> 四種のデザインを用意しました。

命、開宙ペイント



都 市 住 環 境 へ の 市 ー チ 9
表紙デザイン : 表紙デザイン小委員会 φ 島村 昇

|The ａｲ｣ｨｾｴ･｣ｴｵｲ｡ｬａｳｳｯ｣ｩ｡ｴｩｯｮ＠ of  J 抑 nI

告 講演会「建築技術者のために」一千日デパートビル火災に学ぶ。大阪で施工中の超高層ビル見学会

シリーズ( 第 5 回) 一第 2 回 ・大阪大林ビJ レ新築工事の見学会。京都ロイヤ J レホテノレ新築工事の見

学会。大阪で施工中の超高層ビ J レ見学会シリーズ( 第 6 回) 一第 2 回 ・大阪国際ピ J レディング新築

工事の見学会。副会長松村雄吉氏逝去。昭和47年度茶室見学会( 第 l 回) 怒光院の茶室見学の会。

建築クラブの設立。会員の受賞。和歌山 ・東海各支部の役員選任。泉北ニュータウン光明池ハウジ

ング ・プロジェクト共同住宅設計競技募集0 ・・ ・ … - … … ... .... . .... .... . ... .. . .... .. .… - … 15 

法 令 コ ー ナ ー 60. 予備電源… …・・・…… .. .・ H ・.. …………………・・………・・. . … ・・…・ -一・ ・・清原 省三… 19

読 者 の 頁 「第32回日本文化をたずねて」に参加して( 鈴木忠五郎) 。堺市立工高生読後感 4 題一… 21

j包高層ビノレ ・建築入門 ・都 市 ・日本美の再発見一

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス 大阪府建築士会創立20周年記念事業終る。建設省建築研究所の秋季講演会。日本万国博

覧会公式記録。中之島をまもるために。第 9 回よろず相談住宅展。本会の展示窓紹介。 … 23

デ ー タ 通 信 と 建 築 9. i DE MO S を利用して」… … … … … … ・・… … … 一一- 一… … ー・… -・・ ・…・・西田 尚晃… 25

ス ケ ッ チ ブ ッ ク 最近竣工した新建築 ( No. 784- 792) ・・・・・・・・ー ・… 一. . . ・… ・・ ……・・ .27

ク ラ ス メ ー ト 86. 早 稲 田 大 学 昭 和26年卒… … … … ………. . . ・ H ・. . ……………・・・・ ・・… … … … … … … … .. 29

( 薬袋公明，井上視，岡村良三 ，落合享平，玉造正，塩l協昭司〉

建 築 の 眼 職 業 放 棄 ( 能 勢 善 樹 ) も の の 機 能 ( 大 久 保 昌 一 〉 ・ … … ・ … … 31

ラッシュアワ ー ( 楠部年彦〉 情報整理とそのサービス( 庭屋浩二〉

海 外 写 真 アラブの建築と生活 2 エ ジ プ 卜 の 民 家 … ・ … … … … ・……・ ・写真と文 ・大蔵 勝… 35

作 品 作 風 新鹿児島空港ターミナ J レビル… - ・設計 : K K安 井 建 築 設 計 事 務 所 施 工 : 大 成 鎗 設 K K… 36

新 熊 本 空 港 タ ー ミ ナ J レビ J レ・・・・設計 : K K安井建築設計事務所 施工. 住友建設 K K… 39

新 大 分 空 港 タ ー ミ ナ j レビ J レ… … 設 計 : K K 梓 建 築 ぶ 務 所 施 工 : KK 後 藤 組 … 41

特集 二 都市住遺境へのア プローチ

凶住環境とは{ ロj か・・・………・・…・・・・・………・・……・・………………一 ・・…・・・………… )11上 秀光 ・44

凶住環境の制高と問題点. . . . . . . . . . . …. • • • • • • • • . 一- …. . . . … …  ...・ H ・・・・ ・・・ … - 居住地整備研究会・ 47

I . ; 氏自 rl J' t長ケ丘 2. 盤中市長興寺南 3. 富山林 rlJ 御坊凶T 伊民主 消久 ・何回浩吉 ・出中康メ- :

4. 堺 rlJ 南 庄 町 5.門 真 石 原 田J 6. 東住吉区ULi 2L，f.: IHJ CIJ 野 良 ・市山裕紀 ・松原徹縫

7. 東大阪市大主I i 8. 守口 i li八雲凶町 9.生野区紫大地町 三谷真嘉子 ・吉必逸郎

回望ましい住環境をつくるために

居住地水準と改善計画一一スローガ、ンから科学的政策へ… … ……・・・………・ ・・……………・・三村

「住民参加論」の諸相 … … … … ・・・… … … … … … … … … … … … … … … … … ・・・… … … … … … … 広原

行財政制度のあり方… … … … … … … … … ・ … ・・ー・・・ …………・ ・・…・ 田・・ ・・ … … … … ・・・ ………・ー … 池上

. 6.  

=  

q

d
可

4

9

“

戸

句

リ

F

句

リ

p

h

v

史

明

惇

浩

盛

技 術 の 頁 120. 施工部門 コンクリートポンプの打設計画… … … … … … … … ……. . . ・ H ・- …・一三 浦 康 夫… 64

日本建築総合試験所だより1 . あいさつ ・ニュース ・試験装置紹介その 1 ( 1000 t 大型構造物圧縮曲げ試験機) ・ ・.66

月 報 日本建築協会月間の動き( 昭和47年 6月 分 ・7 月分〉… … … … … … … … … … … … 一… … … 67

都市の開発的保存 9. WES T  -BERLI N- 戦災都市における保存問題 … ・・ ・… … 一… … . ... . . …… C.Gr uneberg ...  

& 安 畠寿 71

光

日

目

郎

会

幻

8

花

栄

社

回

開

l

共

初

お

三

也

一

一

M

鈎

町

9

料

邑

3

3

山

O

送

昭

周

一

日

定

制

服

↓

阪

文

堂

↓

・

-

大

区

山

山

胴

年

年

本

区

幻

3

井

7

7

中

3

東

E

座

野

研

北

E

U

4

4

E

市

d

口

市

d

和

和

υ
阪

」

ノ

替

M

W

阪

ィ

ノ

郎

総

昭

昭

領

内

川

大

電

振

網

川

日

大

電

l

人

制

行

人

所

者

所

価

集

行

行

別

刷

綱

印

発

発

発

印

印

売

て

'

り

み

側

あ

を

政

の

会

審

行

策

員

災

'

対

委

の

側

害

育

ト

民

災

教

-

市

市

会

パ

'

都

協

デ

側

ι
築

備

日

ル

建

股

千

ピ

画

本

火

1

(

計

日

防

ト

災

…

・

論

一

防

…

鍵

害

ケ

市

め

避

災

ン

匿

と

の

市

ア

大

ま

築

都

・

1

の

強

者

ム

眉

術

告

災

ウ

高

技

て

報

防

ジ

超

年

つ

査

市

ポ

育

災

た

調

都

ン

門

国

防

あ

の

と

シ

部

W

市

に

災

発

題

備

第

都

築

火

開

問

股

・

9

特

ト

再

審

告

告

V

-

4

災

訓

予

予

防

パ

)

市

1

集

銀

慨

デ

側

都

頁

特

特

駒

田

家

1

の

号

号

可

干

築

術

月

次

L

一

建

方

技

日

4

司

4

『

男

世

純

雄

男

続

り

雄

佑

二

夫

一

照

俊

徹

差

登

よ

一

真

哲

純

麻

員

木

雌

本

尾

原

谷

野

委

樋

田

村

品

々

加

鈴

俗

松

中

上

業

大

海

図

三

位

事

勝

次

按

二

昭

也

ニ

英

満

晃

平

明

利

恵

和

助

邦

一

屯

紛

光

清

自

国

盛

田

埜

永

野

綾

羽

誠

林

伯

閏

山

淵

大

池

草

稿

安

矢

宮

口

江

小

佐

村

竹

増

志

作

基

夫

也

明

男

瀧

勝

久

郎

介

員

丑

正

祥

信

信

お

宮

ニ

之

会

委

淳

員

辺

集

団

下

嶋

方

本

輸

雄

日

山

谷

委

渡

編

安

田

竹

片

森

三

加

岩

中

永

谷

集
四

割

:

i

i

?

il

e

a

o

f

-

-

:

i

度

長

一

造

ニ

彦

成

仰

郎

式

哉

混

郎

年

員

邦

事

智

周

康

勝

三

尚

久

四

円

W

委

理

清

和

集

谷

集

垣

井

元

関

西

内

ロ

下

上

亀

昭

編

彦

編

北

白

今

山

小

掴

谷

岩

井

尾

33 



K E NT I K U T O  S Y A K昼E Cover  des i gn :N. Si ma mura 

( Archi l ecl ure a n d  Soci el y)  

A  J our nal  of  " T he  Archi l ecl ural  Associ al i on of  J apan
n  

No.  9  9 0 1  5 3， Sepl ember  19宮2

Edi t or : Aki mi t u Mat ui  

P ubl i sher :  Teisa伽 ro Hukunaka 

Publ i shed by  

T he  Archi t ect ural  Associ at i on of J apan.  

37， 3・tyom・， ki tahama， Hi gasi -ku， O. aka， J apan. 

Pr i ce :singl e  cat y t rice ￥ 4 0 0  

CONT E NT S  

Col umn for L a ws  &  Or di nances  about  A rchi t ec ture. . .... .. .. .. .. ... ...... ・・ by S .f { i yoha1' a.. ................ .. ............ .. .. 19 

Col  u mn  for Readers .... .. ........... .. .. .. .. ...... ......... .... .... .. ... ........ ...... .. .............. ・ ・ ・ ・ ・ 一・ ・ … .. .. .21

Ne ws  for  Archi t ecture and Soc iet y .... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・・ ・・・- ・ 23 

Dat a  Commu nicati on  and A rchi tect ure ・ ・ ・ ・ ・ by N. N.山 da ・ ・ 25

Col umn of Ne w Bui l di ngs ・ ・ ・ ・・・・・・. . . . .... ......... ... .. ... .. ・ - ・-・・ ・ ・ー・…・… ・ ・ ・ ・…・ 27 

Cl ass-mat es ・・・ ・・・ ・・・・・・・ ・・- ・・ ・・・ ・ ・ ・ ・・ ............. ...一.. .... .. ......... .... .. .一……….一…….一….一........一….一. ....一.. 29

Essayes(  " Ke叩n

T .f {usub切e &  f { ‘ Ni 加 品y 也

Phot ograph :Archi  tecture and Li f e in A rab 2 ・ ・ ・ ・・ .，.. .. .. .. ... . …・ by M . Okul ' a .. .. . . . . . . . . …ー・…・・…一… 35

WORKS OF  NE W ARCHI TECTURE ASSESSED 

Ne w K agoshi ma  Ai rport Ter mi nal  Bui l di ng................ ........... .. ......... .. .. .. .......... .. ................D凶 gn: Yasui  Ar chitecls' office ...... 36 

Construct i on :  Tai sei  Constructi on 

Co.. L TD .  

Ne w K u ma moto Ai r port Ter mi nal  Bui lding ..... ....... .. .... .. ............ .. ............... .. .......... .. ......... Desi gn:  Yasui  ｾｲ｣ ｨｩ 附ば ｯｦｦｩ｣･ ...... 39 

Const ruc ti on:  Sumi tomo  Constructi on 

Co. .  L T D.  

Ne w Oi ta Ai rport Ter mi nal  Bui l di ng ........ .. .... .. .. .. .... .. . . . ・ .... .. .... .. ...... .. .... . Desig n:Azusa Ar.巾 t ω ural office...... 41 

Cons-t ructi on: Got o Gumi  Co.， L T D  

SPECI AL FEATURES ON APPROAC H T O URBAN  ENVI RONMENT 

田 What is  L ivi ng  Env ir onmenげ ・ H . /( awakα川 i ....... .. .......... ....... .......... 44 

凶 Pr oble ms and A pprai sal  of Li vi ng Envi r onmel1 l............................................................ Y. 7anaka &  Associ at es  ・・ ・・ 47 

回 T o Bui ld  up Desi rabl e Li vi ng Envi r onment  

.匂句5εJ 山 i ?r冗?t; 巴; 民; l  Iマ忠?z;f?引1 a一叩?円d Bet t円?円…円?円…円…te竺…りE竺一……1片…!一一n閃 e叩 f貯円円!円円an 0りf仔.子ヤR eヤ巴一一sidヤ巴山 al  A竺仔円吋一…一?一一a.ι 三でて士:てゴ- SIミ?刊1ヤog…?竺h 1?? H  AM4t F川川州州…n削刷t幻叫/(

. Var i ou凶s Phase of "011 Dwel l ers Pa山 ci pat iol1" ・ i¥tl .H i rohara ........ .................. ............. 57 

・What A d minist 凶 ion and  Fi nancial  Sys t em Shoul d  be..... .............. .. ..... ........ .. ........ .. .I l kegami  ・・・ ・ 62

COL UMN OF  ENGI NEERI NG 

120.  Pl acement  P  lan  of  Concret e P u mp  ・ ・ ・ Y. Miω. . . . . ... ... .... .... ...... .. ... .. ... ... ..... 6 4

Col umn of  General  Bui l di ng  Re臼 rch Corporat ion 1 ・ ・ ・ ・ 66

BULLETI N.... .. .. ... .. .  一一 ・・・・・・・… ・ー・・・ー・…・…・・・… ー・ ・・・ … 一- …- … … … .. .... ... .... .. . … … … … … … … … - …… …… 15，67

CONSERVA TI ON OF  HI STORI CAL ENVI RONMENT 

I N DEVELOPPI NG URBAN SPAじE 9  - WE ST - BERLI N … ........................by C. Gruneberg &  M. Ann … … … … ・71

日本建築協会図書案内側川

お申 し込事は日本建察協会へ。. 5 4 1 大阪市東区北浜 3 - 37  T E  L  06- 231一9648 ・9“9 ・9640 ・5936

既刊

- t rgp 建 築 の 知 識

・B 5 事U 9  P 活字一段績組4∞頁 ( 折込図面50彼〉

. 定価 2. 3∞ 同 会員特価 2. (岡崎円 送 料 おO円

. 発事IJ <<年 9 月

・鉄骨のデザイン・実例と考え方

・B 5 判 8 P 活字一段横組 4∞頁( 設計図面 88枚)

. 定価 2. 5∞ 円 会 員 特 価 2. 200円 送料 250円

. 発事IJ 45年 2 月

34 

- 建 築 の 風 力 係 数

執 筆 者 工 学 博士 石崎市E雄 ( 京都大学教侵)

聞A 5 "'J 9  P 活字一段蹟組 100頁

. 定価 350同 会員特価 3∞円 送料 85円

・発明IJ 42年 10月

近刊

・ 建 物 お よ び 設 備 の 保 全

. 編 集 清 水 海 栄 次

級新刊

・ 建 築 基 礎 工 法 と 実 例

・B 5 判 (182x  2 5 7 mm)  9 ポイン ト活字一段横組 約550貰.

本文 特別上質経， 表紙 特クロー ス上製. 特製函入

・定価 4. 似l O円 会員特価 3. 航lO円 送料 おO円

. 発刊 昭和47年 2 月末

. 編集 妥員長山肩 邦男 ，幹事宮川 達郎 ・ 山口 安 男 Ｎｾｉｴ 見市聴

• 3 月号 IC記載の定価を上記の通り訂正いたします.







+ 平手不





ヲー J レビ J レ
旬、
、新 熊 本 空 港 タ ー

K K安 井 建 築 設 計 事 務 所

住 友 建 設 K K ( 建 築 工 事 )

三 機 工 業 K K  ( 給 排 水 及 冷 暖房 設備 )

大 阪 電 気 暖 房 K K ( 電 気 設備 )

・- 一一下- - 、、

設 計 監 理

施 工

4  

- f 酔 即 時

， i' - l - ; l ' J I . ヒ飾

2 ヲ 4・: " t -

， q..，r. ‘  

.  .  ，-ピ a

.  "・ 4 ・
‘ 7 0 ' 、.・

;; ... 

・向 .，‘

・・. ，岡

崎ー. -，-" 





新 大 分 空 港 タ ー ミ ナ ル ビ ル

設 計 監 理 K K梓 建 築 事 務 所

施 工 K K後 藤 組( 建 築 工 事 )

日 本 電 設 工 業 K K  ( 電気設備)

K K三 億 工 業 ( 冷 暖 房 ・衛 生 設 備 )

」 い Ｍ 民ｾ Ｂ 倉空港 ，
11" 

"  

2・定R 2，0附 a X 4S ‘  





特集・都市住環境へのアブローチ

田 住 環 境 と は 何 か / 川 上 秀 光

図 住環境の評価 と問題点/ 居住地整備研究会

図 望ましい住環境をつくるために

・居住地水準と改善計画一スロ ーガンから科学的政策へ/ 三村浩史

・ 「住民参加論J の諸相 / 広原盛明

・行財政制度のあり方/ 池上惇

、 建設と社会/ 1972年 9 月号 43 



住 環 境 と は 何 か

川 上 秀 光

1. 関ーの批判と提案

居住環境が問題とされる乙とは都市化が急激κ進みつつあるなかで，

地域開発や都市計画が果してきた役割に疑問が深刻にいだかれて，それ

らの目標，姿勢，内容が聞い直されつつ，欠落している「何か」が求め

られる乙 とにほかな らない。

歴史は繰返すのである。明治末から大正| 時代にかけての，いわゆる第

1期都市化時代lζ 東京市区改正条例の準用の検討をへて旧都市計画法が

制定された。乙 の法律が制定されて約10年を経過した頃に関ーが「都市

計画論」はじめ幾多の論説においてのべている 。

「現在の都市計画の理想は街路本位の美観主義，集権主義のパリ流か

ら住宅本位の実用主義，分散主義の英国流に移り行った乙とである。」

「我固に於ては従来市区改正とか都市計画 と言へば街路の新設拡築，

軌道の敷設，運河の閉さく等を指すものと解せられ，仏国流の旧式の思

想に累せ られて居っ た嫌がある。従って用途地域の規定があり ，建築物

法が備って居ても余りに重きを置かれない有機である。都市計画と都市

構築( 築造) とは別物である。此両者を混同する為に都市計画を公の施

設とのみ解する誤謬を惹起し易い。」

「元来『都市は畢克街路，依て連絡せ られた建築物の集団』と見て差

支ない。市民の活動し住居すべき建築物が主であって，之を連絡する道

路は従である。」

r. …・故に都市計画は各部分! c 綜合的の計画を立て其用途に応じた計

画を定めて将来! c 備ふべきであって，街路や広場，公園と一つ宛決定す

べきものではない。……」

引用がやや長くなって恐縮であるが，要するに関ーは ， r道路，河川

ハ本ナリ，水道，家屋下水ノ、末ナリ ，故ニ先ツ其根本タJ レ道路， 橋梁，

河川ノ設計ヲ定ム J レl時ノ、，他ハ自然容易ニ定ム J レコト得へキ者トス」

( 市区改正之畿ニ付上申，意見書，東京府知事，芳川顕正明治17年〉という ，市区改正

以来のわが国都市計画の伝統的イデオロギーとそれにもとづく行政体系

を批判し ，私有空間，施設も含めた地区の総合計画の必要性を主張した

のであった。

彼が，乙のような主張をした背景には第 l 期都市化時代のとくに大都

市における郊外地の伸展状況があった。

2. 都市計画と居住環境

冒頭にもどる。地域開発と都市計画に疑問をいだく立場と欠落してい

る「何か」を求めようとする姿勢によって， その居住環境 にかかわる

「何か」は，異なってくるのは当然である。すなわち ，資本主義の論理に

よる民間資本の都市整備策，現制度，手法の部分的な強化 ・補充であっ

たり ，あるべき市街地，居住地のイメージ ・施設 ・空間水準だったり ，

あるいは地域社会の歪を漸進的に改善したり予防する手法 ・規制策であ

ったりする 。したがって「居住環境とは何かJ ，r乙れを論 じ，計画し，

その保全を制度しようとする場合に具体的にとり あげる対象群はどのよ

うなものか」という問いに対して明快に答える乙とは不可能に近い。

しかし都市計画の立場からいささか接近を試み る。

国土から市町村lζ 至る行政体が国土計画から，いわゆる近隣単位とよ

ばれる地区計画にわたる各レベルの地域政策，都市計画を白から策定す

るかあるいは重要な責任をもっている。より広い地域空間を対象とする

方が上位計画とよばれ都市間幹線交通網，港湾，71 < などのインフラスト

44 n役と社会/ 1972年 9月号

ラクチャ ーを組みたてる「物的論理」と国一→都道府県ー→市町村とい

う行政権力の構造に依拠して下位計画とよばれる一群の計画の内容，事

業化とその策定主体! L 種々の制約を課してきたのである。

とのような計画行政の体系は全国総合開発計画においでほぼ確立 し以

後10年を経過した。 したがって上位計画が下位計画に対して果 してきた

役割と効果を評価しうる実績，経過はようやくと とのっ た。国土計画か ら

都市計画に至る計画行政はいずれも ，その成果，役割の最終的な評価は ，

それぞれを対象とする地域社会の末端であるーあるいは最小構成単位と

いった方がよいかも知れないー各地区の環境がどのような状態になった

かという乙とによって直接的に関われる。いいかえれば上位計画の評価

はそれが提案した広域土地利用計画やインフラスト ラクチャ ーのシステ

ムが，対象とした地域社会の末端である地区環境の保全，上昇あるいは

悪化の条件として，いかに機能 したかによって関われるべきであ ろう 。

乙の乙とによ って上位計画と下位計画の関係も具体的に再考されよ う。

乙のように考えてくると，居住環境とは何かという聞いに対してやや

濃縮 したイメ ージをもって答える乙とができる。すなわち，

① 日常生活環境単位ともよんでよい，比較的狭い地域社会を対象とす

る。

②市街地面積の数10%以上をしめる住宅地( いわゆる混合地域を含む〉

の居住施設，空間の質と住民の生活の関係をとりあげる。

乙のように考える と居住環境として追究するべき課題の領域は， 関ーが

40年前に都市計画法の適用過程において指摘した問題と批判のそれと一

致しているのを見出すのである。

乙のような観点から，現行の都市計画が制度として保障するべき居住

環境条件，いわば都市計画の射程距離とその限界はどの範囲か，につい

て若干の考察を試みる。検討不十分のため列挙するに留まる。

① 災 害，環境悪化の危険度や高い箇所の宅地化防止。

乙れは低湿地，がけく ずれ危険区域等を市街化区域に入れないとと で防

止しえたはずである。

②公害被害発生の危険度が高い箇所の往宅建設防止。

住宅がはりっきそうな幹線道路沿道や，鉄道沿線，臨港地区の隣接後背

地の新開発地に準工業地域などを指定しない。乙れによって自 動車公害

はかなりさけられるはずである。

③ 古典的な工場公害の防止。

騒音，振動，臭気など影響範閣の狭い，いわば古典的工場公害に対して

は第 2 種特別工業地区の指定で防御は可能であるが，大気汚染，水質汚

染など広域公害であり，しかも光化学スモッグのようにエネルギー消費

の過集中に起因すると考えられる環境悪化 IC対して第 l 種特別工業地区

の指定もほとんど意味をなさない。

@ 下水道の整備。

都市計画本来の事業であるが，従来きわめておくれていたと と，今後は

地形的! c 事業化が困難で高い コスト を要する範囲ま で市街化区域をひろ

げて しまっ たととがあって，都市計画として十分な責任がとれる見込み

はない。

⑤ 都市計画公園の確保。

下水と全く同じ事情lとあったが下水と異なり，一度潰廃した自然や文化

財の復旧は困難である。河岸緑地の保存，市街地のど ζ からでも緑が望

める よう市街地周辺斜面，スカイラインの保存は公共団体が用地を取得

するのがもっ とも確実な方法であり ，高密度の市街地環境を守る基本拘

前提であるが，乙れに対して十分な責任をとれる体制にない。



@  交通幹線の沿道地区の環境について。

道路，鉄道ともに交通公害，災害の被害が大きくなっている 。乙れに対

しては地域制の改正lζ 際して用途，形態の規制を含む交通幹線沿道地域

をとくにバイパスなど高規格，広幅員の道路について設けるべきであっ

た。一方，乙のような幹線は道路敷，線路敷を含めた幅 l∞- 2'∞M の沿

道 ，沿線の断面構成について高密度時代にふさわしい工夫を乙らすべき

であったが全く手っかずであった。住民パワ ーによってかろうじて交通

幹線による環境悪化の進行は鈍化している。

① 地域制と土地利用計画。

いわゆる線びきで市街化の面積，形態をおさえ，地域制によって土地，

建物利用と密度を規制して都市全体のマク ロ的な環境条件を保障しよう

としたが，線びき面積は過大であり ，地域制による容積規制は各地区の

公共，公益施設のストック 量あるいは計画目標量とバ ランス がとれな

い。 q 霊住専以外は容積限界が高すぎる。今後，既成市街地とその隣接

地では永く施設，オ ープン ・スペ ースの不足 IL: 悩むだろう 。

③市街地盤術事業。

都市計画法でうたう地区プロジェクトであるが，再開発 ，区画整理，団

地開発など制度的に保障のあるプロジェクトでカパーできるのは市街地

面積，市街化区域面積の何気6であろうか。

ざっとみたと乙ろ ，上位計画としての都市計画が居住環境保全，回復

のためにで・きる限界は乙のよ うなと乙ろである。乙 ζ から先は公共団

体 ，住民，民間企業でそれぞれ工夫を乙らさない限札展望はひらけな

いと考えざるをえない。

3. よ い 町 と 悪 い 町

わが国諸都市の居住環境が混乱し，いわゆるブライテッドエリアが市

街地のほとんと‘ 全威にわたって拡がってしまった原因とメカニズムはよ

くわからない。説明がなされて乙なかったわけではない。都市の生活環

境を支える社会資本が明治以来の政治体質によって決定的に不足してい

る。経済の高度成長によって人口と産業の急激な都市集中と資本の論理

による都市形成が歪をもた らした。根本的な土地政策がない。地方自治

体 ，とくに市町村の行財政力が弱い。都市計画の行政がなっておらず市

街化の制御が不十分である 。-

読者は，自分がもっとも重要な関心をおいている都市を固有名詞をつ

けて想定 していただきたい。繰返し主張される都市問題論や政策批判だ

けでは ，われわれの眼にふれる市街地の潔境悪化の原因とメカニス・ムを

具体的に説明できるだろうか。また ，そ乙から何をどうすればよい ，ど

うするべきかという答が引きだされるだろうか。

乙ζ で率直に認めるべき乙とは，都市計画の分野において ，と くにわ

が国では計函 ・設計lζ 関する調査研究は数多くなされてきたが，現在提

出されている諜題に答えるのに必要な基本的研究，洞察の訓練が欠けて

いたととである。今それらのすべてをあげ，それぞれが，乙の基本的課

題とつながっている論理をのベる能力はないが，いくつかの間題点をあ

げてみると ，

① よい都市，よい市街地とは，どのような状況を意味するか。いかな

る条件の組合せで，そのようになったのか。

@  悪い都市，悪い町とは，どのような状況を意味するのか。なぜこう

なったのか。いかなる条件の組合せでそのようになったのか。

@  都市計画は，どのような役割を果してきたのか。都市計画の役割，

機能に対して改善の方向 ，途はあるか。

以上の 3 点である。要するに都市計画の調査，研究は ，計画立案の方

法と計画提案審の内容 ，構成のより合理的な体系をつくる乙とに関心を

うばわれ，都市そのもの，都市を構成する市街地そのものの状態 ，変化

のメカニズムに対する調査 ・研究と ，都市，市街地の状態に対して都市

計画がもちうる関係について関心を払っていなかったと考える。

各階層の人間集団が経済的，社会的 ，文化的な諸活動を営むには土地

の形質を変え，利用状態を変える ，つまり ，人間集団の社会的行為は空

間利用の変化を伴 う。 それはロ ーカ J レな条件も加わり ，いろいろなパタ

ーンをとる。無数に繰返される乙のようなノマタ ーンの組合せが都市をつ

くる 。都市にブライテッドエリアが鉱大し ，そ乙の居住環境が問題 とな

っているのは，日本社会を動かす基本的な，ど乙かの部分が変調を来た

しており，パターンそのもの，無数の繰返し方，および組合せ方が狂い

つつあるからと考えざるをえない。

4. 居 住 環 境 と 住 宅

居住環境について科学的根拠が十分にあるとはいえないが， 経験的

lζ ，つぎのととがいえる。すなわち ，

市街地の質を規定するのは住宅の質である。

乙乙ては質を評価する基準を明確に規定しているわけでなく ，数多く

の市街地を良い市街地，悪い市街地と経験的判断によって大わけし ，観

察した上でえられる結論である。やや詳細にのべると，っき. のように考

える乙とができる 。

① 住 居 内 空 間 ・設備の質と規模が不十分な場合，ずばりいえば個々の

住宅が組末な場合 Ic : : : ，住戸の組合せ，住宅聞の環境状況がよくなるとと

はない。

② 隣りあう住空間の環境状況が悪い場合 Ic: : : ，住宅群，あるいは一回の

住宅地の環境がよくなる乙とはない。

③個々の住宅が粗末な場合 lζ . その住宅敷地がえらばれる場所は ，住

宅地としての基本的適性，つまり居住者の安全と健康を保障する資質が

不十分である。

うまく整理できないが若干の説明を私なりに加えてみよう。一般世帯

の住宅 IL対する諸要求を満足するためにまず求められるのは一定程度以

上の規模である。最小限住居のあり方lζ 関する追究はなされてきたが，

数10rrl の面積範囲という枠が必要という乙とは学問的にも ，また居住者

の生活経験からしても一致している。したがって住宅を入手する場合の

需要者の関心はまず、規模の確保にむけられる。その結果，所得あるいは

住宅入手財力がひと桁ちがっていても ，住宅の面積がひと桁ちがうとと

は例外的にしかありえない。アパー トの場合だと3 Orrl - l ∞rrl. 一般住

宅の場合だと 5 - 60rrl - l ∞- l 50rrl の差というのが普通である。

要するに住宅の規模は下限があり ， 多くの需要者はそれを確保する

と，規模以外の住戸空間の質，設備，さらに戸外空間と施設の規模と質

!ζ 関心をもち，費用を投入する余裕がもてなくなるし ，公共，民聞を関

わず住宅供給側のシステムも住宅，宅地の価格を操作し ，乙のような傾

向を住宅地に定着させる作用をもっているように恩われる。

かくして低所得者階層の住宅は木賃アパー トや文化住宅の形態をとっ

て供給される。とれ らの建築形式をとる場合，建築面積以外に敷地面積

の余裕はほとんどない。しかも乙れらの住宅は次第に集積し壁面の一部

lζ 道路があるだけで，他の壁面は隣接する建物の壁面との間にわずかな
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り，うつg と茂っていた樹木は一本も残さない。緑についてはすべて外部

経済 IC依存する。あながちマンション業者だけをせめるわけにはいかな

いので，住宅公団などのゲタばきアパートが，乙れの先例をつくった し，

住居地域における駐車場に関する建築基準法の規定にも問題がある。

1戸建住宅の場合でも実は同じメカニズムが働いているように思う。

総 2 階で40- 60nf 程度の住宅をたて50nf をわるような小宅地でもって分

譲される住宅が多量に供給される。乙のような小画地住宅が援する細街

路は法律違反の狭い幅員であっても，結果的には延長が長くなり道路率

は3096近くになってしまう。その分は宅地十分譲価格にはねかえり ，土

地利用計画上 ，小公園などをつくりだす余裕をなくし，下水網の整備，

消火用水網の整備を省き，火災危険，低湿，汚水処理 ，どみ収集の困難

など居住環境悪化の紫因をつくりだしてしまう。経験者は誰も知ってい

る悪循環である。

しかも木賃アパート ，文化住宅，零細宅地住宅は 1椋，あるいは数棟

の小さな供給単位でもって，混合地域に残存する低湿地や，他lζ 用途が

求められない「切れ端」状態の空地を求めてたてられる。地域全体の環

境状態がすでに悪化，もしくは悪化する潜在条件の強いと ζ ろに局所的

な超高密度住宅群として出現する。

やや水準の高い住宅市街地についても ，やはり住宅が市街地の質を規

定する。乙のような住宅地にあっては，住宅規模は数10平米を上まわる

し，しかも傾斜地を造成してたてられる 。乙の際，問題なのは宅地規模

である。宅造後の自然回復状況について ，われわれの調査による と敷地

が120nf 以下では，樹木の成長は期待できない。160nf で庭の一面 . 2∞nf

で庭の 2 函 ，330nf でようやく庭の 4 面に樹木が育ち自然回復が行なわ

れる可能性がでてくる。( 図 1)  

宅地規模は造成後の法面の勾配と仕上げに関係する。勾配が5096であ

れば土止め不要で濯木が茂る。 100 必となると土止めと芝貼りになり ，

住宅地内の細街路からは多少の圧迫感をうける。丞直擁壁となると法面

広植生は不可能であるだけでなく，住宅地内の視覚的な圧迫感と水害時

の崩壊の恐れを生じる。宅地規模が零細化するにつれて擁壁が出現し，

しかも高くなってくる。宅地から表庖土がなくなり，自然回復の性能は

加速的に低下する。( 図 2)  

乙れと同時に宅地まわりの垣を問題とせねばならない。宅地規模に余

裕があれば生垣が可能であり ，住宅糠問 ，住宅の街路の間に泌木，樹木

などの植生が育つが，宅地面積が縮小するにつれて隣地，街路からの視

線，騒音などを遮断する必要度が高まり，一方，物理的条件から石垣，

万代塀，ブロック塀が出現する。住宅地の緑の回復，育成だけでなく ，

街路空間の質の貧困さに拍車がかかり，災害時の危険度も高まる結果と

なってしまう 。かくして，既成市街地lζ 広がる緑とオ ープンスペース，

公共施設が貧困な高密住宅地が丘陵部から山麓にかけて広がり再現する

結果となる。

以上の説明では歴史的，社会的背景の複雑な既成市街地については全

く不十分であるが. i 居住環境，市街地の質を規定するのは住宅の質で

ある」という考えが誤っているとは私自身思わない。住宅と住民の日常

生活施設，環境保全と回復などを総合化し，住宅，宅地の供給管理を基

軸とする居住環境整備計画の体系化と ，その実施に努力が必要なのは今

だと強く主張したい。しかもその中心課題はいかにして住宅の質をあげ

る方策を見出すかにある。

( 註 図1 ， 2 とも 「北奴山緩一帯開発計画研究報告書」 第 3 章より引用〉

( かわかみ ひでみつ 東京大学助教授・工学部都市工学科〉

「すき間J を残すのみという過密状態に達する。

各住戸の日照， 通風などの条件が極端に悪くなるのに伴い ，子供の遊

び場の不足，災害発生の危険度など住宅まわりの居住環境の低下，悪化

は急激に進行する。

乙れと同様の事態がマンシ ヨンの密集地区でも発生，進行の兆候がみ

られる。高級住宅街の大邸宅跡地にたつマンションですら法規限度の建

ぺい率まで敷地を利用し ，上層部はセッ トパックしながら床面積を稼

く、敷地内 IC残った空地は全部が コンクリ ー トでペーブされ駐車場とな

す
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住環境の評価と問題点

居住地環境整備研究会

伊藤靖久・河目浩吉・田中康夫・中野真・甫出絡紀・松原徹雄・

三谷真喜子・吉羽逸郎

居 住 環境評価の視点、

生活環境，居住環境とい う言葉が世上で盛んに使われるよう になっ♂

からすでに久しい。 ζ の間，生活環境の概念規定，測定，評価方法につ

いて各所で論議されてきた。ま た， 目標とする生活環境の達成手段，生

活環境調査結果の施策への反映についても模索が続けられてきた。しか

し確たる定立がみられたというわけではない。

生活環境についての検討が進められつつも成案ができあがらず， 具体

的な方策が発見できない間に各所においては環境の破壊が進行しつつあ

る。例えば住宅地区内に存在した工場が郊外に移転 した跡地K ボー リン

グ場の建設が進められ，居住者の反撃を受けている場合，低層の住宅地

IL高層マンシ ョンの建設がもくろまれ，反対する住民運動が激化してい

る場合などがみられる。また ，大気汚染の進行，騒音の激化がその住宅

地の生活環境の悪化を進めているような場合もみられる。都市化の進行

と都市の過密化のなかで最低限保証されるべき居住地の水準は一方的に

切下げられてきている。とのような事例は身のまわりを挑めてみるな ら

ば随所に存在している。しかし ，と のような劣悪化していく都市市街地

のなかで現実に生活を営まざるをえない状況にあるとき ，何が生活環境

を破壊し ，その結果がどう現われてきているのか，それが地区居住者にど

う受け止められているのかという点を明確にする乙となくしては ，具体

的な生活環境破壊に対する有効な反撃策を用意しえなくなるといえる 。

本論では上lζ 述べたよう な事項を明らかにする乙とをもくろみ，具体

的な地区を大阪府下から選び，調査を通 して生活環境を向上させていく

方策を検討していく上での問題点を明らかにする乙とを考えた。そ こ

で，地区の居住環境はそ乙での都市活動，生活行動，居住者属性lζ 強く

規定されていると考え，土地利用の混在度，住宅の質，開発時期，土地

基盤のま整備状況を判断の規準と してつぎの 9地区を選定した。

ｾｉ＠
土 地 利 用 の 混 在 度

住 工 混 合 住 商 混 合 住

- 守口市八雲西町 - 東住吉区周辺本町

住

戦後 ・自然 戦前 ・自然 - 門呉市石原町

下

- 生野区奨大地町 - 東大阪市大越 戦後 ・計画

宅
戦後 ・針闇 戦後 ・自然

の
- 箕面市桜ケ丘

質

- 堺市南庄町 - 富田林市御訪町
戦前 ・計闘

.  上

戦前 ・計碩 戦前 ・針蘭

- 豊中市長興寺南

戦後 ・自然

乙れらの 9 地区を対象とし ，生活環境に影響をおよぼすと想定さ れる

25項目についての 5 段階評価，不足施設のリス トアップ，環境破壊施

設，要因のリストアップ，居住地の満足度を内容とする調査を行ない，

ζ れらを整理し生活環境評価を行なうとともに問題点を摘出する乙と に

しTこ。

居住環境の実態

乙の調査の結果か ら，地区ごとの居住環境の実態，居住者の評価など

について特徴的にみられる点を整理するとつぎのようになる。

まず，自己の居住地の環境に対する満足度は，十分に満足，まあ満足

と評価されている地区は箕面市桜ケ丘地区，豊中市長興寺南地区と東大

阪市大蓮地区である。どちらかというと満足と評価されている地区は富

田林市御坊町地区，大阪市東住吉区田辺本町地区，門真市石原町地区で

ある。普通，どちらともいえないと評価されている地区は，守口市八雲

西町地区，堺市南圧町地区，大阪市生野区巽大地町地区である。とれら

から ，第ーに住工混合が強くみられる地区でもっとも悪い評価がなされ

ており ，第二K ，早くから形成されてきた市街地での満足度が低い ，第

三K ，宅地の規模が大き い，いわゆる高級住宅地での満足度が高いとい

う点が指摘 しうる 。しかし ，大蓬地区，連続建住宅で構成され，建てづ

まった街，が居住者から高く評価され，さらに典型的なスプロ ール状市

街地である 石原町地区もそれほど悪くない評価をされているなどの点が

自につく ，地区の居住者ーによる評価は商売上移転困難である とか，やっ

とたどりついた場所であるとか，経済的に ζ 乙以上の場所は望みえない

といった理由もあって，地区への不満は多くもちつつもあきらめまたは

なれによってそ とでの生活へと け込んでい っている とも考え られる 。

今回の調査で共通 してあげ られた問題点は，子供が安全に遊べる施設

が不足しているというととである。 桜ケ丘地区だけは，家族周期による

のかそれとも自己敷地内 K 十分空地があるからなのか，ζ の点の指摘は

少ない。また，蚊やはえなどの害虫が多い ，のら犬やのら猫が多いとい

う点も共通して指摘されている。 御坊町地区， 田辺本町地区 といった計

画的ではあるが早くに形成された市街地，石原町地区，大蓮地区といっ

た近年IL形成されたスプローノレ状市街地といった道路幅員が狭い地区で

は，近所の道は自動車ではいり』亡くいという指摘がされているが，乙の

乙とは同時に自動車による振動，騒音，排気ガス ，ほ乙り ，媒煙から地区

が解き放たれているという指摘につながる。乙の意味で，市街地形態の

地区居住環境IC与える影響は軽視しえないといえよう。しかし ，八雲西

町地区，長興寺南地区は近所の道は自動車ではいりにくいという指摘と

ともに自動車による各種の悪影響を受けているという指摘がなされてい

る点，ζ の両地区の抱える問題の複雑さをあらわしている といえよう。

石原町地区，大蓮池区といった「文化住宅」や連続建住宅で形成された

市街地では住宅や建物の建てづま り感が強いと指摘されている点は十分

に留意 しておく 必要があろう。市街地の土地利用との関係では，住工混

合の八雲西町地区，南庄町地区，巽大地町地区では工場の騒音，振動が

強く意識され，地区の満足度へ影響 している 。

一方， 地区と して優れている と評価さ れている点は足の便であり ，近

所 とのつきあいの気やすさであり ，防犯，用心のよさが多い。また ，ど

みやし尿の処理といった行政サービスの質も地区居住者の関心事になっ

ている乙とがわかる。乙れらの諸点が一応満足されれば地区に対する満

足度は一定の評価を受けるといえよう。

地区の居住環境の評価を地区 IC不足している施設，環境破壊要因とい

う面からみる と，まず，地区 IC不足している施設としては，子供の遊び

場，小公園が第 1 1とあげられる。つづいて図書館 ・図書館分館があげら

れる。鉄軌道の最寄駅が徒歩圏にないととろでは足の便の確保が強く要

請されている 。桜ケ丘地区，長興寺南地区，御坊町地区といった歴史の

ある ，高級住宅地では不足施設と してあげられるものがほとん どな く，

新しい市街地で一般に水準の低いとされる市街地で不足施設が多くあげ

られる点は乙れらの市街地の問題点をあらわしているといえよう。 ζ の

ような一般的傾向のなかでとくに注目しておく必要があるのは，巽大地

町地区で保育所が不足施設としてあげられている点である。地区の実情

からするならば夫婦ともに働いていると想定されるので，地区の生活，

いいかえるならば地区居住者の特性と関わ っている と考えられる。

地区の居住環境の破壊要因 としては，自動車の地区内への侵入によっ

て惹起される一連の問題が全地区で強く意識されているといえる。今や

自動車に対する方策を もたず しては居住環境は確保しえなくなって きて

いる。そのほかには「ホテル」の立地，パーの立地と酔っぱらいの緋佃，

ヤクザの存在などがあげられている。低湿地では排水不良が，新市街

地では道路の未舗装による砂ぼ乙りが，また，若年層の多い地区では子

供の声がといった地区の特性K 応じた要因 も指摘されている。 ζ れらの

諸点、とともに ，幹線道路や高速道路の存在が地区居住環境破壊要因とし

て指摘されてきた乙とに留怠しておく必要があろう。
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居 住 環 境 改 善 へ の 示唆

大阪府下での? 地区の地区居住環境の調査からいくつかの間題点を整

理しえたが，例えば市街地の形態が整理されていない場所が自動車時代

に新たな価値をもちはじめた乙とや下町の便利さが評価されているとと

など，従来の居住環境の整備目標とは異なった仮設を用意する必要性を

強く提起してきている 。また ，地区の居住環境は生活が存在するかぎ り

共通的に評価尺度を用意し ，評価されうるものと地区の市街地形態， 土

地利用の状況に関わるとと もに地区居住者の特性によって評価が規定 さ

れてくるものとで構成されていると判断しうる。さらに地区の居住環境

の評価は地区の満足度とは一義的な対応をもちえない。いいかえる なら

ば，満足度というものは「弾性値」が低く ，少々の改良では反応は それ

ほど明確にあらわれないものであるといえよう。また，居住者の経済的

条件によっても評価 ・満足度の尺度は変わってきたり，そ乙での居住歴

が長くなると地区への「なじみ」が評価，満足度 IC強く影響して くると

も考えられる 。

居住環境は ζ のような特徴をもっと考えるならば，地方公共団体が総

合計画などで居住環境整備の構想 ・計画が具体的な地区の居住環境の 向

上にどのように関わりうるのか，有効かという点が問題となってくる 。

大阪市の総合基本計画が生活環境の整備を計画の柱のひとつに取上げて

以来，公害問題の激化，生活環境の水準低下，破壊がつづ. くなかで， 各

市も計画の主要な柱とし，生活防衛という観点を強調するようになっず

きている。大阪市総合基本計画で、は ，近隣住区理論に基づく整備の促進

がうたわれている 。西宮市総合計画ではとの近隣住区の今日的 ，現実的

展開を考え ，鉄軌道駅を中心とする一体的な拡がりを地区とし，さら に

上位の施設まで整備を図ろうとする計画 ・構想となっている。いずれも

その地域に責任をもっ自治体として最善の努力を傾注しようとしてい る

といえよう。しかし，自治体の計画だけで居住環境が向上していくのか

といえば大きな疑問の存在するととろである 。どのような場所であ って

も必ず一定の水準まで到達していなければならない基礎的な部分は確か

に自治体の計画の実施にまっと乙ろが大きい。 しかし，地区の箇有特性

に対応した ， rかゆいところに手のとどく」といった部分は地区住民の

要求にもとづいて達成されていく ζ とがもっと も望まれる乙とになる 。

ζ のような住民の自主的な，自発的な意志、の発現とそれにもとづく優先

順位の設定などが行ないうる状態になってはじめて居住環境の水準向上

へ向かつて進んでいく条件ができた乙とになる。乙のような住民の意志

を受止めないで樹て られた計画は現在の矛盾の解消ははたしえて も新た

な矛盾を発生させるといえよう 。

居住環境は当面は自己の身のまわりで起 ζ ったいくつかの事例を通し

て評価され，生活との関わりのノレー J レが整理されてくるという意味では

乙の身近に存在し，生活を圧迫している問題の解消を図っていくこと が

居住環境を向上させてい く具体的な戦術として提起しうる 。乙の問題設

定は当然ながら上述の住民の運動によって定まってくる 。との方式にの

っとった居住環頃向上作戦を遂行していくなかで，大都市およびその周

辺では後退し ，崩壊への途を歩みつつあるコミュニティの再建への手が

かりもみつけうるであろう 。その土地に住む乙とから発生する地境社会

の形成から住民要求の結集 ，住民運動の発展を軸にした地域社会の形成

へと向かっていく乙とができると考えられる 。

したがって，地区の居住環境を向上させていくには，排水条件の改良

や公共施設の建設などは自治体lζ 要求していく 一方，住民側では比較的

単純で守りやすいいくつかの約束を， 一一一例えば路上駐車は しない，敷

地内に樹木を数本植えるといったような一一ー設定 し巡守していくとと が

重要 となって乙ょ う。

凡例 口 Ｑ 戸 理 館 建 住宅 図主 化住宅 ・ ア パ ート ｾ 閥系施 ｉ ｾ 図 工輔 副

箕面 市桜 ケ丘地区

地区の歴史 : 地区一帯は早くから各種の住宅開発が行なわれてきたとと

ろである。すぐ南には，大阪でははじめての住宅博覧会の会場が設けら

れた。乙の地区も土地基盤の整備は計画的 IC行なわれてきた。近年建物

の老朽化による建替えがすすみ ，給与住宅の立地がみられている。

地区の特徴 : ζ の地区は ，一戸建住宅のほか一部に社宅 ・祭などが混じ

った高級住宅地である。古い住宅地だけに建替が目立つ。緑は ，神社の

森 ・生垣 ・庭木のほか庭木の栽培地があり申し分ない環境である 。道路

は，幅員 ・舗装ともまあまあだが，歩道がないので歩きにくい。

居住者の評価 - 。 大部分が答えたも の ・ 半数以上が答えたもの

良いと答えたもの 惑いと答えたもの 不便を感じる施設

。工さ場当くなどの出すにおいはく
。か，はえなどの害虫は多い - パスの停留所

ない

。住日 りや物風通のしはよい

。夜遅く帰宅する時は不便だ

特に環境を乱すもの

。 宅近などや所いく建なか 建てづまりは

- ノラ犬やノ ラ摘は多い

ひ い
- 近所の商底の品物の値段は - 車の音

。傍く L  らの騒音はうるさ 高い
- 幹線道路

- 工騒音場，工事ど，草などの掻動，
- 通勤便や仕事ででかける時は

はひくない
不 だ 全体としての評価

- ごみやし尿よの処理Iまよい

' *1<1けは b、 (  1  ) 非常に満足ー大部分

火小議近プ事中所ラの危段怯盤じない

( 2 ) やや満足わずか

学校への通学はあぶな

( 3  ) ふつう いわずか

の道はきやすい ( 4 ) やや不溺ほとんど

の道夜は車歩で入りやすい

の 道シの照守明はれ明るい

なし

イパ ーは ら る ( 5  ) 非常に不満 ーなし

寸評: この地区は，宅地および住宅規模が大きく ，その上緑も豊富で，

静寂な高級住宅地であるだけに ，居住者の大部分が環境に対して，非常

lζ 満足している。しかし ，地区内を貫通する狭い府道には ，自動車交通

が多く，歩道も設置されていないために危険を感じる 。 ζ の府道は拡幅

計画があるが，さらに交通畳が増大するものとして ，居住者は反対の意

向である 。反面 ，パス路線がないために駅まで徒歩で 15分ほどを要し ，

通勤 ・買物など日常生活の利便性に欠ける面がある。その他，空調hが管

理が惑いため蚊の発生源になっている。今後との地区の整備は ，利便性

を高めるための道路の拡幅，新設がなされる際，現在の良好な環境を維

持，増進するよう配慮が望まれる。

ロ 師 事務所 国 公 園 生 垣 ・蹴 園 川 ・池 - ・ 都市計E 遍路

見直図書 お小判 必 中学 ｬ ｾ ｾ怒 高校 ・ 幼推 園 保育所 .  ! 皐睡所 . 1) 暗所 ・病院 ggg 市役所 - 空番・郵慣島 田公民自・体育館 三三 市場 ・スーパーマーケ y ト・百貨庖

凡 例 A 浄水唱 さき 旭・川 狩、公園 - - - =- - 00酷 ・私鉄 ・4 ー パスルート R 寺院
有 神社 ー.， . 飼宜対車巨壇
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豊中市長興寺南地区

地区の歴史 豊中では珍しくも計画的な土地基盤整備が行なわれなか っ

たと乙ろである 。微妙な地形の入り込みもあ って，個別的な開発の進行

が積重なって形成されてきた。周辺は農地が近年まで残存したが，土地

区画整理事業が施行され，全面市街化への道を歩みつつある。

地区の特徴 : 乙の地区は ，大部分が一戸建住宅で，わずかに長屋および

工場が混在する平均的住宅地である 。 建てづまりもそれほどひどくな

し庭木や生垣による緑もかなり豊富であるが，道には自動車 が進入

し，また分譲住宅地の出現によって，環境の変化が進行つつある。

居住者の評価 : 。 ・大部分が答えたもの ・・半数以上が答えたもの

良いと答えたもの 悪いと答えたもの 不便を感じる施段

。工さ場くなどの出すにおいはく
。子供が遊ぶのにはあぶない なし

ない
- 車の毎動，騒音はひどい

。日当りや風通しはよい

- 自1ま動車との排気ガス，ほこり

特に環境を乱すもの

。火事の危険は感じない

。近所の夜道の照明は明るい

l ひ い - 車の騒音，掻動，排気ガ

。。近でプ所きラとるのつきあいは気安く

- か，はえの害虫は多い ス

- ノラ犬やノラ猶は多い - ホテル

イパシーは守られる
- 保あ育所な，幼稚園へ行くのは

- 池の蚊

。隣く近所からの騒音はうるさ ぷ L、

ない
- 近所の道は車で入りにくい

全体としての僻価

- ごみやし尿の処理はよい

- 近所の道は歩きやすい
(  1  ) 非常に満足なし

- 用心 (防犯〉はよい
(  2 ) やや満足 ・・大部分

-通夜便遅勤利やだく仕帰事宅すででかりる時は

( 3  ) ふつう・わずか

( 4  ) やや不溺なし

る時は便利だ ( 5 ) 非常に不演なし

寸評- 住宅の質はそれほど良いとはいえないが，古くか らの地域形成が

全体的にしっくりした街並みを生み出している。緑化の程度もま あまあ

で，一般的な中級住宅地 といえよう 。交通 ・貨物の便もよく ，居住者 も

環境IC対して，まあまあ満足しているようだ。反面，幹線道路の自動車

公害，細街路への車の進入によって ，住宅地の安全性がそ乙なわれてい

る。また ，池が管理のまずさから ，蚊の発生源になっている。今後乙の

地区の整備は，自動車の乗入規制，池の公園化など既存のシステム，施

設の有効利用によって ，かな り改善できる ものと，思われる。

富田林市御坊町地区

地区の歴史 : 富田林市街地のもっとも初期の部分であり，僧侶によって

開発された といわれる。その後約 4∞ 年を経過しているが，当時の街割

IL は大きな変化はなく， あたかも計画的な開発地 とみられるような様相

を呈している。

地区の特徴: との地区は，一戸建住宅 ・お寺 ・神社のほか庖舗の混じっ

た古い落ち着いた街である。道路は一般に狭く ，敷地内の空地や庭木も

それほど多くはない。車と人 との混りは少ないが，道が狭いので車と人

との交錯が気になる。

居住者の評価: 。・・大部分が答えたも の ・ 半数以上が答えたもの

良いと答えたもの 悪いと答えたもの 不便を感じる施殴

-ぱ自動車煙の排ひ気ガくスやほこり， 。近所の道は車で入りにくい なし

い は ど な い
-付近の川や池の水はよごれ

-近所きとのつきあいは気安く ている
特に環境を乱すもの

で る
- ノラ犬やノラ猶は多い

. ) ' ( -

-白く書近所からの騒音はうるさ
-子供が遊ぶのにはあぷない

- 車の音
ない

- 近所の商底の品物の値段は

高い
全体としての評価

- 夜遅く帰宅する時は不便だ

(  1  ) 非常なに満足 ほとん

ど し

( 2  ) やや満足わずか

( 3 ) ふつう大部分

( 4  ) やや不満なし

( 5  ) 非常に不満なし

寸評: 居住者の総合的評価は ，ふつうないしはそれ以上である。 とくに

意識されている問題は ，自動車公害が少なくて良いと思う反面，自動車

が進入できないため日常生活に不便を感じている乙とである。乙の地区

は古い街であり ，道路はどれも旧態の狭い幅員であるためで，双方の利

点が両立しない難か しさを浮彫りに している 。また ，近所と 気安くっき

合え，騒音iζ 悩まされないなど古い街の利点がある反面，子供の遊戯施

設，教育施設の不足が指摘ざれている。また ，昔の環境との比較か ら，

河川の汚染を嘆く声が高い。しか し，全体的には落ち着きのある良い環

境といえよう 。今後乙の地区の獲備は，現在の良さをいかしながら ，新

しい要求を組み入れる修復作業が必要であろう 。

凡例 口 ｬ 戸謹畏屋建住宅 圏 文化住宅 ・ アパ ー ト ｾ 高齢雌 図 工 喪 主 掛 臼 師 事酬
図 企画 目生 垣 齢 国 H卜 泡 - ・ 副市計画道路

見 問 者 会 州 宣 告会 中学校 録 制 ・ 幼控掴 ・埠育所 ・ 留 置 所 診 酬 ・病院 鵬 柏 所

凡 例 A 浄水喝 さ 地・/11 魚 公園 ザ ロ咽 鉄 ・私鉄 4 ー パスルート 配 寺院

- 空番・郵恒局 ・企毘盟体育館 室主 市嘩 ・スーハーマーケy ト 百貨底

胃 神社 ー. Ｎー Ｚ ｷ 宜対量Ａｅｾ卓
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堺市南庄町地 区

地区の歴史 堺旧市街地の北に位置し，昭和期になってから土地基盤の

整備が行なわれ， 市街化が進んだととろである。一部には長屋が建ち ，

一部に は自転車などの工場が立地 し，典型的な住工混合地区として形成

が進められてきている。

地区の特徴 : 乙の地区は，戦前の一戸建住宅，長屋のほか工場，文化住宅

の混じった住工混合地区である。建て詰りもかなり過密で，細街路は舗

装されていなし、。地区内を私鉄 ，幹線道路，高速道路が貫通して，与え る

影響が大きい。公園もなく緑はほとんど自につかない。路上駐車が多い。

居住者の評価 : 。 大部分が答えたもの ・ 半数以上が答えたもの

良いと答えたもの 惑いと答えたもの 不便を感じる施設

- ごみやし尿の処理はよい 。工場，工事などの伝動，騒

8交番供便局所の・巡遊・・ 査小公び公派場民出所- 水はけはよい
音はひどい

・子郵 館園・プール

- 近所きとのつきあいは気安く
。I自Z動車煙の排気ガスやほこり，

いはひどい
- 集会

で る

- プライパシーは守られる
。子供が遊ぶのには，あぶな 特に環境を乱すもの

L、

-・・工車路場上(排駐気車ガス，音)

-通便勤利やだ仕事ででかける時は

。保育ぷ所な ・幼稚園へ行くのは

あ い

- 夜遅く帰宅する時は便利だ

。小な ・中学校への通学はあぷ 全体としての評価

( 1 )) 非や常に満足 なし

( 2  や満足一ほとんど

なし

(ド35 ))〉ふや非どつや常な不にうし不満ー過満半わ数ずほかとん

寸評 : ζ の地区の環境悪化にもっとも大きな影響をおよぼす要因は，工

場騒音，臭気，振動と自動車騒音，排気ガスである。その上，児童公園

など子供の遊び場がなく ，道路には自動車があふれで，子供や老人にと

っては危険度の高い劣悪な環境といえよう。反面，立地条件がよく， 交

通，購買には至便であり，また，し尿処理排水処理などの衛生的環境は，

比較的すぐれている 。下町特有の近所とのつきあいやすさ，自治会活動

が活発である乙と も，乙の地区の利点としてあげられよ う。 しかし ，総

合的評価としては ，平均以下の環境であり ，居住者の不満度 も高い。今

後乙の地区の整備は，工場公害の発生源対策，自動車交通の処理，公共

空地の確保が当面の課題 といえよう 。

凡 例 口 1i "1I ' 1l ' l l 理住宅 騒 主化住宅アパート 図 研 枯 寂 図 工耐12

門真市石原町地区

地区の歴史. 大阪東部の開発が遅れた場所であった。蓮根とくわいがと

れる低湿地が，昭和初年代にはいってか ら，文化住宅を主とする市街地

{ζ 急激に変わっていった。道路 ・公園などの整備も全く進められておら

ず，典型的なス プローノレ地帯である。

地区の特徴・乙の地区は ，民間アパート ・文化住宅 ・長屋群が高度に集

積した密集住宅である。建て詰り は極度lζ 過密で，道路も 4 m前後の細

街路が入り 乱れて街を形と、っている。また ，舗装もなされてな く，緑は

全く見当らない。車はほ とんど進入できない。

居住者の評価 : 。…大部分が答えたも の ・ 半数以上が答えたもの

良いと答えたもの 惑いと答えたもの 不便在感じる施設

。近所の商底の品物の値段は 。住宅や建物の建てづまりは 。交遊番・図び・巡場書査館・ポ分派出所。子図書供

安い ひどい
の スト・ 書

。ェ? などの出すにおいはひ 。火事の危険は感じる

館 館

どない
特に環捜を乱すもの

。近所の夜道の照明は明るい

。近所の道は車で入りにくい

パ棚重r喝ゐのt入書のM多人珊醐り型〈傷車扇力〈団置のλ。通便勤利やだ仕事ででかける時は
。か， I立えなどの害虫は多い

- 子供が遊ぶのにはあぶない の声

。夜遅く帰宅する時は便利だ

- 保は育あ所ぷ，幼稚園へいくのに

-工場騒音，工は事ひ，車くなどの緩動
ない

や どない 全体としての評価

-近所きとのつきあいは気安く (  1  ) 非常に満足・なし

で る ( 2 ) やや満足かなり多し

- i自Z動車煙の排ひ気ガくスやほこり，
(〈 3 〉ふつうかなり多し

い は ど な い
-4 ) やや不満ほとんど

- ごみやし尿の処理はいい
なし

.  / ラ犬やノラ猶I草少ない

( 5  ) 非常なに不満 ほとん

ど し

寸評・ 居住者の評価では ，地区内の建て諮りがひどいため ，ほぼ全員が

火事 lζ 対する危険を感じている。ついで ，蚊，はえなどの害虫が多い乙

とおよび子供の通学 ・通園 ・遊びに危険であると訴えている。反面，利

点 としては ，物価，家賃の安さ ，交通の便利さをあげている。地区内に

は狭小な公園が 1 カ所あるだけで，また ，交通量の多い道路をわたって

通学，通園しなくてはならず，とくに幼児にとっては好ましい環境とは

いえない。居住者は地区の環境に対しては満足しておら ず，ただ生活が

便利である理由だけで居住しているようだ。今後乙の地区の整備は，防災

上必要な避難道路，下水道，公園など抜本的市街地改造が要求される が，

あわせて，住宅の不良化防止のための施策も緊急を要する課題である。

ロ 僻 ・事務所 函 企図 ・生垣量殺 国 H卜池 - ・ 都市計画通路

見 直 図 絵 小 学 校 品 中学校 線 高校 ・ 幼稚園保育所 - 保理研 .s 療所 ・病院 agg 市役所
- 宝番目郵置島 ・公民自・体育館 三三 市場 ・スーパーマーケット ・百貨底

凡 例 Ai . . i ) ; j ( . ¥! 三泡川 間 公園 ザ ロ +国 鉄 私 鉄 ・4 ー パスルート 尼 寺院 有 神社 ・ＺＭＺＭＺ ｾ董対車区域
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東住吉区田辺本町地区

地 区 の 歴 史 : 既存集落の周辺が，戦 前 全面的 に，土地区画整理事業 が 行

なわれ，長屋を中心として市街化が進んできた。鉄軌道線の密度高い配

置 ，集中 した人口 居住形態が商庖街を生み ，大阪における 高密度住宅地

の典型となって きている 。

地 区の特徴: 乙の地区は ，長屋のなかに蔚底が混じった典型的な下町で

ある。すみずみまで利用しつくされている手入れの行届いた街である 。

道路は一般に狭く ，なかには未舗装の部分もある 。緑は極度に少ない 。

自治会活動は比較的熱心である 。車と人の混じわりは少ない。

居住者の評価- 。 大邸分が答えた もの ・ 半数以上が答えたらの

|  良いと答えたもの 悪いと答えたもの |  不便を感じる施設

庁 総仕事ででかける時は |で た 酬11の水はよごれ 1:設計謀長t

i慨 遅く帰宅する時は便利だ | |  
|。近所の道は車で入りにくい |  特に環績を乱すもの

.2?誌の出すにおいはく |・子供方後ぶのにあぶない |  

1  ..， ｾ｟ｾ｟＠ ｟ｾ｟ Ｇ ｾ｟Ｇ ，＠ I ・文化金宅

・プライバシーは守られる ' ・告人中学校への通学はあぷ 卜踏切りの信号の音 |  

悼 い 卜 路上駐車 l  

- ? 吉宗からの騒音はうるさ ， 火事の危険は感じる |  |  

1・か p はえなどの害虫は多い |  全体としての何百

・近所とのつきあいは気安く |  

できる ・用心 (防犯) はわるい (  1  ) 非常に満足なし

・ごみやし尿の処理はよい (  1 ) やや満足わずか

・5R車の排気ガスはひど く ( 3  ) ふつう 大部分

・工場，工事，車などの援動 ( 4 ) 不満・・ほとんどなし

ゃ騒音はひどくない ( 5  ) 非常に不満 なし

寸 評 ・乙の地区は表通りを除き ， 自動車の侵入は少ない。乙の乙とが地

区の満足度を高めているのか，居住者 は比較的，乙の街IC満している 。

とくに下町特有の便利さ，気やすいつき合いに もかかわらずプライパシ

ーがまもられている点，住宅地としての静かさが高く 評価されている 。

ζ れらの点は下町の良さを再認識する必要性を示しているといえよう 。

しかし，川の水の汚れ，通学時の安全さに対する不安，火事のおそれな

どへの不安の解消なくしては便利で静かだとしても ，生活する上で十分

な街とはいえない。 乙の意味で子供の遊び場を確保し ，防災上 も安全な

街にしていく乙とが望まれているといえよう 。なお ，文化的施設への要

求が高い点は十分考慮していく必要があろう 。

三ξコ'

" と: J :

見斗弓

b=aIE 
CJull 二

T ZI  

土====: d .' .  

9ポぶ:沿父j

当 記lt Tl土日JZf

東大阪市大蓮地区

地区の歴 史 : 戦後，農業実行組合が耕地の整理を行なった。大阪府の久

宝寺緑地lζ 指定されている 。 ζ の地区が昭和35年以降急速に市街化をは

じめ，連続建の分譲住宅で埋めつくされ . 1民間の千里ニュ ータウン」

とも評される 大規模な開発集積地になってきている。

地区の特徴 乙の地区は，スーパ ー・ 庖 舗 ・一戸建住宅 ・文化住宅の住

商混合地区である。道路は碁盤状 iζ 整備されているが，交通置が多く ，

一方通行の箇所がある 。緑は公園のほか，前 栽，盆裁が自につく。まだ空

地はかなりあり， 駐車場として利用されている 。 自治会は活発である。

居住者の評価 : 。大部分が答えたも の ・ 半数以上が答えたもの

良いと答えたもの 悪いと答えたもの 不便を感じる純設

。近所きとのつきあいは気安く 。住宅や建物の建てづまりは - 子供の遊び場・運動場

で る ひどい - 体育館・図書館 ・図書分

-日 当りや風通しはよい 。付近の川や池の水はきたな
館・街灯 ・防犯灯

- 用心 (防犯) はよい

L、
特に環境を乱すもの

- プライパシーは守られる
- か，はえなどの害虫は多い

- 憐く近所からの騒音はうるさ
- 子供が遊ぷのにはあぶない - 車

ない -保は育所 ・幼稚園へ行くのに
全体としての評価

あぶない

- 通勤や仕事ででかける時は (( l )) 非常やに満足 なし

不便だ 2  や 満足・ーかなり多

し

〈( 3 )) ふつやし不う満…かなり多し

4  や …ほとんど

( S ) 非な常なに不満 ほとん

ど し

寸 評 : 乙の地区は，居住者の環境 lζ 対する評価は .1まあまあ」満足であ

る答えが多い。 乙れは居住者階層の格差が少ないため近所とのつきあい

が気やすい乙とおよびス ーパーなど購買施設が集積 して，比較的物価が

安い乙となどの理由による ものと考えられる 。反 面，環境を害する要因

としては，自動車公害があげられる。乙の地区は，細街路が碁盤状』ζ 築

造されているため，自動車の進入を容易にさせ，住宅地の安全を犯してい

るといえる 。過密，排水路の汚れも環境を乱す大きな要因であるが，後者

については ，現在進行中の下水道整備によって解消されそうである 。今

後乙の地区の整備は ，地 区内の空地をいかに公共空地として利用できる

か，また，いかに自動車規制ができるかということが当面の課題である。

川 口 ｬ 戸壇 ・ 星回健 闘 文化住宅 ・ アパ ート ｾ 高車呆庖 ｉ ｬＧ

見直国 務 小 判 必 牛学校 袋 献 ・ 掛 町 民 育 所

凡 例 A 林 喝 さ ;t . /11 獄 公園 ザ - = - IE銃 ' L 鉄

務
曹
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服

役

院
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白

m

e
寸

一
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鶴

見

一

税

一

時

間

一

説

附

↓

県

南

ル

鋼

需

撞

ス

盤

工

盟 公園 ・生垣 ・宜主 国 H卜地 ・・ 田市計画適時

・宣誓郵恒高 ・公民田体育開 三喜 市場 スーパーマーケッ ト・百貨底

有 神社 0  ・m董対車区域
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守口市八雲西町地区

地区の歴史 : 計画的な市街地の整備は現在まで行なわれていない。農地

と既存集落が主であったと乙ろへ主要道路の建設に ともなっ て工場や住

宅地が立地 してきている。周辺に浄水場が建設された乙とも乙の地区の

土地利用を決めてい く上で大きく作用 して きたといえる。

地区の特徴 : 乙の地区は ，工場 ・庖舗 ・一戸建住宅 ・長屋 ・アパー トの混

合地区であるが，建て詰りはひ どくない。道路は細街路まで舗装されて

いる。主要道路は交通置が多いのに幅員が狭く 危険を感じる。緑は学校

・公園 ・盆栽など自につく。空地は駐車場や物置きに使用されている。

居住者の評価: 。…大部分が答えたもの ・…半数以上が答えたもの

良いと答えたもの 悪いと答えたもの |  不便を感じる施段

- ごみやし尿の処理はよい 。工渇騒音，:rは事ひ，車などの援動 ・図医書院 ・惨書図所書 ・病院

- 近所きとのつきあいは気安く

や とい ・ 館・ 館分館

で る
。自ば動車煙の排気ガスやほこり， 特に環境を乱すもの

- 近所の夜道の照明は明るい

いはひどい の

。住宅や建物の建てづまりは 車排高交速水音施道路使段・路のの・上不悪ヤ駐備ウさ車ザの出入

-工場くなどの出すにおいはひ ひどい .  

どない
。か・はえなどの害虫は多い ・ 通の

。ノラ犬やノラ猫は多い
全体としての評価

蓋火字5U事供長寄のが官醐書ISz感総じる括主

(  1  ) 非常なに満足 ほとん

ど し

( 2  ) やや満足ほとんど

遊か商防ぶのにはあるぶいない

なし

((( 3 )) 〉ふつう ー大部分

庖犯ら〉の品は騒わ音物はひどい 4  わずか

の の値段は 5  非やどや常な不にし不満讃・・ほとん

高い

寸評 : 居住者があげる環境悪化の最大の要因は ，自動車公害と過密であ

る。ついで，害虫，野良犬や野良猫が多いこと ，水はけが悪い乙と ，交

通の便の惑さ ，物価が高い乙とをあげている。乙の地区は ，周囲を 6 m

道路で閉まれており ，自動車はそ乙から内は進入できないものの，学校

購買施設などすべて地区外にあるため ，交通量の多い道路をわたって通

学，買物をしなくてはならず，自動車公害の深刻さが理解できる。また

水はけが悪いため害虫が多く非衛生的な印象が強い。今後乙の地区の整

備は ，自動車交通の処理とくに地区内で発生するトラックの処理と下水

道建設が当面の課題といえよう。

生野区巽大地町地区

地区の歴史 : 戦前 ，耕地整理か完了し ，そのまま農業用地 として利用が

進められていた。昭和43年頃から貸工場の立地が顕著になり ，無数 とも

いえる状態になってきている。新庄大和線が一部開通しているが，乙の

動きも地区に影響してきている。

地区の特徴 : と く近年になって開発が進み出した工場と住宅の混合 して

いる地区である。乙乙の工場は貸工場が圧倒的である。まだ空地が多い

が一部ではごみとみした感じがする。道路は一部を除き未舗装であ る。

緑は極度に少ない。自治会活動はあまり活発ではない。

居住者の評価 : @ ・大節分が答えたもの ・・半数以上が答えたもの

|  悪いと答えたもの 不便を感じる蹴

白。付近のJ l Iや池の水はよごれ i ・鉄道・ 電車の駅・子供の

。訟 2商底の品物の値段は F23:222:隷書:

宜い |出張所

。逼動判士事ででかける時l孟 |  特に環境を乱すもの

不便だ |・大型車， プルドーザ，車

l。夜遅く 帰宅する時は不便だ |の騒音・自動車豊富備工場の

。か，はえなどの害虫は多い |におい・どぷ川のにおい

・子供が遊ぶのにはあぶない 卜子供の声・砂ぼこり

・近所の道は歩きにくい :  全体としての評価

.  .1犬やノラ猶は多い Iw 非常に満足 ほとん

・保育所. 幼稚園へ行く のに I  ".I p- 界 ι

はあぶない I  ( 2) あ石希足・・ ほとんど

・川や野つぼがあぶない |  なし

|  場 工事 … 動 |( 3〉ふつう大部分

や騒音はひどい I  ( :; ) やや不演 ほとんど

・自動車の排気ガスやほこり ，I、 なし

ばい煙はひどい 1 ( 5) 非常に不満 なし

寸評 : 地区の環境については不満足な点が多いにもかかわらず，居住者

は乙の地区を，ふつう ・どちらともいえないと評価している。生活を行な

う上で最少限必要な施設の不足がまずみられる。また ，公害と称される事

項，安全性lζ 関する事項，利便性lζ 関する事項は居住者の評価は悪い方

lζ 傾いている。よく評価されている数少ない事項もまだ全面的に市街化

が完了していない乙とによると考えられるものを含んでいる。したがっ

て，今後乙の地区は，さらに多くの問題をかかえるととになると思われ

る。乙の地区の住環境の向上を図っていくには ，全面市街化した状態を前

提とし ，生活運営に必要な施設を ，居住者の属性にあわせて，建設をすす

めていくとともに ，安全性の確保を目的とする施策の投入が望まれる。

良いと答えたもの

- 近所の道は草で入りやすい

. 近所の夜道の照明は明るい

. 日当りや風通しはよい

所
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望ましい住環境をつくるために

居住地水準と改善計画一スローガンから科学的政策ヘ-

一 村 浩 史

は; し カt き

わが国の都市計画は ，幹線道路や工業用地 ・用水 ・港湾などの産業基

盤の整備が中心であったとして，住宅や生活環境をまったく無視してき

たわけではない。戦後の公営 ・公団住宅 ，住宅団地やニュ ータウン開

発 ，区画整理や用途地域制，その他の佐宅融資制度や開発規制など，そ

れなりの努力が積み重ねられている乙とも事実である。しかし，そのよ

うな努力をもってしでもなお ，大都市における住宅や生活環境の水準が

目立って改善されないところか，かえって低下しつつあるのが現実であ

る。部分的にはニユ? タウンのように高い水準の住宅 ・居住地の新しい

モデルがつくられる一方で，の乙る大部分の住宅と居住地は，老朽化と

荒廃化がすすみ，ほとんど.水準上の改善がなされないままにスプロ ール

状の拡大がつづいている 。

もしも ，大都市における住宅 ・居住地の水準を向上することを重要な

都市政策のひとつに掲げるのであるなら，従来の都市政策に根本的な批

判を加え ，大胆な改革を行なう乙とがなければならず，もはや従来の路

線の延長や若干の改善では到底達成するととが不可能であろう 。乙の小

論では新しい実効性のある住宅 ・居住地計画のあり方，その成立条件に

ついていくつかの間題を提起したいと思う。

1. 計 画 の 対 象範 囲

従来の住宅 ・居住地政策は ①もっぱら新規開発の水準をいかに向上

さすかに努力をしぼってきた。②しかも，主として公共住宅や公共事業

や区画整理の推進なと，政策の対象範囲がきわめて限定されていた。 し

かしながら，現在の大都市では ，③非戦災の老朽居住地や工住混合地

域 ，④戦後から 19ω 年代lζ 開発された文化 ・木賃アパー トを中心とする

低質市街地，⑤公害激化地区や災害危険地区，⑤ビ J レ化やマンシヨン化

のなかにとり残された住宅街など，さまざまな問題をかかえた既成市街

地のストックが増大している 。

従来，乙れらの既成市街地のストックをふくめた全般的な住宅 ・居住

地の水準向上計画といったものは樹立されていないが， 1970年代以降の

大都市では ，全般的な居住水準向上計画の対象として ，新規開発だけで

なく既成の市街地ストックをもとりあげねばならないであろう 。

より高い水準のものを新規に大量建設すれば，それらへの住みかえが

すすみ ，次第に低水準の住宅や居住地が自然消滅するという仮説は，す

でに60年代に おいて破綻 している。新規建設そのものの水準が低かった

だけでなく ，それらはもっぱら大都市圏への急激な人口増加を吸収する

乙とでせいいっぱいであった乙と，また居住者の通勤立地や家賃の関係

で住みかえに一定の限界があった乙と，そして，住みかえた跡は建て替

えられるのではなく，かえって，より零細な需要で埋められてきた ζ と

カ3明らかである 。

2. 計 画 の 目 標 水 準 と 実 施 基 準

すでにω年代に入ってから ，住宅難は誌の問題ではなく質の問題へと

推移しているのに，政策目標は一世帯ー住宅といった戸数主義にとどま

り，居住水準や環境水準，上何らの質的規定も行なわれていなかった 。乙

れでは， I住宅難の解消」とか「住みよいまちづくり」はスローガンにと

どまり ，目標は不明確であるから，政策の効果や達成率も点検される乙

となく無責任体制におちいってきたのは当然である 。 したがって，乙れ

からの住宅 ・居住地改善計画ではより具体的な目標水準を規定 しなけれ

ば，科学的な政策とはいえないであろう。乙れらの目標は最大の努力を

傾けて実現可能なものでなければならないが，また同時Iζ 現実のような

低いレベルそのままを目標とする乙ともできない。したがって，その改

善目標はプログラム化しなければならない。すなわち ，長期目標と中間

目標とを組み合わせて逐次その水準を向上させてゆく内容をもっととが

必要となろう 。従来の短期的な笑施計画は長期目標が不明確であったか

ら，実施計画は達成されても ，全般的水準をかえって低下するという矛

盾があった。

目標をたてる乙とは ，現在水準とのギャップを明らかにするものであ

り，その差をどのような方法と事業計画でもってなくしてゆくかという

実施計画で裏付 けられるものでなければならない。乙の場合，問題とな

るのは地域差 ・階層差である。いわゆるシピノレミ ニマ ム方式は最低水準

の目標である。乙れよりも低水準の地域 ・階層に政策上の重点的な努力

の照準を合わせるのは当然であるが，同時にシビ J レミ ニ7 ムよりも水準

の高い地域 ・階屈についても現在の水準を維持し，質の低下をふせぐと

と，住民の主体的な努力によってよりよい環境へと改善してゆく ζ とを

援助していく乙とも必要である。①新規建設と開発，②維持 ・管理( 増

改築や改善をふくむ) ，③除去と更新，という住宅 ・居住地のライフサ

イクノレを通じての水準向上計画をたてようとするなら，乙れらの目標水

準は ，①新規の開発 ・建設の基準，②維持・管理の基準，③除去の基準，

④更新の基準，という 4 つのステ ージに展開して考えてゆく ζ とが必要

となる 。現在の住宅建設計画 ・居住地環境整備計画をみると ，その対象

・質的規定 ・計画のたて方と事業化方式など，まだまだ組雑であって ，

上でのべたような「居住水準改善計画J ICはほど遠い乙とが理解されよ

う。乙の小論で，そうした目標水準と実施計画の基準について，具体的

な提案をのベるスペ ース の余裕がないが，長期目標水準としてどのよう

な内容が盛られるべきかのみとりあげておきたい。

3. 住 宅 ・ 居 住 地 環 境 の 長 期 目 標 水 準

たとえば円切年，つまり約20年後の目標として，どのような内容を検

討し盛り込むべきか，ひとつの試案を描いてみよう。

居住地の環境を規定する要素と考えられるものは，表 1 のごとくであ

る。大きくわけで， A 住環境， B . 街区環境， C. 都市環境，の 3 つのジ

ャン J レになる 。乙れは ，住宅を中心とした空間のひろがりによる区分で

あるが，それだけでなく ，現在の制度のもとでの事業負担の責任関係を

も示している 。通常， A とB は一体として開発供給される。公団 ・公営

住宅 ・建売住宅 ・文化住宅 ・木賃アパートなどはその例であり ，また宅

地分議住宅も B がA を規定する点でほぼ一体性をもっている。 ζ れに対

して， C は主として公共的な都市行政が責任をもっている領域である。

今日の大都市では，住宅や街区環境における問題は決して個人の責任で

解決される ものではなく ，都市行政が本来責任をもたねばならないもの

であろうが，とにかく現実から出発するなら ，A .  B とC とでは問題の

生じかたと対策はかなり乙となったものにならざるを得ない。

A. 住環境 1世帯 1住宅から ，近年は 1人 l 室がス ローガ ンとされるよ

うになってきて いる。その実現性はともかく，政府の住宅統計では ， 3  

帖以上の D Kまで居室 le計算しているのであるから矛盾も尽しい。す

くなくとも住宅の質的規定としては i  ) 家族構成に見合った寝室( 個

室) と新しい往生活様式に対応する居間 ・食事スペ ースといった室の最
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しなければならない問題が次第に増加している。 i ) 共同生活施設: す

くなくとも小学校もしくは中学校区単位の コミュニティユニットについ

ての基本的な施設セットとその水準を明記する 。往生活のうちで社会的1

な施設やサービスに依存する機能が次第に増加していくので，従来のノj、

学校や都市公園 といったものだけでなく，体育館やスポ ーツグランド ・

文化施設・医療施設・老人施設などもふくめて考えてゆかねばならない。

ii ) 都市施設 : 道路のみでなくパスや鉄道のサービス頻度 ・通勤や通学

の安全性や快適性および所要時間など，実際の生活水準 IC見合った内容

の水準をとりあげてゆかねばならない。上下水道 ・ガス ・電力 ・ゴミ処

理， さらには将来の集中 エネルギーフ。ラントも対象となろう。 i i  i ) 生

活環境 目主として局地公害と広域公害が問題である。前者では，土地利i

用のゾーニングが，後者では産業施設と居住地の立地が問題 となろ うが，

乙とでの環境基準は現在のように ，単に健康人が病気 !Cならないといっ

た最低基準ではなく ， [ " 健康にして文化的な生活を営める」水準を目標

としなければならない。さらに過密地帯では，さまざまな都市災害，たと

えば危検物 ・通過交通 ・地震 ・水害などからの安全性を ζ れまで以上1<::

重くみなければならない。 i v) 空間構成個々のレベルアップを基盤的

! L 保障するものとしての近隣住区 ・コミュ ニティ ユニ ット・環境ユニッ

トなど，居住地の空間構成単位が計画される乙とが必要である。乙れら

は最近のニュ ータウン計画では曲りなりに実現しているが，一般市街地

の再編成手法としても適用する。小学校 ・公園などの配置 ・歩行者のた

めのネットワ ーク ・近隣ユニ ットの外ワクなどは最小限計画的に配置さ

れねばならない。乙のようなユニット化 !ζ よって，既成の居住地で，地

域社会を分断し，沿道公 ・災害の激化を招くような幹線道路や高速道路

の計画は拒否される乙とになろう。以上は別 lζ 新しい乙とではなく ，す

でにさまざまなかたちで提案され，その一部はニュ ータウンなどでモデ

J レ的 lζ 実! 擁されているものである。しかし，乙うした都市計画のイロハ

すら ，一般市街地に適用されておらず，住宅にいたってはすとぶる当り

前の乙とが現実には実感のわかないビジョン的存在であるととろに問題

があるといえよう。

居住環境を規定する要素

A. 住 環 境 1)住宅 ・・ ・・( 規模，型式，股備，構造，家賃等)

2) 集合型式 … ( 密度，日 照，開敏感，宅地の安全等)

B. 街区環境 3) 街区施設 ・ ( 細街路，上下水道，ガス電力 ，排水等〕

C. 都市環境 4)局地公災害 ・〈土地利用 ，局地公害発生源. 火災，交通安全等〉

5) 生活施投 ー( 小中学校，都市公園 ，社会生活施段等)

6) 住区構成 ( 空間のまとまり ，道路，歩道のネットワーク等〉

7)広滋公災害 ・( 大規模公害発生源，都市災害等)

8) そ の 他 ( 商庖街，混合地域など地区機能から求められる条件等)

住

宅

の

使

用

価

値

望 ましい住環境をつくるために

表 1

ーーーー.
2  

ｾ＠

更

新

新

築

時 間

A  f J ー ブ ・従 来 的 屯j 也付木 i立w記 な ど 、 修 理 やJ廿改築が

なされF ることて" ， f耐ii ilIfIl，F カ円b るぺ' かになる.

B iJ ー プ : 文 化 fj ，"- ( ; や本 i l i i パートなど、修理、. 1 1 ' 1 改策

をする余計i が な い ま ま に 急 速 に 民 礎 化 寸 る .

前提となる地域政策と土 地政 策 の 改 革

目標水準をたてる乙とは，単 IC住宅建設や居住地整備事業プロパーの

努力目標のみを意味するものではない。住民がそれを要求し ，自治体や

政府がそれを目標として実現しようとするのであれば，その目標から逆

算してすべての計画 !C必要な改訂や変更と改革を行なうものでなければ

ならない。乙の点で，まず基本的にとりあげなければならないのは， 地

域政策と土地政策である乙 とに間違いはなかろう。すなわち ，地域政策

ではまず，大都市に対する企業の集中を抑制する ζ とである。企業が

l 人のサラリ ーマンを働かせるに必要なオフィスの土地プラス建物 コス

トはせいぜい 3∞ 万円前後である。一方，サラリ ーマンの家族が大都市

で居住するために必要な土地プラス建物コストは，中級マンシヨンで

“)() - 8∞万円，学校 ・公園 ・上下水道 ・通勤鉄道などの コス トをふくめ

ると，サラリ ーマン 1世帯当り 1， αXl - 1，21∞万円にも達しよう 。表 2 に

みるように実際 lζ は，ζ のコス トは文化住宅や木賃アパートの場合は上

の水準の% 程度しか支払われていないのである。乙れを個人と公共団体

( とくに自治体) が支払い得るためには，新規分だけで，従来の住宅や

都市施設整備の予算や負担額を少なく とも 3 倍以上に引き上げねばなら

ない。もしそれが短期間に支払い得ないとするなら ，都市成長をス ロー

4. 

低水準か，または全体の床面積の最低水準のどち らかを とるようにする

乙とがのぞ、まれる。 i i ) 台所・風呂 ・便所・( 冷〉暖房なとo の設備の水準およ

び特別の収納スペースなど ζ れらはどの住宅に も共通のも のとして i )

の面積とは別途に計算されるべきである。 iii ) 家賃は， 居住者の収入花

見合った一定比率，たとえば15ノマーセント 以下とする。したがって家賃

補助や住宅手当などきめの乙まかい対策が不可欠となろう。 i v) 住みか

え: 住宅は一定幅の家族数の変動にも耐えられる余裕が必要だが，家族

変動や転勤 ・退職などの条件に応じて，一定の待ち期間の範囲で住みか

えが保障される乙と 。従来の都市住宅のうち庭っき 1戸建やテラス型長

屋などの場合，居住者自身による増改築がある程度行なわれる乙とで，ス

ペース要求の時間的変動 IC対するフレキシビリティ ーがあった( 図 1 )。

しか し，現在の典型都市住宅である公団 ・公営住宅，民間アパート など

では増改築がほとんど不可能であるから ，ζ れにかわる住みかえの容易

さの水準を高めるととはきわめて大切となろう。

B .街区音量境 住宅の集合型式に対応 した密度や配置が規定される。 i )

日照 ・通風 ・開放感 ・子供ーのあそび場' スペース などの水準， ii ) アクセ

ス道路 ・駐車場や消火栓 ・ゴミ処理 ・エネ ノレギーや水供給処理の枝管サ

ービス， ii i) 宅地の安全性，などの基準が規定される。とくに新しい

都市住宅の集合型式である高層住宅については ， 従来以上! と i )ー iii )

のきびしい規定が必要であり，日照やプライパ、ンーの基準や高層階にお

ける子供のあそび場の設置，エレベータ ーなどの防災 ・避難 ・防犯など

に解決を要する新しい問題を生 じている 。乙 れらの街区環境の整備で，

現在あいまいな点はその整備と管理コストの負担の問題である。質的基

準 とと もに ，負担基準にも検討が加えられる必要があろう。

C. 都市環境 今日の居住地の悪化・荒廃化対策として都市レベソレで解決

図 1 住宅のライフサイクル
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表2 典 型 住 宅 ・ 宅 地 の コ ス ト ( 試算 )

{t 色 別 式

主I血住'1'; 雄先住宅 公開住吉 公也{ 上'1'; 文化住宅 本通アパート

( 中) ( 中) ( 3 D K )  ( 3 K )  (  2室) ( 1 乎)

敷 地 面 倒 ( m勺 1  6  5  7  0  5  0  4  5  3  0  2 0  

細 街 路 面 (R ( m') 2  5  1  0  3  2  

J t- 1  9 0  8 0  5  0  4  5  3  3  2 2  

用 地 附 万f' Ym' 4  4  4  4  4  4  

'1'; J也 賀 (7if
1

1) 7 6 0  3 2 0  2  0  0  1  8  0  1  3  2  8 8  

住'色延床面I<<(m') 1  0 0  7  0  5  5  5 0  4  0  2 0  

建 設.'Il{，画s百号/ m' 6  5  6  5  4  4  

住宅建設判 (万円) 6 0 0  3  5  0  3  3  0  2 5 0  1  6 0  8 0  

宅地 ・住宅費 計 ( 万円) 1，3 6 0  6 7 0  5 3 0  4  3  0  2  9  2  1  6 8  

!I:- {主 人 H <人) 5  4  4  4  4  2  

1人当 。宅地ー住宅R J t ( J i 円I人} 2  7  2  1  4  3  1  3  3  1  0 8  7  6  8  4  

注 1 ) 令利、諸経費などをのぞ < .  

2  Ｉ 数ｻ直は、平 ｊ ｾ ｊｦｬｬｩ て ・ はないが標期的なもの ･ 尖際には上下にかなリの中高がある 。

3  ) 地価は、 4 Ji 円/m' =共通とした 。

ダウ ンして抑制する しかないのである。

最近読んだ英国のテームズミ ー ドニュ ータウン計画の レポー トで興味

をもったのはつぎの点である。計画 ICあたってはまず，住宅や都市施設

の水準をセッ トする。しか し， その水準を実現するためには， 現在の予

算ワクでは困難である。乙の場合，質を切り下げるのではなく ，建設の期

間をのばして質的水準を維持しようとする 方策がとられた 乙とである。

9 60年代のわが国の大都市成長のスピー ドは . 19世紀後半の英国の都市

化の ピー ク時の数倍もの急激なものである といわれる。 したがっ て， も

ともと産業優先の地域政策のもとで，高度成長と安普譜は必然的K 結合

せざるを得なかったのである。今日，わが国の大都市が当面 しているの

は，乙の安普譜のいわばバラックスプロ ーノレのぼう大な蓄積であり ，そ

れがなお今日でも拡大生産されているという事態である。

人口の流入そのものを自治体が拒否する乙とは ，明らかに慾法違反と

なるが，人口増の原因となる企業の無政府的な大都市集中を立地税や開

発規制でもって コントロ ールする乙とを飛躍的に強化するとと，つまり

は大都市における住宅や宅地の人口流入による需要そのものを抑制する

ζ とは，もっとも根本的に必要な対策である。それでも，今後の大都市圏

では19ω 年代に流入した人口の自然増と世帯分解，低質住宅からの住み

かえ需要が急速増大しているのであるから ，思いきった新規人口の抑制

なくしてその全体の住宅と居住地水準の向上はあり得ないといえよ う。

つぎに ，現在の土地政策が住宅 ・居住地環境の怒化と歪曲のいまひと

つの原因であるととは，いまさらいうまでもない。本来，住民にとっては

居住し利用するといった機能的存在である住宅 ・公共施設の建設の うち

で，土地の占めるコストがいちじるしく高率になっている。利用の内容

は上昇しないのに負担が重くなり ，地価がさらに上昇すると利用価値が

さらに割高になる 。乙のコストは一部の地主，乙とに近年は投機的な動

きをみせている民間ディベロッパーに吸収されてゆき ，それ らによ る市

場支配を通じて，住民の住宅 コスト ・公共投資のコストは，その支払い

限界まで釣り上げられている。その場合，公共投資のなかで も，道路や

港湾などの産業基盤は地価 lCスライドして予算がつけられているのに反

して，公営住宅 ・学校 ・都市公園などの生活施設では，実情とかけはな

れた標準建設費や用地取得賞の制度があって，地価が上昇すればするだ

け自治体の持出し負担率は大幅に上昇せざるを得ない仕組みにな ってい

望 ましい住環境をつくるために

て，地方財源の窮乏化とともに事業盃の低下を必然化している。

乙のように，より高い住宅 ・居住地水準の目標を達成する基本的な必

要条件は，まず大企業の無政府的な大都市集中と土地の投機的買占めを

排除するととにあり ，乙れに成功しない限り ，いかに住宅 ・居住地整備プ

ロパーの方策に工夫を 乙らしても ，目標達成は不可能であるといえよう。

5. シピルミニマム以前の住宅・街区環境整備

「明るく住みよいまちづくり」とか「緑と太陽と空間にあふれる工業

都市」とかいった 19，ω 年の都市政策のス ロー ガンが結果としてもたらし

たものは，過密 と公害の地獄都市であった。乙れに対して1968年以来，東

京都やその他の革新自治体などでとり入れられてきた「シ ピJ レミニ マムJ

方式は ，①政策を具体的な目標と してあらわす，②目標達成のための手

段で裏付ける ，③ロー リングシステムなどの方法によって，一定期間ど

とに達成度をチ ェックして実施計画を練り直す，といったプログラムを

与えた点で，行政計画の科学化に大きな前進を示したものと評価できる。

しかしながら住宅 と居住地環境K ついてみた場合，シビJ レミ ニ7 ムがカ

ノてーしているのはさきにのべた C の都市環境にとどまり ，B の街区環境

やA の住宅水準では，相もかわらぬ政府の住宅建設計画の ロー カJ レ版を

超えるものとはいいがたい。つまり ，今日の都市政策のもとでは，革新自

治体だけでなくすべての自治体で，A. 住宅や B.街区環境は公共が責任

をもっ行政対象とは考えられていないのである。事実，住宅と街区環境

の整備は政府の持家主義イデオ ロギー と民間市場育成政策によって，階

層的に分断されたまま ，個人の負担のままに放置されている。その地域

差 ・階層差があまりに大きいとと ，さらに自治体がその最低水準を保障

すべき制度や財源がほとんどない ζ とからして， C の都市環境行政では

不十分ながら樹てられているシ ピルミニマムがA やB の住宅や街区レベ

ルではまったく不可能であり ，いわばシピルミニマム以前の状態におか

れているといえよう。もちろん，公営住宅の建設計画や入居者選考方式

の改善，住宅融資ワクの拡大，新規開発における規制などの努力が払わ

れているとしても ，それらが，全体の住宅 ・居住地水準の改善IC対して

どのように寄与貢献するのか， その位置づけは多くの場合不分明であ

る。とにかく ，シビルミ ニ7 ム以前にある住宅 ・居住地の整備計画で必

要な ととは，現在の制度 ・財源、の努力の長大限界を住民に明らかにする

乙とからはじめる乙とにあると，思われる 。

6.  宅地開発指導要綱の効果と問題点

大都市の周辺部にある人口急増地域の自治体では， Ｔ ｾ Ｕ 年前から宅

地開発指導要綱 ICよる一定の民間開発の コントロ ールをはじめたととろ

がふえている。乙の開発指導要綱の内容は，自治体! とよって差があるが

概していえば，①宅造や道路やプレイロット ・上水道・排水路などの最低

水準の維持，②小学校 ・都市公園その他の公共施設に対する開発者負担

の請求という 2 つの面をもっているといえよう。従来，わが国の宅地開

発の主体をなしてきたものは区画整理であったが，公団 ・公営や供給公

社の団地，さらには比較的大規模な民間ディベロッパーの進出によって，

自治体の苦肉の自衛策として宅地開発指導要綱が出現したといえよう。

乙れは，①の観点からみると ，比較的まとまった土地を開発する大地主

や民間ディベ ロッパーが中心をなしてきたアメリカなどで用いられてき

た 「宅地区画基準 (Land Subd i  v ision  Codes) と同様の性質をもつも

のであ り，大型ディベロッパ一対策としては効果のある方式である 。た
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望ましい住環境をつくるために

t::_' ，わが国の場合，その内容規定はまだまだ貧弱であり ，せいぜい宅地

造成基準や道路基準にとどまっている。とんどは，住宅の密度や公共施

設の配置 ・都市計画との適合性 ・下水処理など，より内容を高度な もの

へともってゆく必要があろう。府県レベ J レの都市計画との関係を気にす

る向きもあるが，むしろ，現行の都市計画ではカバーできない地区計画

の先進部分としてとれを発展させるよう ，都市計画の方からのパックア

ップ乙そ必要であると恩われる。②の負担方式の問題については，公共

施設を新たなる来住者( C : 負担させるのは税金の二重取りであり ，ただで

さえ苦しい個人の住宅 ・宅地取得能力にプレーキをかけるのではないか

という意見がある 。本来的にいえば，自治体にそうした大型ディベロッ

パーの進出にともなう公共施設の整備能力がない場合 ，その開発は拒否

して然るべきである 。たとえば，英国の都市計画で行なっているように，

ディベロッパーへ公共下水道への接続を義務づ‘ け，公共下水道の整備が

すすむまでそれがたとえ開発許容地域であっても開発を待機させるとい

った方式乙そ ，居住水準を維持するために必要なのである。しかし，わ

が国の急激な人口増加と公共施設予算の貧しさの相互関係からして，そ

うもばかりいっておれないから ，止むを得ず開発を認めて，そのかわり

公共施設の先行整備を義務づけるのは，自治体として当然なすべき対策

である。しかし，最終的には公共施設負担が居住者の負担となる乙とに

は問題があり ，開発原価を据置いて，若干の利子負担を加えたコストで

自治体が長期的にディベロッパーから寅いとる方式の方がのぞましいと

恩われる。現在のように地価の上昇がいちじるしい場合は ，やはり何と

しても先行整備を義務づける方式は ，自治体 ・既住の住民 ・そして新し

く来往する住民 ・またときにはディベロッパーからみても共通の同怠が

得られると思う。乙の方式で問題となるのは，小規模な開発の場合で，と

くに文化住宅や木質アパート ，低賃な建売住宅な どの零細な住宅の場合

であろう。乙の場合，①の点では，それらの小規模な開発が自治体都市

計画，乙とに先( C : のベた地区計画のなかで正しく位置づけられねばなら

ない。幹線道路とゾーニングの今日の都市計画には ，住民の居住生活に

とって大切な地区計画が欠落しているが，自治体レベ J レでは独自に計画

し，ディベロッパーに その立地と施設水準の維持を求めてゆかねばな ら

ない。②の点では，標準的な公共施設のコストの負担を個人にさせる乙

とは， もともと零細な宅地・住宅コストのなかでその比重をいちじるしく

大きくし，その結果，宅地 ・住宅の購入者や借家人の負担率が高くなる。

もし住居者負担能力が一定とすれば，宅地はより狭く住宅はより粗悪に

なるのが現状である 。乙乙 lζ 宅地開発指導要綱の限界があらわれざるを

得ない。自治体が「低賃住宅お断り」政策をとるととは，理論的には正

当であり ，その責任は政府にあるととは明らかであるが，現実に閉め出

された階層の住宅はいっそう高価で低質にならざるを得ない現状では ，

簡単に割り切れない気持がの乙る。

一方，既成の市街地でも ，近年マンション建設にともなう日照権その

他の問題が生じている 。現在は まだ散発的な発生にとどまっている が，

乙れらは ，将来急ピッチで増加してゆくであろう。いわば，パラ建ち再

開発スプロールとなる公算が大であるか ら，すでに一部の自治体ではじ

めているように ，個別再開発についても ，再開発指導要綱をもってのぞ

むととが必要と思われる 。

7. まちづくりプランと住民運動

現在のわが国の都市計画では，7 スタープランと重要施設の計画，土
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地利用計画とはいえない地域 ・地区規制計画があるのみで，居住地ユニ

ットや小学校 ・歩行者のネッ トワーク ・子供のあそび場 ・日照権など

は，何らの行政的保障も与えられていない。やがては ，地区計画の制度

を確立する必要があろうが，財源の保障もないままに安易に乙れを全国

一律の法制でもって拙速でやるよりも ，まず各地区ごとに住民の力によ

る「まちづくり運動J を実践していく乙との方が大切で・ある。今日の大

都市の居住地では，地域差 ・階層差がいちじるしく，かっそ乙で生じて

いる問題も多様である。標準的なものは，シビJ レミニマム方式でもって

かさ上げするととは有効であるが，各地区では，①各問題相互のウ ェイ

トが乙となる乙と，②居往環境はたえす、要素相互聞のバランスを必要と

しているとと，つまりは ，地区どとの総合性をもたねばならない乙と ，

①住宅 ・居住地環境をかえる力は住民であり ，それには現在の状態を住

民自体がどう認識し要求を出し速動として発展させ自治体を変革するか

を抜きにして政策の変換はあり得ないととからして，i まちづくり運動」

のもつ今日的意義は大きい。まちづくり運動には 3 つの段階がある。①

居住水準を乙れ以上悪化させないとと ，②居住水準を部分的に改善して

いく乙と ，③部分改善の限界に達した場合，それを全面的にっくりかえ

る乙とである。①は ，現在のと ζ ろ居住地の内部で生じるものよりも，

外から持ち込まれるインパクトが多い。幹線道路 ・高速道路 ・新幹線な

どは ，既存の地域社会を分断し沿道に公害や災害をふりまき，用地質収

によって零細な権利者や借家人の生活条件をおびやか しているのが現実

である。さらに ，空港 ・コンビナート ・発電所などの公害問題があり，

民間ディベロッパーのヒツレによる日照問題 ・ボーリング場や風俗施設の

立地などがある。 乙れらが住民の居住水準を低下させるものであるかぎ

り，住民の反対運動やその拒否権には正当性がある 。もとも と既成市街

地で，用地と築造 ・舗装などの直接コストだけで，幹線道路を建設しよ

うとする点κ 間違いがあり ，沿道の環境対策コストを道路コストのなか

に完全にふくめるととなくして，都市開発と環境保全のバランスはあり

得ない。多くの場合，まちづくりは，乙うした現行都市計画事業の否定か

らスタ ー卜するのは皮肉な現象である。②は，住民の生活要求を契機と

するが，注目されるのは ，①の運勤を経過した地区の住民の聞に地区の

環境 IC対する認識と改善要求が発展しているケースの多い乙とである。

つまり ，現在の状勢のもとでは ，反対運動という「住民参加」を基礎に

「住民主体」のまちづくりがスタ ー 卜するケ ースの多い乙とが注目され

よう。子供のあそび場 ・交通規制 ・保育所づくり ・排水の改善などの地

道な努力がつづけられている。

今日のように住宅要求が持家主義イデオロギーで分断されている状況

のもとでは ，おそらく住宅政策に対する要求は，ひとつには一般世論の

盛り上りによるにしても ，いまひとつには乙うした各地域での地道なま

ちづくり運動をもとにした住宅整備や再開発要求の発展に注目する必要

があろう。事実，①および②の迩動プロセスのなかから ，再開発や区画

整理事業においても，借家人の居住権をまもる運動や公営住宅の建設や

あっ旋を求める要求が高まり ，実践されている例もみ られる。

居住地環境改善計画は，乙うした住民運動，さらには自治体運動にさ

さえられ，政府の都市計画 ・住宅政策 ・地域政策 ・土地政策の変革を求

める自治体要求としてまずスター 卜するもので・あろう。その発展の方向

が，1990年になっても，大都市住民がなお文化住宅や木賃アパー卜， あ

るいは過密な 2 D Kから脱却できないでいるか，あるいは，はじめにの

ベた住宅 ・居住地のより高い目標水準を達成 し得るかの岐路になろう。

〈みむら ひろし 京都大学工学部助教授 ・都市計画)



「住民参加論」の諸相

広 原 盛 明

1. i住 民 参 加論」 の 背景

全国津々浦々で嵐のようにまき起っている住民運動を前にして，い

ま，さまざまな「住民参加論」が登場してきでいる。国政，地方行政を

関わず，保守 ・革新自治体の区別なく ，政治家も官僚も学者もジャ ーナ

リストも一体となって「住民参加論」の大合唱が行われている。

「よらしむべし。知らしむべからず」 一一頭の先から爪先まで絶対主

義的な発想でおしすすめられてきた乙れまでの地域開発や都市開発は，

乙乙数年来，住民運動の猛烈な抵抗にあって，若干でも目先を変えなけ

れば事業そのものを行う乙とが困難になってきた。事業を円滑にすすめ

るためには，政府や保守自治体といえども「住民参加論J を唱えな けれ

ばならない。乙乙に「住民参加論」が体制御jから大きくとりあげられる

必然性がある。

第二1 ( ，革新自治体の拡大，発展にともなって，行政の側からも住民の

仮1]からも住民参加への要請がたかまっているとともあけなければならな

い。限られた地方行財政制度の枠内で，日ごとに高まっていく住民要求に

いかに応えるかを考え，住民要求を阻んでいるものを明らかにし，婆求実

現のためにともにたたかうととをよびかける住民参加論の拾頭である。

現在，さまざ‘ まなかたちをとって登場してきでいる住民参加論は ，基

本的には乙の相異なるふたつの思想の対決にほかならない。それがどの

ような美辞麗句1 ( 飾られていようとも ，究極的にはどちらの方向にむか

うのか，すなわち住民自治の実質化に貢献するのか，それとも ，よりた

くみな資本や官僚による支配を強化するのかが，たえず問われな ければ

ならないのである。

本稿では主として都市の住環境形成に関連の深いいくつかの住民参加

論をとりあげながら ，それがいかなる脈絡のもとに主張されているかを

検討してみよう。

2. 広報・公聴型の 「住 民 参 加論 J

住民参加の第一歩は事実を「知る」 ζ とからはじまる。広報 ・公聴活

動が重視されるゆえんである。乙れは「知らしむべからず」的発想の転

換として大いに評価しなければならない。だが問題は，どのような内容

がどのような方法で知らされるのかというととである。住環境形成の法

的な裏づけとなる新都市計画法では乙の点がどのように規定されている

であろうか。

新都市計画法の第凶条「公聴会の開催等J ，第17条「都市計画の案の

縦覧等J ，のいわゆる「住民参加条項J の作成にあたっては，建設省都

市局はつぎのような堂々たる態度を表明している。

「都市計画は，直接 !C市民の権利義務に関する乙とを定めるものであ

るので，都市計画の策定あるいは決定に当つては，充分一般住民の意見

が反映される乙とが好ましいのはいうまでもない。都市計画における市

民参加の仕組みは，国の政治的経済的社会的歴史的特殊性によって各国

によって異っているが，特にアメリカでは公聴会等の市民参加の方式が

極めて充分に採り入れられている 。わが国においては ，市民参加の方式

望 ましい住環境をつくるために

lζ ついては消極的κ巡用されてきたきらいがある 。そ乙で，新法では，

都道府県知事又は市町村が都市計画の案を作成する段階において必要

がある ときは，公聴会の開催等住民の窓見を反映させるために必要な措

置を講ずるとともに ，都市計画を決定する ときは，都市計画の案を 2 週

間公衆の縦覧1 ( 供し，関係市町村の住民又は利害関係人は，意見書の提

出をする乙 とができる乙ととし ，都道府県知事が当該都市計画の案を都

市計画地方審議会に付議するときは，提出された意見書の要旨も併せて

提出するととと している。乙のように ，新法は，公聴会，縦覧，意見

の処理を制度化したのであるが，ζ の制度を活用して充分市民のための

都市計画が円滑に推進されるととが期待される( 傍点筆者〕 ω J 。

乙れは ，建設省都市局都市計画課編の都市計画法の解説であるから ，

一応，政府の公式の発言とみなしてよ いであろう 。大体，政府の考えて

いる「住民参加J は，とのような広報 ・公聴型である 。

乙の政府の「住民参加論J が本物なのかどうか，それとも単なるタテ

マエにすぎず，別のと乙ろにホンネがあるのかをさぐるにはふたつの方

法があ る。ひとつは，関係者が発言しているあらゆる資料のなかから ，本

当のねらいが出ていると乙ろをさがし出す乙とである。もう ひとつは，

政府が高く評価し ，乙れからお手本にしようとしているアメリカでの広

報 ・公聴、活動が本当に有効な住民参加の形態になっているかどうかを明

らかにするととである。

まず第ーの方法によれば，新都市計画法の立案に中心的な役者jをはた

した当時の都市計画課長 ・大塩洋一郎氏の著書「新訂都市計画法の要点」

のなかに第16条，17条についてのつぎのような解説がある 。

「両規定ともいずれも住民等の意見の反映を図る乙と が目的の規定で

あるとともに ，従来，旧法下でとかく問題となったよ うに ，決定後また

は事業が着手される段階になって，住民から" 知らなかった " とか "今

始めて知った " などというよ うな文句の出ないように して事後の手続き

の円滑化を図るためにも必要であるわけです( 傍点筆者) ∞」。

まことに「要点」にふさわしい解説である。乙乙では「住民参加条項」

作成の目的が，実は「事後の手続きの円滑化」 κ あり ，公聴会や縦覧は

そのための住民に対する「事前の口封じ」の手段にすぎないととがはっ

きり と浮きぼりにされている。

ついでアメリカの広報 ・公聴型住民参加の実態の紹介lζ 移ろう。すで

に，7 ーチン ・アンダーソンの「連邦政府フソレド ーザー ( 邦訳『都市再

開発対策一ー その批判と分析J ・鹿島出版会) J に徹底的に批判されて

いるよう に，アメリカの都市再開発は，一見民主的な住民参加の形式を

とりながら ，その実は，小市民から土地をとりあげ，黒人を中心とする

低所得者屈を一掃するきわめてファッショ的な政策である。

乙のと とは，都市再開発がどのようなプロセスを辿るのかを追ってみ

れば非常によく分る。

まず再開発事業のスタ ート !C当っては，再開発組織として「再開発公

社」がつくられるが，問題は最高執行機関である理事会の構成である。

ちなみに ピッツパーグ市の再開発公社の 5 人の理事の内訳は， us スチ

ール前副社長，メロン銀行副頭取，市長，市議，市教育委員である ω 。

ζ の5 人の下で専門スタッフや コンペによってプランがつくられるが，
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理事会がどのような階級，階層の利益を代表しているか，その全権のも

とでつくられるプランがどのような性格をもつかはいわず、もがなであろ

つ。

プランがきまれば，公聴会で住民の賛成を得るために広報活動が開始

される。その内容が当局側の観点からのものになるのは当然である。

"世論操作" や" 世論誘導" と批判されるのも無理はない。提供される

情報が住民にとって的確なものでなければ関心は高まらない。大規模な

再開発事業が周囲で現在進行中で，しかも将来再開発事業が行われる予

定の西フィラデJ レフィアにおいてさえ，5 つの比較的貧しい近隣地区の

住民の過半数が，再開発事業の内容を知らなかったという ω 。

いよいよ公聴会である。ポス トン市では ， 1年聞に 2∞ 回以上の公聴

会が開かれ，プランの改訂と住民の説得というフィードパックがくりか

えされた。そしてある地区では， 6，5∞人の住民のうち 1， 5∞人が最終の

公聴会に出席し， 反対はわずか 4 人であったという∞。圧倒的な成功

である。おそらくとのような事例が日本の政府の高く評価するととろで

あるら しい。

だが乙乙でわれわれが注意しなければならないのは ，アメリカの公聴

会のきわめて巧妙な仕掛の乙とである。公聴会ではプランの内容に関す

る乙とが討議されるが，土地の買収の問題はいっさい含まれていない 。

したがって地主はプランそのものには「大変結構」という乙とで同意し

たけれども，いざ買収となった段階では 2 人の不動産鑑定人によってつ

けられた地価が余りにも低いのに驚き，抗議したり訴訟にもち乙む乙と

が多い。しかしその時はすでに遅く ，土地が強制収容される比率は非常

に高いという∞。

乙のような "公聴会" に対しては，さすがに批判が高まってくるなか

で，連邦政府は単なる公聴会だけではなく ，i 計画全般に亘る市民参加」

を打ち出した。しかし ，乙の場合の「市民参加」の実態は ，地域の名士

やボスを結集した「市民助言委員会J の組織化にすぎない。既存の地域

組織を若干再編戎した乙の委員会は ，一般市民の運動を分派活動として

非難 し，事実上，当局 D プラン実施を側面1から推進する "翼賛委員会"

となっている的。

乙れが， i民主的」だと いわれる アメリカの再開発の広報 ・公聴型

「住民参加」の実態である。

3. 住民負担型の 「住 民 参 加 論」

住民の意見をきくふり lまするが，その実は当局の計画をたくみに実施

していく一一乙んなやり方がだんだんむつかしくなってくると， 住民要

求はある程度受け入れるが，その代り費用や責任は住民にもってもらお

うという「住民参加論」がでてくる。

乙れは，乙れまでも行財政の「合理化」のイデオロギーである「受益

者負担論J i高福祉高負担論」が， i住民参加J という衣をまとって f

てきたものにすぎない。

乙の種の主張は枚挙の較もないが，代表的なものとして，経済企画庁

国民生活審議会の答申「コミュニティ ー一生活の場における人間性の復
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活J ，および，自民党の「都市政策大綱」をみれば充分である。

前者は，最近のコミ ュニティ ・ブームの先がけとなったレポートであ

るが，コミュニティを「従来の古い地域共同体とは異なり ，住民の自主

性と責任制にも とずいて，多様化する各種の住民要求と創意を実現する

集団」と住民の自主性を強調しながら，要求実現の方法については「コ

ミュニティが十全に機能するためには，構成員が社会における J レールを

厳守する乙とが要求される。権利の主張ICは責任が伴う。行政サー ビス

についての要求には負担が伴う。構成員の自覚と責任において提出され

る要求は ，それがいかなる方法で，いかなる負担を伴って実現される も

のであるかという点についての認識が明確でなければならず，一方的な

権利主張lζ 終始する態度であってはならないのであるゆ点筆者) ∞」と，

たくみに行政の責任を住民に転嫁する 。

自民党の「都市政策大綱J IC至つてはもっと露骨である。「近代化され

た都市の利益を享受するものは，相応の対価を払わなければならないJ

として， i 大都市では住民IC多くの便益を与えるため ，近代的な都市施

設への巨大な投資を必要としている。しかし誰が費用を負担するかとい

う資金調達の前提を無視しては，都市整備の対策が成り立ちえない。し

たがってその解決は税金によるか，公僚に頼るか，公共料金をあげる

か，あるいは公共事業を民間事業に移すかの方法しかない。乙の四つの

いずれも欲しないという提案は ，なす乙となく過密を放置し ，金でなく

肉体で苦痛を支払うことになる∞」と ， まるで干す迫まがいである。 そ

してこの場合の「住民参加J とは ，与え られた枠内で- 四つの方法のいず

れを選ぶかという "不毛の選択" の強要にほかならない。

この住民負担型の「住民参加」についても ，やはりアメリカではすで

にいくつかの例がある。その代表例は，住民投票によって承認されたと

するサンフ ランシスコ市の港湾高速鉄道( B A R T ) の建設事業である。

B A RT 公社そのものは ，1957年にカ J レフオノレニヤ州議会で承認されて

いたが，1962年lζ サンフランシス コを中心とした 7 つの郡で，つぎのよ

うな前提条件のもとに住民投票が行われた。

まず B A RT 公社から住民に呈示した交通サービスは ，

①各駅lζ 駐車場をつくる ，①ラッシュ時には90秒間隔で運転する ，①車

内はサ ロンのように快適にする ，④欽軌道は高速道路にそって建設する，

③高栄の下は公園にする ，⑥身障者は車椅子で乗れるようにする ，の6

点であった。高速鉄道システ ムとしての内容は大変すぐれている 。住民

にとっては異論のあろうはずがないーーと思われるだろう。

だが投票の結果，乙の建設事業lζ 賛成したのは，サンフランシスコ ・

アラメダ ・コントラコスタの 3 郡だけで，しか も，賛成投票数は必要賛

成投票数をわずか 1 ｾぢを越える Ｖ Ｑ 必というギリギリのものであった。残

りの 4 郡の住民は乙れを否決 したので=ある。

理由は ，乙の高速鉄道の建設とひきかえに，従来 596だった取引高税

が0. 596アッ プして5. 57ぢにする乙と ，きらに特別不動産税を新たに課税

することが投票の前提条件となっていたからである。乙うして，建設に

賛成した 3 郡の住民は，約 7 億ド J レに達する巨額の建設費を，新税と税

率アップによって負担する乙 ととなった川) 0 まさに「高福祉高負担」

の「住民参加」である 。



4. コミュ ニテ ィ支配型の 「住 民 参 加 論」

体制側の「住民参加論J のもっとも高度な形態は，コミュニティ支配

型ともいうべき「住民参加論」である。乙のタイプは ，もっとも高度で

総合的な性格をもつだけに，広報 ・公聴型の要素も住民負担型の要素 ら

あわせて含んでいる。しかし ，第 九 第 2 のタイプと異なる点は，乙の

型の「住民参加論」の目的が，なによりも地域住民の政治的支配{ζ 重点

カ王おかれている乙 とであろう。

先にのベた国民生活審議会の答申では，コ ミュ ニテ ィの役割のひとつ

に「住民要求統合の場J としての機能をあげ，そのねらいをつき. のよ う

にのべている。

「生活の多様化 ・高度化lζ 伴って，住民の間からは各種の不満や要求

が生じてくる 。住民相互間の対立もある。乙のような場合 lζ は，コ ミュ

ニティは住民間の問題や要求を統合するための一つの場としての後能を

もっ。コミュ ニティは住民から生ずる各種の不満と要求の間の利害を構

成員の合怠K 基き合理的に調整する( 傍点筆者) ( l l )  J 。

かつて，地域住民を土地{ζ しばりつける乙とにより成立していた地主

や小生産者居を頂点とする半封建的な地域支配機構は ，いまや資本自ら

の運動法則によって大きく崩れ去ろうとしている。農村の過疎化，都市

での激 しい労働力流動化がいやおうなく，住民を地域からひきはなし，

かつての支配機構に大きい裂れ目をつくっていく。乙れは体制側にとっ

ては大変深刻な事態である 。裂け目は縫わねばならないし，また「コミ

ュニティ」という名の新しい袋として縫い直されねばな らなむ、。

地域にいまお乙っているのは ，地域としての問題なので，決して国の

政策や政治からでてくる ものではない。みんなが知恵を出しあって栢談

すれば必ずよい解決の方法が見つかる。そのためにはお互いに責任ある

態度で，良識ある要求をまとめてい乙う 一一 「コミュニ ティ主義J とい

われる乙のような主張は， 住民の階層格差から必然的lζ 生れる住民要求

の質的なちがいを「統合J という名のもとに捨象して要求のエネルギー

をうすめ，住民の対立の「合理的に調整」するととによって，対立の原

因となっている矛盾を夜いかくし，結果としては地域住民のかかえてい

る問題を国家的レベルて、の政治問題化していく乙とを極力おさえる反動

的なイ デオロギー となっていく 。 つまり地域における階級的矛盾の激

化を ， i なかよしグループ」的な心理的共同体意識でもって防どうとす

るのである。

かつて社会福祉活動や保健活動の技法と して整備されてきたコミュニ

ティ ・オーガニゼー シヨンは，いまや地域全般の行政システムのなかに

採り入れられる乙とによって ，きわめてイデオロギー的色彩をおびた包

括的な 「住民参加論J として変貌をと げつつある。

5. 民 主 的 地 区 分 権 型 の 住 民 参 加 論

体制側の「住民参加論J ，ζ 対するアン チ ・テーゼは，それではいった

いどのような形態をもつべきであろうか。いま全国の革新自治体で緩索

ミされているさまざま な住民参加論を とり あげて整理し，評価しうるだけ

望 ましい住環境をつくるために

の資料が残念なが ら私の手もとにはない。またわずかばかりの入手 した

資料 も，いわば「机上プラン」の段階のものが多く ，歴史的な検証に耐

えたものが少ない。革新自治体が輩出してきたのが ζ 乙数年来であると

とを思えば，乙れ も無理のない乙とだといわねばならないであろう。

いずれとの課題は近日中にはたさなければならないと しても，本稿で

は，筆者がどく最近訪れたすでに数十年近い歴史をもっているイタリア

の革新都市 ・ボロ ーニア市の民主的地区分権型ともいうべき住民参加論

を紹介するにとどめたい。

1969年 5 月16日 ・17日，ボローニヤ市でひらかれた 「都市の民主的地

区分権に関する全国会議」の議事録によれば，民主的地区分権について

のつぎのよう な簡明なイン トロダクシ ョンが付されている 。

「地区分権の歴史をふりかえってみると ，1955 年にボローニヤ市に

( 地区分権の) 委員会がつくられた時点 lζ 端を発し ，19ω 年 9 月 IC民主

的行政地区分権というテ ーマの下 IC ( ボロ ーニヤ市が) 14地区に分割さ

れ，そ乙での業務がとり行われる市民センタ ーの必要性がとりあげられ

た。 1963年 3 月には，各地区民主組織を委任される地区委員と市長補佐

{ζ 関する規約が作成され， 1964年 4 月には中心地区を除く地区に於て委

員選挙と( 市長) 補佐指名が行われ ，6 月には任命式が行われた。

1967年 2 月には 4 名の中心地区委員が任命され，市は 18区lζ 分割され

た。地区分権は，管理行政機能の合理化のみな らず，市民が自由 lζ 参加

と使用し得る場所を作るととを意図したものであり ，権限 と責任の中央

行政部から非行政管理者への分散の過程である。

また，前の経験か ら，行政管理地区分権が市民参加の一手段であると

とが証明され，地区が大きな役割を果している乙 とが明らかにされた。

地区分権は，スロ ーガン ，またはすべての病気を直す万能薬ではなく，

市の文化( 分化か ? ) からその重要性，存在意義が感じられて初めて真

!C民主的であり能力的なものとなる。また乙の都市の地区分権は， (州

の) 地方分権とい う大きな拡がりをもち ，それは，行政，権力に おける

国家の再編成をうながす ものである 。そ乙においては，各個人が一個の

市民としてだけではなく，社会の一員として，我々の社会を形成する一

都として認められるであろう。地区分権を市の文化( ? ) および参加を

効果的にするのは， 余裕と柔軟性であり ， 殺すのは強制的規範であろ

う。(傍点，括弧内の書入れは筆者) ( 12)  J 。

人口約(jJ万のボロ ーニア市は，現在 18の地区に分けられ，それぞれの

地区には20人の地区評議員と l 人の市長補佐，それに地区のオフィスに

働く相当数の職員がいる。 20人の地区評議員は，そ乙での政完; 別得票率

にしたがって比例配分され，各政党から提出されたリス トに基づいて市

議会で選出される 。市長補佐は市長の推せんICもとづいて市議会が任命

する 。ボロ ーニア市は革新政党が圧倒的多数を占めているが，市長補佐

のなかには少数派であるキリスト教民主党員もいる。乙うして，人口約 3

万人ぐらいの地区!Cは，いわば小市議会と小市役所が出現 したのである。

地区評議会のあつかう問題はきわめて多様な範囲に亘っている。しか

もその問題は単にその地区での乙とばかりでなく ，ボロ ーニア市全体に

かかわる重要事項にもかかわっているととが特徴である。 1964年か ら

1969年にいたる地区分権のいわば第 I 期ともいうべき時期においては，
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地区評議会のお乙なった主たる活動の内容はつぎのようなものである。

(1)  予算編成および予算執行の重要時期における監査，決算期における

監査への討論，参加。

(2) 予算にくみ乙まれた地区の支出面の管理，変更。

(3) ボローニア の都市計画一- (! )丘陵地の自然保護とレクリ エーシヨン

開発，②歴史的中心地区の保全，③新副都心の建設に関する討論と参

加。

(4) 生産活動，平和運動，その他。

1969年から現在にいたる第E 期は ，あらゆるレベルにおける公共的権

利の地区の自主管理をめざして，内容的lとも ，機構的にもいっそうの前

進がもたらされつつある。

まず機構改革と しては，地区評議会の職務を発展させるために ，諮問

委員会を各種の問題どとに結成する乙とか布議会で認められた。乙の委

員会は，資料蒐集や情報提供の機能ばかりでなく ，委員会により関心の

深い多くの市民が参加する乙とによって，市民参加の幅を拡げていく と

いう目 的も兼ねそなえている。 1972年現在，乙の種の委員会に参加して

いる市民の数は，ボローニア市全体で約 2.C別人に達するといわれてい

る。

活動の内容に関 しても画期的な前進がみられる。それは，地区を綜合

的な行政の基本単位として実質化させようとするつぎのような数々のす

ぐれた試みである。

(1)  医療業務の革新のために，地区を新しい保健衛生単位として設定

し，従来診療所がはたしてきた役割のほかに ，予防医学および労働衛

生学にかかわる問題ともとりくみ，地区の労働環境をあらゆる側面か

ら改善していく乙 と。

(2) 学校教育の革新のため，乙れまでの教育機関との不断の接触K 加え

て，学校の場所選定，カリキ ュラム ，給食等に関するすべての問題に

地区の管轄権を強めていく乙と 。なおそのために，地区教育委員を任

命し ，対策にあたる乙と。

(3) スポ ーツ，文化活動を発展させるため ，既存の施設の効率的管理に

加えて，空地利用 ，施設計画，運営資金の配慮などレクリエ ーション

活動の積極的拡大にあたる乙と。

(4) 市民生活をより近代的な共同体生活K 発展させるため，各地区K 管

区長に率いられた管区重量察を設け，違反防止 と市民教育に従事させる

乙と。

(5) 多様な市民参加を保証する物理的空間，市民センタ ーの計画に着手

する乙と。

(6) 市役所の行政機構をいっそう市民生活に密着させるために ，地区

のオ フィスを拡充させる乙と。と同時に ，市役所 IC 電子計算機を導

入して ，ボローニ ア市全体としての行政資料の集中的管理を図る 乙

と。

以上が第 E 期のそう大な方針であるが，ボ ローニア市議会は，いまや

乙のような方向がイタリアの地方自治体法第 155 条にもとづいて可能で

あるとの確信のも とに，イタリア政府に対して，市町村の民主的地区分

権K 関する支出を園が認めるようつよく要望している。
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6. 住 民参加 とはなにか

乙の全国会議のあいさつに立った当時のボロ ーニア市長，グイド ・フ

ァン ティ氏( 現在は新しく発足した エミリア ・ロマ ーニ ア州知事〉 は，

投票権を通してのみ表明される参加というものはきわめて 不充分であ

り，ほとんど欺臓に近いものである乙と ，人民主権とは権力の行使を意

味し，投票権の行使が重要なのは，それが権力の行使を可能にする場合

だけであると，端的K 住民参加の本質を語っている。そ して，資本の無

秩序は生産活動によってひき起される歪みを防止するためには，経済活

動iζ 対する介入，計画，立案を行う実質的な権利を自治体や住民が獲得

する乙との今日的な重要さを強調し，との実質的権利なく しては，いか

なる民主的地区分権も住民参加に対する提案も甘い夢 !C終るだろうと警

告している。

つまり ，住民参加とは人民主権への第一歩であり ，権力行伎の具体化

にほかならない。したがって，グイド ・ファン ティ氏は， ボローニアで

の民主的地区分権が，多様な市民の底辺からの直接参加を促 した乙と ，

市民生活と都市の社会業務についての自主的管理が可能 となりつつある

ととを率直に評価しながらも ，同時に ，市町村，都市におけ る民主的地

区分権化の動向を国家的レベルまで、拡大し ，民主的参加の問題K 対する

国民の意識を高め ，イタリア IC真の経済的，政治的民主主義を獲得 して

いく闘いに対して，乙の民主的地区分権が新しいカと なって貢献しなけ

ればならないと強調するのである。

1971年，戦後制定された共和国憲法に規定されながら ，保守党政府に

よってサボタ ージュされつづけてきた州政府が発足した。地方 レベルで

の分権が具体化しはじめたのである。そして， グイド ・ファンティ氏

は，新しくできた州知事の l 人に選ばれた。

また ，乙のような行政改革と平行して都市 ・市町村では ，労働組合，

革新政党，住民組織の日常生活レベルで・の共闘も着実に発展している。

ボロ ーニア市には ，地区分権』とともなう市民センタ ーの構想をまつまで

もなく ，すでに戦前の段階から ，革新政党，労働組合，住民が金を出 し

あってつくった「カサ ・デノレ ・ポボ ーロ( 人民の家) J があり ，現在は

18の地区のすべてに設けられている。

集会場，学習室，政党地区事務所，労働組合地区事務所，ビアホ ーJ レ，

ノf ー，玉っき場，柔道場などの設備をもった ，名実 ともに市民，労働者

の憩の家である。夕食後三々五々集まってきた人たちは， ビールをの

み，玉っきで楽しみ，柔道で汗を流す。二階，三階では政治問題につい

ての真剣な学習会が行われている。いわば，日常生活の原点と国家レベ

J レの問題が ζ 乙では湾然一体として融合しているのである 。

7. お わ り に

国民生活審議会の答申は ， i行政におけるフィ ー ドパック回路」とし

て，住民参加の構図をつぎのように描いてみせた ( 3) 。

①行政の内容を決めるにあたって，住民の意見や要望を吸収する

( 公聴) 。
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② とれlζ 基づいて行政の内容を決める( 行政の対応) 。

① 行政の内容を広く住民に知らせて理解を求める( 広報) 。

④ 住民間の討議が行われる( コミュニティの発意) 。

⑤ 再 び そ の 反 響 をつかむ( 公聴) 。

② 

政イ丁 イ本

① 

公

③

広

報

聴

{主 民

乙乙 1<:: は現体制を全面的に肯定し ，維持しようとする以上，行政技術

としての住民参加はあるが，政治活動や労働運動は意識的に省かれてい

る。また コミュニテ ィはもともと「脱政治J r脱運動」の装置として生

み出されてきた。

乙れに対して， 民主的地区分権型の住民参加を実践しているポ ロ

ーニ ア市の構図をかけば， それはおよそつぎのようなととになるだろ

っ。

⑥ 

|地区オ フィスH 地区評議会 |

① 

② 

f主 民

① 市から直接に住民 IC対しての広報。住民から市や市議会に直接にあ

るいは市会議長を通しての要請。

② 地区評議会からの広報，討論会の開催。住民から地区評議会への要

請，あるい は委員会参加。

① 「人民の家」で三者の日常的交流。政党，労働組合，住民組織の主

催する集会，学習会lζ 住民の直接の参加。

④ 三者の協議事項の地区評議会への要請。地区評議会からの三者への

諮問。

⑤ 市議会か らの地区評議会への諮問。 地区評議会での討議内容の報

告，要請。市長 と市長補佐会の会談。

⑥三者の上部団体を通しての市，市議会への要請。市，市議会幹部と

三者の幹部の懇談。

国民生活審議会とボロ ーニ ア市のいずれの住民参加が実質的であり，住

民の要求1<:: 応えうるかは ，今後，さらに検討が必要とされる が，その歴

史的検証は，やがてまもなく日本の革新自治体の前進 ICよって叶えられ

る乙とであろう。

註( 1 ) 建設省郁市局都市計画課編「郷市計商法解説」全国加除法令出版 1970年 P . 19  

( 2) 大塩洋一郎著「新町都市計画法の要点 J 住宅新報社 1970年 P84- 85目

( 3 ) 日本地域開発センター編「都市開発と民間企業一一アメリカにおける実際例」

至銭堂 1968年 P. 61 

( 4  ) 本城和彦著「社会発展段階 IC応じた住宅地再開発のあり方一一アメリカにおける再開

発の研究」日本住宅公団計画部市街地住宅課 1967年 P  .181. 

( 5)  ( 6 ) 日本地域開発セ シター編 前褐嘗 P. 63  

( 7) 本 城 和 彦 箸 前 掲 書 P. 183

( 8 ) 国民生活審議会編「人間環境整備への指針」大蔵省印刷局 1971年 P . l∞ 

( 9 ) 自由民主党「都市政策大綱J l 968年.

(10)  1972航空宇宙ショー脇謙会編「トランスポ72ガイドプ γ クJ 1972年 P  .27- 28. 

( 11) 国民生活審議会 編 前 掲 書 P. 1l 4.  

( 12)  C OMU NI  E  DE C E NT R A ME NT O At t i  del  1  Convegno nazi onal e sul  

decent r ament o democr at i co dei  Comuni  Bol ogne 16ー 17 maggi o  

1969. 神戸市企画局調査部釈 「市政調牽ー海外文献シリ ーズ No.2J .1972年 P. 5.

なお，ポロ ーニ ア市の民主的地区分布の内容につ いては，乙の会議録と自治体問題研究所の

悶査活動に負っている。

Ｈ ＱＳ Ｉ 国民生活審議会前掲ｾ P . 1l 6. 

( ひろはら もりあき 京都府立大学助数浸)
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行 財 政 制 度 の あ り 方

池 上 惇

は じ め に

現代社会において，住宅建設の賞用を評価するばあい ，つぎの二つの

とらえ方がある。すなわち ，

(1) 住宅資は窓法によって保障された国民の生存権の一部分であるか

ら，低廉で，快適な居住条件をもっ住宅を政府は国民lζ 提供する義務が

ある。

(2) 住宅資は労働力 として企業などではたらく人々の生活費の一部分で

あるから ，企業の成長を阻害しない範囲で企業や政府が負担し ，のとり

は，勤労者の自己負担とすべきであり ，企業の成長を阻害 してまで，企

業や政府が負担すべきものではない。

いま ，第一の立場を「国民の生存権」の立場からの住宅資のつかみ

方，第二の立場を「企業の労働力管理政策J からみた住宅2費主のつかみ方

として要約すると ，それぞ

るための 「行財政制度J がありうる ζ とlにζ なる 。日本の政府の立場は，

戦後一貫 して産業，企業優先であったので，その立場からする行財政制

度は，政府と企業にとっての住宅資の負担を最小にし ，住民負担の増大

によって住宅関連企業一一不動産，鉄鋼，セメント ，建設，アルミ ，プ

ラス チック ，ガス ，水道，電気等々に市場と利潤を保障するような行財

政制度であった。生存権保障の立場からする行財政制度は，ζ の現行の

制度の欠陥を是正する以外11 : は具体的な手がかりはありえないのである

から ，まず， i労働力管理政策の立場からみた住宅行財政の問題点」を

考察してお乙う。

A. 労働力管理政策の立場からみた住宅行財政

現行の政府の住宅政策の基本的特徴は，ほほつぎの諸点に要約する乙

とができる。

第一は ，資本蓄積と高度成長のため K ，産業基盤整備を優先し，住宅

を中心とする生活基盤整備の政府負担費用を節約するという一般的傾向

をもっていたというととである。戦後日本経済は急速な都市化と人口の

集中，住宅需要増大の一貫した傾向があったのにもかかわらず，政府施策

住宅は，つねに供給過少であり ，需要を大幅に下まわった。例えば，41 

年に政府が作成 した住宅建設5 カ年計画ですら ，その計画数字そのもの

のなかで，公的資金による住宅建設事業畳は全体計画の 4 割にすぎず，

乙の供給不足状態のもとで，民間資本の投機的利得は大いに増大した。

土地価格の高騰と土地投機は，住宅価格の水準を引きあげ，それによっ

てますます公的住宅建設の足をひっぱる乙とになった。 i地価が高いか
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ら公営住宅の建設がむづか しい」と政府関係者はよく主張するが，乙れ

はまったく因果関係を逆に しているので，住宅供給を原則として政府の

独占的事業とし，住宅不足を解消したならば，土地投機をおさえ，公営

住宅の コストを低下させ，財政資金を効率的に利用する乙とができるの

である。しかも ，公営の低家賃住宅はきわめてわずかで，融資，公団住

宅が大半であるから ，乙の傾向はますます促進される。

第二は，政府の住宅供給が，住民の生活水準を住宅の面から向上させ

るような「高い基準」の面積，規模，施設をもつのではなく ，逆 I C き

わめて低い水準をつくりだす基盤づくりの役割をはたしている乙とであ

る。先の「計画」でも ，小世帯 9 畳，一般世帯12畳という低水準の「最

低基準」を提起する乙とによって，生活水準を低位lζ 釘づけするテ コと

しているのであって，あたかも ，生活保護などの水準を低位K 引下げる

乙とによって，勤労者全体の賃金水準を引き下げるテ コとするのと同じ

ように，政府施策住宅の水準を引下げて，国民全体の住宅についての水

準を引き下げている 。乙れによって，住宅関連資本は，製品の規格化，

粗悪で，危険な建材の大量生産の基礎を獲得し ，しかも ，民間のベース

で劣悪な住宅を供給しでも高価に販売しうる基盤を獲得する乙とになら

ざるをえない。も し，政府が，高い水準の質と畳を「基準J 1として住宅

建設にのぞむならば，その大量の需要は，質の高い製品の コスト ・ダウ

ンを可能にし，住宅全体の質の向上に重要な役者jをはたすはずであるの

に，低い「基準」の設定によって，それができなくなり ，粗害かつ高価

な住宅 11 : 対する需要をつくりだしている 。不良な建材などについて，政

府の施策は，単に検査などをつよめるとい うだけでは不十分であり ，ま

た克服できるはずもないのであって，政府のつくる住宅の質の高さ乙そ

かえって，社会全体の住宅の質を向上させるのである。

第三は，とくに，公営住宅における過少な供給を，低所得者むけ住宅

として固定化し，一定の所得水準の上昇があれば， jJ頂次，公団，または

持家へと移行させ，所得階層別による居住地の種別化と ，住民の相互の

競争を組織し，住宅費の負担増によって，生活水準向上ののぞみをたち

切りつつ住宅関連資本などに市場と利濁を保障してゆく ，という乙とで

ある。所得格差と住宅格差を照応させ，貧乏人の住宅と ，金持の住宅を

種別化し，それによって競争をあふり ，住宅需要を増大させて，供給側

をもうけさせるという乙の方式は，一見，低所得者層 lζ 低廉な住宅を供

給するかにみせかけて，実は，生活水準の格差を固定化させる傾向をも

っている。所得格差を住宅政策において，す乙しでも解消する ために

は，本来ならば，低所得者層 11:も ，中，高所得者層lζ も同じく ，公的な

住宅供給を保証し ，利用料金の面で，累進制をとる乙とによって，低所



得者屈の負担軽減をはかるのが，当然であり ，乙れによって，住民相互

の生存競争を緩和すれば，住宅関連業者の投機と価格つりあげの余地は

いちじるしく減少するにちがいない。ととろが，住宅そのものの種別化

によって，低所得者を特定の住宅にと じ乙めるならば，生存競争の刺激

はつよまり ， i脱出」のための住宅需要は増大するであろうし，また ，

生存競争から脱落させられた社会屈のたえざる形成は，全体の住宅水準

を引下げる効果をもつにちがいない。

以上，三つの問題点を (1)資本蓄積優先のための住宅費の節約， (2)低

水準の「住」水準の設定，(3) 住宅の種別化による生存競争の組織化，と

いう形で要約するとすれば，乙れらはいずれも ，労働力をよりすくない

費用で効率よく管理し ，住民がつねに生存競争におわれていて，文化水

準をあげる余裕をうしない，政府の一方的統治には都合がよく ，しかも，

住宅関連産業IC巨大な利潤と投機の機会をあたえる という性格をも って

いる。乙れらは「のぞましくない住環境J をつくりだすのであって，そ

の社会的結果は，劣悪な質，差別的環境，そ して，地価の高騰などによ

る生活関連施設の貧困，遠距離通勤等々を ともなう。乙のような住宅施

策を支える行財政制度は第ーに，地方自治体の財政的貧困，住宅資の不

足，国庫補助率の低さ ，超過負担等々。

第二IC，政府関連住宅金融機関の貸付基準があまりにも実情からはな

れていて，土地の購入などは，ほとんど自己資金を準備せざるをえない

乙と。

第三IC ，乙れらの要因のさけがたい結果として，公団，供給公社など，

独立採算的な資金の運用にもとづく機関 IC依存し，家賃や販売価格の高

騰をもたらしてゆく乙と，乙の形態がさらにすすめば，コ ミュニティ ・

ボンドなど，住民自身に出資させて，その資金を独立採算的 lζ 迎用し，

高いサービス料金で利用者から追加的負担金を支出させ，二重の負担を

住民に要求する制度が登場する。

かくして，労働力管理政策の立場からみた住宅行財政は，中央集権的

で，住民負担的で，かっ ，独立採算的である ，という傾向をもたざるを

えないのである。乙れに対して，住民の生存権を守る ，という立場にた

つ行財政制度は，どのようなものとなるであろうか。

B. 国民の生存権の立場かるみた行財政制度

政府が，住民 IC対して生存競争の激化を促進するような行財政制度を

採用するばあいには，住民の民主主義的統制力が行財政IC及ばず，事実

上の専決を許すという社会的結果が生まれる。乙の結果に対する住民側

の民主主義的団結の第一歩は ，住民の自治組織の結成と，地方、自治体lζ

望ましい住環境をつくるために

対するはたらきかけとなるのは当然であるといえよう。問題を住宅建設

IC限定するならば，住民本位の都市計画などの要求と ，例えば，住宅協

同組合による( もちろん，民主主義的運営を前提と した上での) 自主的

計画との調整は，生存権iζ もとづく住環境づくりの出発点である。

現在の地方財政の貧困と ，住民負担による住宅資金の積立て( 最近の

財産形成法による若干の免税措置も乙の一環) ，独立採算制の強化とい

う現実のも とで，まず一歩をふみだすには，住民自身による協同組合の

結成と ，地方自治体ICよるその援助がきわめて大きな窓味をも たざ、るを

えない。自 己の零細資金を銀行などに預金し ，高い金利で借り入れると

いう 形ではなく ， 自治体が，公共用地の先行取得をおとなう前提のも

とで，住宅協同組合を奨励し ，乙れに財源をプラスして低家賃住宅をつ

くるζ とは住宅政策変更の最低の条件であろう。乙のととは，都市銀行

などの業務と競合するので，銀行側の抵抗は大きいと予想されるが，自

治体が住民本位を標携するならばまず通らねばならない関門であろう。

乙のつぎの段階で、と‘ うしても必要な乙とは，地方自治体の独自の財政

力をつよめるために，交付税率を大幅に引き上げ，国庫補助率を引き上

げ，超過負担を解消するととである。 ζ の措置は，当然，地方自治体への

大幅な権限の移譲をともなうから ，中央政府官僚の抵抗ははげしいであ

ろうが，ζ れを抜きにしては，都市計画も ，住宅の「基準」の上昇も，低家賃

住宅の増加もあったものではないから ，さけて通るわけにはゆかない。

さらに，乙の上で，住宅公団，政府の住宅金融など，政府が国民からあ

つめた零細資金 IC銀行からの借入金を加えて運用している機関の資金の

うち，国民の零細資金をあつめた部分( 郵便貯金，簡易保険，厚生年金な

ど) ICついては，各都道府県，市町村に住宅需要に比例して迩用を委託

する。そうすれば，各自治体は，低金利資金を手に入れる乙とができて，

低家賃住宅供給の新しい手段を手lζ 入れる ζ とができるようになる。

住宅協同組合，一般財源、，財政投融資資金のうち，金利の安い部分の

三つを地方自治体が有効に結合して運用したならば，公営住宅の比重は

ふえ，民間資本の投機の余地はせlままり ，財政資金の効率は加速度的iζ

上昇し，住宅不足は解消の方向にむかう。だが，地方自治体への権限移

譲は ，資本蓄積優先の財政支出の多くを削減する ζ となしには不可能な

ので，乙乙でも重大な困難が予想されよう。

いずれにしても ，予算の貧困を差別的厨住条件のテ コとして連用し ，

資本蓄積と生存競争の組織化に従属する住宅行財政制度は ，転機にある

乙とは自明であり ，真の福祉優先の住宅行財政は，協同組合と地方行財

政制度の改革にその鍵をみいだすといって過言ではないと思われる。

( いけがみ じゅん京都大学助教授 ・経済学部)
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コンクリートホ。ンブの打設計画

三 浦 康 夫

は じ め に

ポンプ圧送によるコンクリ ー トの打設は，乙乙数年来急速に増加し，

現在では超高層ビルやどく小規模な工事を除いて，ほとんどのコンクリ

ー トがポンプ工法によって施工されている 。乙れはとりもな おさず，乙

の工法が現場施工の合理化，工事費の低減，労務工数の節減，工期の短

縮に役立つととにほかならない。しかしその反面，コ ンクリ ー トポンプ

の普及があまりにも急速であったため，問題点も多く，今なお検討され

ている現状である。乙乙では，コンクリ ー トのポンプ工法IC対する施工

上の要点を中心に述べることにする。

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 工 法 の メ リット

(1) コストダウン

コンクリート打設費用の節減

メリットの第ーは経済的な特長である。 コンクリ ー ト打設のみに限って

経済性を比較してみると， 表- 1 ! 乙示すようにタワ ー工法に比して20-

ＳＰ ｾ ちの コストダウンにな る。

打設用機械設備の節減

従来は月 2 - 3 回のコンクリ ー ト打設のために，毎日使用しないコンク

リー トエレベータやカ ー トなどの機械 および電力を設備し，毎日損料

( 使用料) を支払い，保守点検をお ζ なっていた。また市街地では コン

クリ ー トエレベータタワーのトラ 綱の設置と保守 IC苦労していたが，乙

れがすべて不要となり，また ζ れらの架払いに要する労務貨を加えれば

多くの費用を節減する乙とができる。

打設用仮設機械の節減

広大なカート足場と，乙れに要する費用( 損料，保守，労務) 場所が大

幅 lζ 節減される。

以上は現場に関してだけのメリットであるが，乙のほか ζ れらの打設

用機械や資材の運搬費，および乙れらを総合的に保管する広大な用地な

らびに保転，保管，修理等のための人件費を加味すれば多大のコストダ

ウンが可能であり， 近年の労務費の高勝を考えれば，コスト の差はさら

に大きくなる。

(2)  省力化

従来のタワ ー工法と比較して，コンクリ ー ト打設時の労務工数を少な

くする乙とができるとともに，労務の常備的使用といったメリットがあ

る。すなわち コンクリ ー トの打設日に限り大勢の労務者を移動させるロ

スを防ぐとともに，常備労務者にある自己意識によって作業能率の向

上 ，安全面での理解がより大きくなる。また労務者の絶対数が少ないこ

とは それだけ労務管理が徹底し ，その管理面のコストダウンをもはかる

乙とができる。 表- 2はタワー工法とコンクリ ー トポンプ工法の場合の

労務工数を比較したものであるが，現場側で手配しなければならない労

務者数は% 程度となる 。

(3)  工期の短縮

打設能率がよい

最近のコンクリ ー トポンプは吐出量が多く，かっ ，吐出圧が高いため ，

打設能力はタワ ーに比べて大きい。しかも，現場の条件が許すならば数

台の コンクリ ー トポンプを配置して，一度に大量の コンクリ ー 卜を打設

する乙とができるので，工期の短縮に役立つ。タワ ー工法の場合では ，
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タワ ーを設置する乙とも容易ではないが，それに伴う労務者を多数動員

しなければならず， 現在のように労務者の質量が低下しているときに

は，乙れはきわめて困難である 。表- 3 1ζ コンクリ ー トポンプ各機種の

性能諸元を示す。

仮関口部が不要

工事現場の敷地に余裕がない場合には，建物内に コンクリ ー トエレベー

表ー 1 コンクリート打ち費用の比較 ( 建築雑誌昭44. 7 烏回)

ただし， R C  6階建， 1階分の コY クリ ート量15001として

λ ｾ ご タワ ー+ カー 1 ポ ン プ

機 械 m 料 60，700 (経費千Il I l とら ) 97，900

事7上下し裟澄 17，400 

1:持
機 材 12，100 

JM 
段取り用仮ｾ 48，500 

仮 設 労 務 44，550 

当

工 事 労 務 84，000 

267，250 

コンクリ ート m' 当り 1，770 

表- 2 ｾワ ー と ポンプ の 労 働力比較表Ｈ 1 日打段量 150nI) 

( コンクリートジャーナル V ol. 5， NO. 12  鳥田)

ポン プ

表 - 3 各機種の性能

ｾ，＠ 'lIr. Ｊｴｾ＠ 式

M: 大凶山部 最大水平輸送

( m' / I，)  距離 ( m)

280 ( 100 )  

P T C  

3 0  

350 ( 150 )  

- 3 5 T P  220 ( 100 )  

トJ レタレッ| 3 5  

270 ( 150 )  

P T F  280 ( 100 )  

4 0  

- 4 0 T P  350 ( 150 )  

P C - 5  0  6  2 0 0  

ス ク イ ズ P C- 8  0  2 4  1  1  5  

ク リ ー ト P C- I 0 0  4 0  2 0 0  

P C - 1 2 5  6 0  3 0 0  

6 2 0  
4  5  

3 0 0  

ト ム セ ン

6 0  
6 8 0  3 0 0  

200 ( 100 )  

B  P- 3 0 T  3 0  280 ( 125)  

400 ( 150 )  

シュピング

200 ( 100)  

ダイヤ 7 リー

280 (125 )  6 5  

ト 1 0 0

400 ( 150 )  

主主: (  ) に示したのは輸送信Z の径( 阻)

16，000 

5，000 

20，000 

13，000 

50，400 

202，300 

1，360 

最大事111'1材の 輸送可能スラ

大きさ (mm) ン7 (cm)  

4 0  5 - 2 2  

1  5  1 8 - 2 2  

2  5  7 - 2 2  

2 5  6 - 2 2  

4 0  6 - 2 2  

4 0  

5 - 2 3  

5  0  

3 0  

4 0  5 - 2 2  

5 0  

3 0  

4 0  5 - 2 2  

5 0  



② 部 に下図のような曲り管を

組合せた配管を行なう

巨三百

砂 → ｲ ｾ

叫噌‘ ¥

訓』崎、、

/ 糊 横方向に振動 L

C酬 て 足場をゆする

②部機引き配管はできる

だけしっかり固定する

。部の 幽門管に支持装置をつける

回

一

j 上下にゆれる

上向き垂直管の掻動とその防止方法の- f l J

表- 4 ・型わくにかかる コンウリート の最大側圧 ( ( t / nt) ( コンクリ ート ポンプ指針案)

ｉ同、ｾ 省下打、｜込 み長速 皿 Ｏ さ ふAO }  

2 0 を

1  0  以下 1  0 をこえ 2 0以下

こえる

1. 5 米 満 1. 5 以 上 2. 5 未 i筒 2. 5 以 上

7虫 一d、lー 柱. 1. 5P+0. 9P( l! - 1. 5) Pl! 

ｾＡ＠ イT
件ー

1. 5p+O.  gP(l z- l. 5) 2. 5 P十0.9p(l z- 2.5)

pl! ρ h .ol! 

長さ 3 m 以 下 1. 5.o+ 0. 7P( i I- 1. 5) 2. 5P+0. 8p(l z- 2. 5)  

竪

tミさ 3 m をこえる 1. 5  P  2. 5 .0 

jJ: ・ρ = コンクリートのWf ・t谷横須j主 ( t / m')

設時Ir ゴムホ ースを床スラブ筋の上K 直接おいて ，引ずったり振りまわ

したりするので配筋の乱れがひどく ，後 Ir トラフツレ事故の原因になる場

合が多い。床ス ラブ配筋の乱れ防止のためには ，移動式の作業用通路を設

けたり ，輸送管をパイプうまなどによって直接ス ラブ筋 K 接しないよう

配慮するとともに ，作業者全員に対して，常K 配筋の乱れによる構造体の

不安全性を十分認識させ，絶えず注意を喚起するよう努めるべきである。

ｨ］ｬｾ り下まてＧのｾわ〈の高さ Ｈ ｭ Ｉ

コンクリ ー トの品質は ，構造体と打ち込みの条件によって定められるべ

きものであって，運搬手段のためにその調会を変えてはならないのが施

工計画の原則である。建築工事では鉄筋の過密配筋や薄い壁体が多い乙

となと、から ，流動性の大きい コンクリートが要求され，軟絞り コンクリ

ー トとする乙とが多いが，ポンプ工法になってか らその傾向は とくに著

しい。また軽量 コンクリ ー 卜や高所圧送の場合には ，さらに軟繰りとす

る乙とが多く ，材料の分離，品質管理の困難さ ，コー ルドジョ イントの

生成，乾燥収縮による きれつの発生，および床ス ラブのたわみ障害など

の原因となる。そ ζ でコンクリ ー トポンプ工法による場合のコンクリ ー

トの調合設計， 施工の指針を確立する意昧で，日本建築学会では研究委

員会を設けて種々の検討を重ね「 コンクリ ー トポンプ工法施工指針」案

が作成されている 。

それにつけても生 コンや コンクリ ー トポンプによる施工の普及によっ

て，コ ンクリ ー トの製造や打設が容易になったため，最近ではコンクリ

ー トに対する施工技術者の関心が次第にうすれてきている。しかし ，い

かにして目的とする良い コンクリ ー トをつくるかは，施工技術者 IL課せ

られた重要な職務のひ とつである乙とを常に銘記すべきである。

ヨl用ならびに書考文献

1  ) 日本建築学会「コY クリ ート工法施工指針」案 コンクリ ートポ y プ工法小蜜員会昭46. 3

2) 鳥図ほか「ポシプクリ ート」技術書院 昭45. 9

3 ) 亀岡編「コ Y クリ ートポンプを中心とした建築の省力化工法」 近代図書株式会社昭45. 7

4 ) セメント協会「コンクリ ート講演会テキスト」 昭46. 9

( みうら やすお K K大林組本庖工務部技術課)
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図- 1

りわお

工事計画の方針は ，すべての工事における場合と同様に「良

く，早く ，安く ，安全に」 で要約される。ポンプ工法の場合に ，

乙れを具体化す るにはポンプ工法の草IJ_C?，を伸ばし ，問題点lζ 対

してその対策を講ずる乙とにある。乙乙では現場施工の立場か

ら考察する ととにする 。

圧送の連続性 ポンプ工法と他の方法( 例えばタワ ー， カート

方式) との大きな違いのひとつは コンクリ ート 打設の連続性で

ある。タワ ー方式の場合にはコンクリ ー トは生コン車から荷卸

しされて以後，受ホッパー， タワ ーパケット ，フロア ーホッパー，

カート の各所で一時ス トックされる。したがって各所のス トッ

ク畳が適宜あれば，乙れを逐次打込むととによって打設能率は

維持できる。乙れに対してポンプ工法の場合は ，コ ンクリ ー トは

連続的 K 輸送管内を流れるので，ポンプの停止は工事中断lζ なり一度生

じた ロス タイムは回復できない。それのみか圧送を中断すると コンクリ

ート の品質K 変化をきたし ，時には配管の閉塞などの事故を誘発する乙

とがある。乙れらの点からコンクリ ー トポンプ工法での基方本針として

は，ポンプの停止を極力少なく し， 最短時間 lζ 最大量の圧送を可能にす

るような計画が必要である。

打ち込み区画 コンク リート の打ち込み区画は，一日の打設: I Tl : と打設時

間 とから決定されるが，その他建物の形状，設計条件，工程，コ ンクリ

ート の供給能力 ，搬送設備の能力 ，気象条件，労務事情，打ち込み後の

仕上げ方法，施工管理能力などを総合的に考慮して定める必要がある 。

打ち込みl順序 ひとつの区画の コンクリ ー トを打設する場合，全体の コ

ンクリ ート の高さがほぼ水平になるように打ち込んでいく ，いわゆるま

わし打ちと ，一回の打ち込み区画の片側から連続してその最上面まで コ

ンクリ ート を打ち上げていく片押し打ち込みとがあるが，いずれにして

もコンクリ ー ト供給場所のもっとも遠い個所から手前の方に向かつて打

ちすすむのが通例である。ポンプ工法の場合は片押し打ち込みとなると

とが多いので，それに応じた配管を計画する必要がある。

配管方法 圧送による輸送管の振動が大きい と， 継手が損傷してペ ース

ト漏れが生じ ，圧送効率が低下するので，なるべく振動が少なくなるよ

う輸送管を適当な方法で固定する必要がある。とくに輸送管を外部足場

K 取付ける場合，足場を通してその衝撃が型わくに伝わらないよう取付

方法には注意が必要である 。図- 1は上向き垂直管の振動防止方法の一

例を示したものである。

型わくの補強 コンクリ ート をポンプ打ちする場合は ，打設速度が速く ，

その打ち込みは片押しとなるため，壁や柱にかかる側圧は局部的に増大

するから ，型わくをその側圧に耐えるよう設計しなければならない。時

にはプレースやワイヤ ーなどで適当に補強する ζ とが必要である 。表-

4は型わく K かかる コン クリ ート の最大側圧を示したものである。

床スラブ筋の百Lれ防止 コンクリ ー 卜をポンプ工法で打設する場合，打

タを設置するが，乙 の場合 lζ 生じる各階を貫通した床スラブの

仮関口部( 駄目穴) が不要となる。乙れは駄目穴仕舞の繁雑さ

を解消するだけでなく ，工期の短縮，安全作業上からもメリッ

トは大きい。

打設範囲の拡大

狭い敷地や細長い現場，アイランド工法の周辺部，独立基礎の

ようにある間隔をおいて構造物がある場合K ，コ ンクリ ー トエ

レベ ータ タワーやカ ー ト足場が要らないので，比較的自由に移

動して コンクリ ー トを打設する乙とができる。

安全作業の確保

コンクリ ー トエレベータは工事機械のなかでももっとも危険な

設備であり ， またタワ ー のために仮関口部が生じたりするの

で，各種安全設備や危険防止の措置が講じられていたが，コ ン

クリ ー トポ ンプ工法では ，乙れらが不要となり ，現場の安全性

が高く なる。

工 事 計 画
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|試験装置紹介 ・その 1

1000 ト

試験機

緩静坂拶挨ζ

 

概 要

本試験機は ，大型建築機造部材またはエレメン卜の強度試験をおとな

うものであり，圧縮および曲げ試験に用いる。溶接構造の強固なベッ ド

上面を床面とする本試験機は ，床上9. 0m，床下3. 7m，全機高 12. 7mを

有し. 油圧ポンプの駆動によって最大加力 1， α)() トンの加圧能力をもっ。

また，移動ク ロスヘッドは径3∞ m mの 2 本のねじ柱( 間隔2. 3m) の回転

によって移動するが，その移動により上下の耐圧盤距離を0- 6，2 5 0 mm

までとするととができる。

曲げスパンについては ，ベッド IC設置されたレー J レ上を移動する 2 台

の車給付き支持台によって ， 8  mまでのスパン長さをとるととができる

が，供試体を機外で支持し，試験機自重 150 トンを死荷重として利用す

れば，スパン30mまでの曲げ試験が屋内で可能である。なお ，乙の場合

の全荷重は支持床の都合もあって1∞ トンまでである。

また ，本機は特殊載荷として，

(1)  一定荷重( 歪〉保持試験

(2)  荷重 (歪) 速度一定の負荷試験

(3) 低速繰り返し荷重( 査) 試験

を自動指j御装置によってお乙なう乙とができるが，繰り返し荷重の場

合，その波形はSi ne波， 台形波， または三角波を任意にとりだすとと

ができ る。以下，本試験機諸元ならびに外観を示す。

1， αXl t on 

“ Xl m m  

0- 6，250mm 

1， 2∞m m  

x 1， 2∞m m  

( 球面座付)

1，2∞m m  

X 1，2∞m m  

( 固定，傾斜調整付)

曲げ支点スパン 8， ()()()mm以内

有効支柱間距離 2， ( ) ( ) ( ) mm 

床 上 機 高 9，C間 m m

最 大 秤 量 1， ()()()ton 

変 更 可 能 秤 量 1，0∞ .5∞・2∞

l ∞ ・5Ot on

諸 元

最 大 荷 重

ラムストロ ーク

上下耐圧盤距離

耐 圧 盤 上用

構造審査委員会発足す

下用

依頼者の申し込みに応じて，乙れから新築しようとする建築に関する

部材および構造等の安全性を調査 ・審議し ，その適否を審査する乙とを

目的として，構造審査委員会が昭和47年 4月 15日に発足し，建築行政面

lζ 協力する ζ ととなった 。構成メンバーはつぎの通りである。

五 十 嵐 定 義 阪大教授 鈴 木 計 夫 阪大助教授

石 崎 溌 雄 京大教授 日 置 興 一 郎 大市大教授

奥 島 正 一 阪大教授 山 肩 邦 男 関大教授

鬼 武 信 夫 大市大教授 山 田 稔 神大教授

貝 戸 俊 一 大阪市役所 六 車 照 京大教授

金 多 潔 京大教授 横 尾 義 貫 京 大 教 授

川 村 政 美 日建設計 若 林 実 京 大 教 俊

発 天 義 久 神大教授 鷲 尾 健 三 明石高専校長
1， 0∞t 大型構造物圧縮曲げ院敵機

( コンウリー トパイルテスト中)

当日本建築総合試験所は ，新規な構造や材料の公正な試験研究機関と

して ，各方面のど要望に応えるため，昭和39年 5 月 IC設立認可を受け，

国庫，大阪府，大阪市の補助金と関西建築六団体をはじめ産業界に所属

する企業から寄附金をいただいて，昭和42年 IC関所したものである。現

在建設省所管の財団法人であるが，近く通産省との共管となる動きも あ

り，その腕には業務の拡張も考えられる。

建築に関する総合試験所として，一般からの依頼試験，研究 ( C応ずる

のが本所の業務であり，依頼者は本所の大切な顧客であって，本所とし

ては迅速 ・親切をモット ーとしてど要望に添うよう努力している 。業務

内容については，今後本誌を通じて逐次紹介するつもりであるが，案内

パンフレットの用意もあるから ，ど入用の向きは直接お申付け下さい。

本所の最近 3 年閣

の受注金額および現

在の人員は左の表の

ようになっている 。

事業量の増加と新

しい要望( 1 : : 備えるため ，当所は第 2 期整備計画を実施中である。その資

金は大阪府および大阪市の補助金，関連産業からの寄附金および手持資

会によっている。主なる用途は ，創建当初からの懸案となっていたし( ) ( ) ( )

t 構造物試験機の設置と乙れに伴う大型実験室の拡張 ，大型壁の耐火試

験炉の設置，および音響と熱関係の実験設備の新設とその方面の研究室

の新設であって，前二者はすでに完成，顧客のど要望に応えてい る。熱

と音響関係は 8 月末工事完了の予定である。 (本所所長〉

京大教授鐸掘

正法 院 陽 三

藤 川 懇

吉 村 福 次 郎

大 井 孝 和

富 図 幸次郎

安 沢 俊 二

十 倉 緩

田 中 芳 松

せ

本I ; t 験所@お5 吹田市藤白台 5丁目 125 電信/ 千里局 (068) 72- 0391代表

耐火 ・防火部門 /1藍・柱 ・床などの耐火斌験，内装材料の雛燃性質験， ¥ 

1情造物の防火性能低験など 1  

4寓 造 物 部 門 / 梁 ・床版など大型構造部材や架婦の実大民験 ・模 型 ¥

1  i主殴，パネル強度鼠験，材料の動弾性係数測定，建物 1

1の診断など /  

工事用材料部門 ( 各穣材料の強度民験，耐候性拭験など)

音 響 ・熱 部 門 ( 音の透過損失 a 吸音率，熱伝導，熱貫流佼除など)

大達分室 : ei 幻 1 大阪市大淀区畏柄百通 2 丁目35 電話/ 大阪 (06) 351- 7217 

工事用材料部門 ( コンウリ ー トおよび鋼材の圧縮，引張I ; t 験など〕
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日本建築協会

月間の動き

昭和47年 6 ・7 月分

6 月分

通 常 総
. 6.  

=  

21 日 5 時20分- 5 時40分 於 会 館 集 会 室

出席者塚本会長ほか17名

議 事1) 昭和46年度事業報告.承認の件

(2)昭和46年度収支決算報告承認の件

(3) 昭和47年度収支予算承認の件

定 時 評 議 員 会

21 日 4 時40分- 5 時20分於会館集会室

出席者星副議長ほか20名

委任状 61名 計82名

議事(1)昭和46年度事業報告承認の件

(2) 昭和4ゐ年度収支決算報告承認の件

理 事

. 6.  

=  

21 日 3時半- 4 時半於会館集会室

出席者塚本，福田正副会長ほか14理事

井手京都支部長

議事(1)建築工事実務講習会開催の件

(2旧本建築総合試験所理事推せんの件

(3) 事務局職員上期賞与支給の件

(4) 都市災害問題シンポジウム開催の件

(5) 建築技術講座「建築の風力系数」開催の件

(6) 前参与岩崎甚太郎氏に記念料贈呈の件

( 7) 7 月定例理事会休会の件

(8) 入退会者承認の件

(9) 報告事項

事 業 委 員 会

見学会小委員会

1 日 6 時- 7 時 於 会 館 3 階会議室

出席者堤副委員長，荒川幹事ほか 4 名

議事(1)5 月に実施した見学会の報告

(2) 6月- 8月の見学会企画について

(3)9 月以降の見学会企画について

(4) そのほか

若い会員の集い小委員会

1 日 6 持- 8時半 於 会 館 集 会 室

出席者柳副委員長，奥尾，佐々木，西村

幹事ほか 6 名

議事(1)航空機製造工程。 11重岐阜工場) をみる

会の事業企画について

(2) 古い民家集落を訪ねる会の事業企画 lζ つ

いて

(3) 懇親スポーツの会事業企画について

(4) 建築家に話をきく会事業企画について

(5) 女性委員の委嘱について

(6)そのほか

広報小委員会

7 日 6 時- 7 時半於会館集会室

出席者三品副委員長，小泉幹事ほか 6 名

議 事1)本年度第 2回展示写真の実施報告

(2) 本年度第 3 回展示写真の実施企画につい

て

(3) 本年度の説明会の実施企画について

(4) 会員の余技展実施企画について

委 員 会

8 日 6 時- 7時半於会館集会室

出席者大橋副委員長，小泉，岩永，奥尾

佐々木，西村幹事

議 事1)各小委員会の事業報告

(2) 6月以降の事業企画について

(3) そのほか

若い会員の集い

「ふるいまちとあたらしいまちシリ ーズ(4)J

一伊根浦. 舟屋のある集簿・祭を訪ねての現

地調査

10日 9時半~午後 9時半

出席者中田，森下，中村委員

実施の行程によってそれぞれ調査を し，伊根

町須川教育長 I乙は企画の協力を全面的に得る

乙ととなった。

若い会員の集い小委員会

29日 6 時- 8 時半於会館集会室

出席者柳副委員長，佐々木，西村幹事ほ

か12名

議 顎1)第 3 回，第 4 回の事業と企画について

(2)女性委員の委嘱について

(3) 競技設計 ・海外視察分科会について

(4) 第 5 回以降の企画について

(6)雑誌、合併号に伴う会告の取扱いについて

教 育 委 員 会

都市災害問題シンポジウム企画打合会

2日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者恩田氏ほか l 名

山地副委員長ほか 4 名

議事都市災害問題研究討論の議師，テ ストな

どについて

建築基礎工法講習会打合会

9 日 10時- 12時半於会館集館室

出席者稲村東北地建計画課長ほか 1名，

多々見編集幹事

議事仙台会場での講習会実施について詳細打

合せ

都市災害問題シンポジウム打合会

12臼 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 講 師 近 藤 達 夫 氏，岡田光正氏，

宮安秀雄氏

委員会 山地副委員長，上回幹事

ほか 2 名

議 事1) 講師の説明課題と内容について

を主ー(2)討論会の方法 ・資料について

(3) そのほか

工高生デザインコンクール募集規定打合会

Hi 日 正午- 2 時半於会館集会室

出席者今西審査委員長ほか5 審査員，

谷口 ，斉藤正副委員長，上野幹事

ほか 3 名

議事(1)設計課題について

(2)募集趣旨 ・要項なと・募集規定について

24日 2 時- 4 時半於会館集会室

出席者斉藤副委員長，上野幹事

議 事 募 集 趣 旨 ，設計要項の修正について

都市災害問題シンポジウム打合会

27日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 ノマネリスト信濃小路，田中，古野，栂

井( 恩田代理) 各氏，山地副委員長，

上回幹事ほか l 名

議事(1)パネリストの窓見開陳について

(2) パネ J レディスカッションの方法について

(3) そのほか

建築基礎工法講習会打合会

29日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山肩編集委員長，宮川 ，多々 見幹事

議事(1) 開催予定都市 ・開催時期 ・予定受講者に

ついて

(2) 講師と科自について

(3)共催団体と経費( 受講料) について

(4) そのほか

住 宅 委 員 会

住宅展小委員会

5 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者坂倉副委員長ほか 3 名

議事住宅展の諸準備について

住宅資料小委員会

6 日 5 時半 - 7 時半於会館集会室

出席者高野副委員長ほか 5 名

議事住宅展の資料作成について

委 員 会

14日 5 時半- 7 時半於会館集会室

出席者小西委員長，奥山，坂倉，吉岡各

副委員長ほか 11名

議事(1)よろず相談住宅展に関する件

(2)そのほか

住宅展出展業者打合会

15日 2 時- 4 時 於 阪 神 百 貨 庖

出 席 者 協 会 側 小 西 委 員 長 ほ か 8名

出展業者 50名 阪神百貨底 3 名

目東建装 3 名

議毒気1川、聞の抽せん

(2) 出展に関する打合事項

阪神百貨庖住宅展関係者との打合懇親会

15日 6 時- 8時 於 み や け

出席者阪神百貨庖側 5 名

協会側 7 名

住宅展小委員会

26日 5 時半 - 7 時半於会館集会室

出席者坂倉副委員長ほか 6 名

議 事1)よろず相談住宅展の諸準備

(2) そのほか
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建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

7 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者伊藤幹事ほか 3 名

議事(1)担当委員の作業項目案の検討について

(2) 本委員会 K 提案する 事項に ついて

(3) そのほか

D グループ打合会

14日 6時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者正法院主査ほか 2 名

議事(1)防火耐火工事の各分類別の編集案につい

て

(2) 防火材料のサンプル、ン ー トについて

(3) 防火耐火工事の全般企画について

委員会と委員懇親会

21 日 6時- 8 時 半 於 な か い わ

出席者井上，真塚正副委員長，伊藤幹事

ほか11名

議事(l )No. 38 ( C グループ担当) データシ ー トの

発行企画について

(2) Y防火耐火工事の編集企画について

(3)企画分科会の報告について

(4) 原稿調整担当委員について

刷新規掲載リストの作成について

(6)そのほか

委員会終了後同所において懇親会を開催した

編 集 委 員 会

作品作風 7月号担当小委員会

5 8  6 時- 8 時 於 会 館 3階会議室

出 席 者 池 田 委 員 ほ か 3 名

議事(1)7月号作品決定

( 2) 7 月号海外写真選定

編集常任幹事会

8 日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者彦谷委員長ほか 5 名

議事(1)10月号の特集テ ー7 の選定

(2) 11月号以降の特集テ ーマの選定と今後の

あり 方

(3) そのほか

委 員 会

12日 4 時- 6時 於 会館集会室

出席者彦谷委員長ほか17名

議事(1)7 月 号 =一般号経過報告

(2)8月号= 都市住環境へのアプロ ーチ特集

報告

(3) 9 月号= 都市防災特集幹事会案報告

(4)10月号以降の特集テ ーマの企画

第 2 回常任幹事会案をもとに

(5) シリ ーズもの報告

(6)そのほか

作品作風小委員会

12日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 口羽委員ほか 4 名

議事 8 月号作品選定

8月号共同討議

13日 6 時- 9時 於 会 館 集 会 室

68 

出 席 者 松 原 幹 事 ほ か 5 名

議事 8 月号原稿作成

作品作風担当小委員会

19日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 中 山 主 査 ほ か 2 名

議事 8 月号作品決定

8月号共同討議

20日 6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 原 幹 事 ほ か 6 名

議事 8 月号原稿作成

編集共同討議

27日 6 時- 9時 於 会館集会室

出 席 者 松 原 幹 事 ほ か 8 名

議事 「都市住環境へのアプローチ」特集割付け

見

ム品a、

寸ー

L>.‘  
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信楽の近江化学陶器 (株) のタイル工場見学

と新製品の品評会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支部共催)

3 日 l 時半- 6 時

参加者 42名

堂島関電ビルディング建設工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支部共催〉

9 日 3 時- 5 時

参加者 30名

設計 ・施 工 株 式 会 社 大林組

繊維壁材製造工場見学会 ( 建材委員会)

23日 1f時- 6時

参加者 15名

名古屋市民会館新築工事並びに熱田神宮会館

その他の見学会

( 東海支部と共催)

24日 l 時10分- 5 時10分

参加者 27名

名古屋市民会館

設 計 基 本 設 計 岡 日 建 設 計

設 備岡山下寿郎設計事務所

監 理 名 古 屋 市 建 築 局

施工 岡大林組

熱田神宮会館

設計 ・施工 附竹中工務庖

講 習
L>.‘  

τ E  

第25回建築工事実務講習会

28日- 7 月 4 日 ( 除日曜 6 日間〕

於大阪科学技術センタ ー 8 階大ホ ール

各 日 午 前 9 時~午後 5 時

聴講者 245名

28日

建築工事の着工から竣工までの業務総論

大 阪 府 中 居 誠 之 助 氏

材料の検収とその管理

鴻 池 組 中 藤 修氏

労務管理と安全管理

鹿 島 建 設 岸 田 成 計 氏

29臼

施工計画

大 成 建 設 梅 原 洋一 氏

石工事，タイル工事，ブ ロック工事

藤 木 工 務 庖 西山 長司氏

30日

鉄筋コンクリ ー ト工事，鉄骨工事

清 水 建 設 井手 孟雄氏

工事機械と工器具類

大 林 組 木 下 幸 一氏

7月 1 日

設備工事

竹 中 工 務 庖 佐 藤 秀 久氏

防水工事，左官工事，塗装工事

銭 高 組 塩 脇 昭 司氏

3 日

仮設物と仮設材料

松 村 組 相 馬 恒 雄 氏

基礎 ・地業工事

竹 中 工 務 活 滝 川 昌 宏 氏

現場 Ir 関する諸法規とその手続

大 成 設 設 鈴 木 安 太 郎氏

4 日

現場製図

大林組 越 本 昌 弘 氏

積算 ・木工事・屋根工事・サッシュ工事ほか

鹿 島 建 設 徳 永 義 文 氏

会 勢 委 員 会

建築クラブ小委員会

2 日 正午- 2時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 小 林 清 ，小川，尾亀，野中 ，星 各

委員

議事( 1 ) 建築クラブ団体会員の勧誘について

(2)第 l 回朝食会の準備について

(3)そのほか

建築クラブ運営委員会

19日 正午- 1時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 川 ，尾亀，小林四 ，畠中 ，星各

委員

議事( 1 ) 朝食会の講師並びに謝礼について

(2)そのほか

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

22日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者松村学会委員長ほか 5 名

議事 7 月以降の共催事業について協議

建 築 5 団 体 会 長 会

12日 5 時半- 8時 於 東 京 菊 亭

本会より福田副会長出席

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

13日 B時- 9時 半 於 新 大 阪 ホ テ ル

建築クラブの発会式を兼ね第 1 回朝食会を開

催し ，代表者並びに運営委員 7 名の選出を行

っfこ。

出席者 53名



7月分

理 事

編集理事会

. 6.  
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18日 3 時- 4 時 於 大 阪ガスビJ レ

出 席 者 横 尾，福田副会長 ，彦谷編集委員

長ほか 4 理事

議事(1) 1 建築と社会」合併号に関する件

(2)そのほか

理事，常設委員会正副委員長懇談会

18日 4 時- 6 時 於 大 阪ガスビ J レ

出 席 者 塚 本 ，横尾，松村，福田正副会長

ほか理事ロ名 常設委員会副委員長 9 名

小川 ，星評議員会正副議長

「建築と社会」合併号はじめ協会事業全般に

ついて懇談

住 宅 委 員 会

住宅展打合会

3 日 2 時- 4 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 坂 倉，湯浅，村岡各氏

議 事 第 9 回「よろず相談住宅展」最終打合

委 員 会

19日 5 時半- 7時 於 な か い わ

出席者小西委員長ほか11名

議事( 1 ) よろず相談住宅展の報告及び懇談

(2惟宅展慰労会について

(3) そのほか

事 業 委 員 会

広報小委員会

5 日 6 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者三品副委員長 ，小泉，木地幹事ほ

か 7 名

議事(1)第 3回展示写真の実施企画について

(2) 防水，防火関係の説明会開催企画につい

て

(3) 会員の余技展実施企画について

(4)建築技術者のための「千日デパー ト火災

』ζ 学ぶ」報告会共催について

(5) そのほか

若い会員の集い小委員会競技設計分科会

5 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者高木主査ほか 5 名

議事(1) 競技設計の目的について

(2) 設計課題について

(3) そのほか

見学会小委員会

10日 6時- 7時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者堤副委員長ほか 4 名

議朝日 6 月 IC実施した見学会の報告

(2) 7 月- 9 月の見学会企画について

(3)10月以降の見学会企画について

(4) そのほか

委 員 会

13日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者北垣，三品正副委員長ほか 2 名

議事(1)各小委員会の事業報告

(2)8月以降の事業企画について

(3) そのほか

若い会員の集い小委員会海外視察分科会

11日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 ゲ ス ト 南上晃，岡本交通公社，

藤縄主査ほか 7 名

議事(1)海外視察の目的について

(2)企画内容 ・時期について

(3) 乙ん どの分科会迩営などについて

第 2 回若い会員の集い

「航空機の製造工程をみる会J (川崎重工業

(株〉岐阜工場〉

22日 9 時~午後 7 時半

参加者 36名

展示写真打合会

24日 11時~正 午 於 会 館 3 階会議室

出席者三品副委員長，木地幹事，西村氏

( 阪急) ほか l 名 京阪交通社 2 名

第 3 回展示写真のレイアウトその他打合せ

若い会員の集い小委員会・委員懇親会

21日 6 時- 9時 於 広 田 家

出 席 者 ゲ ス ト 上回稔，柳副委員長，岩

永ほか 3 幹事，委員11名

議事(1)競技設計 ・海外視察分科会の報告と提案

について

(2) 第 4 回以降の事業企画について

議事終了後同所 ICおいて懇親会開催

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

C グループ打合会

6 日 正午- 2時 於会館集会室

出席者岡田主査ほか 2 委員

議事 No. 38の原稿調整について

B グループ打合会

7 日 6 時- 8時 於会館集会室

出席者小笠原主査ほか 3名

議事(l )B グループの作業内容と出版企画につい

て

(2)各工事別原稿担当委員の決定について

(3) B グループの運営について

(4) そのほか

D グループ打合会

108 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 正 法 院 主査ほか l 名

議事(1)耐火構造のサンプJ レシ ー トについて

(2) 防火構造の編集( 案) について

(3) 防火戸のサンプルシ ー トについて

(4) 防災部品その他の編集 ( 案) について

(5) 防火材料の企業決定について

(6) そのほか

企画分科会

11 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者伊藤幹事ほか 2 名

議事(1)高層住宅の工業化工法の原稿について

(2) 担当委員の作業内容と提案について

(3) 新規掲載リストの作成について

(4) そのほか

委 員 会

19日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上，哀塚正副委員長ほか 9 名

議 事1) 理事 ・委員会正副委員長懇談会の報告に

ついて

(2)各編集分科会のグルーフ。別報告と提案に

ついて

(3) No. 39 ( 1月号) No. 40 ( 4 月号) の企画 IC

ついて

(4)企画分科会の報告と提案について

(5)そのほか

編 集 委 員 会

委 員 会

10日 4 時- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 福 田 副 会 長 ，彦谷委員長， 山田勝

尾包，今元( 代理〕各理事ほか叩名

議事(1)緊急処置 ・合併号 IC関する件

(2)9 月号= 都市住環境への アプロ ーチ特集

- 8月号企画を 9月号とするー

(3)10月号= 都市防災特集- 9月号企画を 10

月号とするー

(4)1 1月号= 第 19回青年技術者特集の件

(5)12月号以降の企画一

(6) そのほか シリ ーズもの報告

作品作風小委員会

10日 6 時- 8 時 半 於 会 館 編 集 室

出席者中山主査ほか 8 名

議事(1)10月号作品討議

(2)9 月号海外写真決定

21日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者中山主査ほか 4 名

議事(1)10月号作品決定

(2) 11月号作品選定

(3)12月号作品企画

教 育 委 員 会

都市災害問題シンポジウム打合会

10日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 上 回 幹事ほか 2 名

議事当日の進行および記録について

都市災害問題シンポジウム記録打合会

24日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山地副委員長 ，上回幹事ほか 1名

議事( 1 情己録を基礎 l ζ3 頁の内容で掲載するとと

になった

(2) 編集よりの要望の 2 頁が I 頁増になった

ので広告を 1頁特別に掲載する ζ とに協

力する乙とにした。

法 規 委 員 会

委 員 会

19日 3 時- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

出席者福田委員長ほか20名

( 建築 8 団 体 計94名)

講師 大阪府土木部 山本 勝氏

大阪市総合計画局都市計画部

上田 隆 夫 氏
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大阪府 ・大阪市における新用途地域( 案) に

ついての説明懇談( 建築 8 団体主催による)

26 日 3 時- 5 時 於O M MビJ レ

出 席 者 掘 内 ，山田正副委員長ほか11名

東洋リノリューム 3 名

カーペッ トについて

出 席 者 小 林，尾亀正副委員長ほか 2 名

議 事1)8 月以降の講師について

(2) 講師の謝礼そのほか

史

拾

一

彦

博

夫

治

治

雄

要

訪

ニ

伸

弘

男

人

安

飾

敬

義

天

一

省

光

隆

博

良

七

和

吉

公

回

国

川

田

竹

田

崎

井

上

生

線

上

山

田

野

間

山

裾

藤

藤

古

前

総

南

宮

向

村

抑

山

山

積

吉

事務局打合会

24日 正午- 3時 半 於 大 阪 建 設 業 協 会

出席者共催団体事務局員14名

議 事 昭 和47年度関西都市 ・住宅会議の企画K

ついて

建 築 業 務 基 準 委 員 会

11 日 l  時半- 4 時 半 於 日 本 建 築 学 会

出席者 谷委員長ほか20名

議 事1)責任施工の問題について

(2)建築の複合責任業務について

(3)工務庄の業務について

関 西 都 市 ・住 宅 会 議

. 6.  

コヨZ

宇治の黄葉山万福寺の参拝と童文ならびに新

築建造物の見学会

15日 2 時- 5 時半

参加者 42名

よ ろ ず 相 談 住 宅 展

. . d除

τ"" 

員委

ヰ[子

材建

見

期会
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阪神百貨庖 8 階催場所場

弊社取締役会長小西恭

ぞ う

造はかねて病気療養中の

とζ ろ心不全のため ，7  

月21日午前 0 時16分永眠

いたしました。享年74才。

葬儀および告別式は 7

月27日午後 2 時より 4 時

まで大阪西本願寺津村別

院( 北御堂) !ζ て，弊社

専務取締役座谷明正を葬儀委員長とし ，社葬に

より営みました。

故人は，明治30年 10月 1 日弊社先々代社長故

小西儀助の四男として，大阪市東区道修町 lζ 生

れ，大正 7 年 5 月金沢医学専門学校を卒業後，

大正 8 年 10月 lζ 弊社( 当時合資会社) !ζ 入社 し

ました。

大正14年 10月株式会社小西儀助商庄が設立さ

れるや取締役として経営の任 (ζ 当りました。

昭和 6 年 8 月には取締役社長 lζ 就任。

昭和26年には接着剤の研究 lζ 着手する ζ とを

計画 し， 翌昭和27年には接着剤「ポンド」の製造， I  ・設計段階における安全施工方策

発売に踏み切り，先見の明を実証いたしました。 I

|  建鮫業労働災害防止協会大阪府支部より 下記依頼 がありま

その後接着剤「ボンド」の製造部門の充実を |  したので紹介します。

計り，東京工場，ついで大阪工場，浦和工場， I  労働省は本年10月 1 自に新法として「労働安

鳥栖工場を設立しました。 I 全衛生法」か施 行 され新ら しい時代に相応わし

また，一方では製造部門の充実に伴い，営業 |  い直接的安全対策と間接的災害防止対策を確立

部門( ボン ドならびに化成品部門) の拡張充実 |  される ζ とに相成りました。建設現場の災害減

を矢つぎ早に着手し，全国主要地域にサービス |  少を 実効あら しめるため には ， 発注者， 設計

ネットワー クを一応完了するとともに ，また同 |  者，指導監督行政庁が一体化して目的達成に努

時に大阪本j苫，東京支j苫の充実を計り接着剤業 |  力を傾倒して乙そ ，その成果が期待 し得るもの

界のトップメ ーカーの地位を築きました。 I と存じ ます。ついては ，乙れを契機に施工者 lζ

昭和46年 2月，取締役社長のポストを長男， I  は新法を遵守するだけでなく自ら進んで積極的

小西信一郎に譲るとと もに代表取締役会長に就 |  に安全施工に一局努力されるよう，また発注者

任いたしました。 I には発注段階において，仮設物に対する安全性

昭和43年 lζ は，産業功労者として，勲 5 等瑞 |  の確保と適正工期 lζ 十分など配慮をお願い申し

宝章を叙勲されております。 ( 昭和47年 7月26日) I  上げる 次第です。

広告料金

ミ長

l 頁 ( 2叫 カ ラ ー l 頁

タテ265X ヨコ 190

表 紙 2 85，000 230，000 

表 紙 3 75，000 220，000 

表 紙 4 110，000 250，000 

7-

1  

タテ266X ヨコ190

前 付 最 初 頁 60，000 200，000 

前 付 各 頁 50，000 180，000 

前付記事対向 55，000 190，000 

後 付 各 頁 40，000 

- 建築と社会小西泰造氏逝去

本会団体会員側小函館助商庖より同社小西取締役会長逝去に

つき下紀のようなお知 らせがありました。

故 小 西 恭造氏

経

|
一

則

達夫氏

建築の風力係数 ( 基本事項から超高層建築)

17 日 2 時半- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

光正氏

42，084人

約 1. 3∞件

12日

参加者

講 師

・都市計画と防災

大阪市総合計函局企画第 2 課長

・都市と災害

大阪大学工学部教授 ・工博

・都市と安全な暮し

市浦都市開発 コンサルタンツ大阪出張所長

富 安 秀 雄 氏

建 築 の 技 術 講 座

- ノマネリスト

大阪市消防局防災設備課長恩田 一則氏

大阪府建築指導課 長 信 濃小路正氏

自建設計大阪事務所開発計画部長

田中

古野

孝男氏

喜政氏

近藤

岡田

都 市 災 害 問 題 シ ン ポ ジ ウ ム

毎日 i新聞社社会部記者

1時半- 4時半

101名

入 場 者

相談件数

溌雄氏

建築クラブ朝食会

11 日 8 時- 9時半

出席者 77名

当日は京都大学教授 ・工学博士堀内三郎氏よ

り「火災時の有毒カo スと煙J ( 千日デパート

ビル火災を中心として) について有益なお話

しを伺った。

建築クラブ小委員会

20日 正午- 1時半
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於新大阪ホテノレ

於会館集会室

聴講者

講 師

京都大学防災研究所教授工学博士

石崎

. 6.  

=  
員委

105名

勢
. 6.  

=  



WEST- BERLI N一 戦 災 都 市 に お け る 保 存 問 題

共同研究都市の開発的保存 9

C. Gr uneber g 

安 畠 寿 匂

。日

Berli n  (West )  

ベ ル リ ン の戦 後 処 理

ベルリンは 1440年に Hohenzol l ern 家の領土の首都になることにより，

その発展の歴史を開始した。1871年にドイツ帝国の首都になって以後ド

イツの政治経済の中心地として急速に発展した。第一次大戦後，郊外を

併合して人口 400 万人の大ベル リン市となり ，世界有数の都市となった。

第二次大戦でベルリンは廃虚と化した( 写真一 1 ) 。長い歴史にわたって

受け継がれてきた文化遺産と市民の生活の多くを破壊されたベルリンの

戦後の再建には数多くの難問が含まれていた。第二次大戦前. ベルリン

には 156万 3 千 戸 ( 1人当り面積16 .4m 2) の住宅があったが，戦争直後

は86万 8千 戸 ( 1人当り面積 8 m

2

) が残っているにすぎなかった。戦後

復興のまず最初におこされた行動はもちろん破壊物処理であった。爆撃

によって破壊されたベルリンは瓦撲の山であっ た。木と紙でできた日本

の戦災都市のように焼け落ちるわけではなかったので 8 千万 m

3

にもの

ぼる石とレンガの山を処理することは難問であった。ベルリンには空襲

から市民を守るためのトーチカ (Bunker ) が市内のあちこちにあった。

これは高きが数十メートル，壁厚が約 5 メートルもあったので，破犠に

要する費用は莫大なものになると予想された。そこで連合軍は瓦礁でト

ーチカを埋め込む方法を考え出し，市内の各所に 100 m前後の「山」を出

現せしめた。これらは現在緑地公園化され，市民に憩いの場を提供して

いる。現在も不燃性廃棄物の処理法として同様のことが行なわれている。

破壊物処理が一段落すると建物の応急修理が開始された。これはもちろ

ん市民にとっての最低限の居住条件すらも満足するものではなかった。

ベルリンが東西に分割されてからは 2 つのベルリンはそれぞれの政治

写真一 1 第二次大戦で破壊さ れた住宅街

図- 1 ベルリンの行政区

システムに従って異なった発展の道をたどった。西ベルリンの新しい建

設は 1949年のベルリン再建計画にはじまった。これはアメリカの援助に

よるヨーロッパ復興計画の資金を用いて行なわれたもので，援助金の45

% は住宅建設に用いられた。 1952年には公共住宅建設 (Soz 日 ler Bohrト

ungsbau) がはじまった。一方，東ベルリンでもやはり 1949年から東ドイ

ツの六都市のための投資計函の一環として建設計画がたてられた。これは

必要な土地の収用を含み，資金の20%から 25%が住宅建設に用いられた。

1970年の西ベルリンの総人 口の20%が65オ以上の老人である( 西ドイツ

圏内では 12%) 。老人人口が全人口に対して占める割合が大きいという点

においてもベルリンは典型的な戦災都市であるといえよう( 写真一 2 )。

西 ベ ル リ ン に お け る 再 建 と 保 存

西ベルリン における戦後の建設は 2 つの時期に分けてとらえることがで

きる。それは終戦の1945年から 1955年までの10年間とそれ以後である。

ここではそれらを便宜的にそれぞれ前期，後期 と名付けることにする。

大まかにいって，前期は破犠された建造物の再建のために ，す なわち戦

災都市に固有の問題の克服のための時期であり ，後期は大都市のもつ一

般的な問題の解決のためにまをされている時期であるということができる。

前期 ( 1945- 1955)  

この時期のもっとも重要な問題はもちろん破壊された家屋を再建するこ

とであった。戦後の絶対的住宅難のなかにあって ，大量の住宅を建設す

ることは緊急を要する課題であった。敗戦後の極端な財政難のなかにあ

って ，ここでは材料の質や建築的あるいは都市景観上の質は度外視され

写真一 2 西ベルリン中心街現況
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た。この時期の応急建設が以後の都市景観の保全をさらに困難にしたこ

とは想像にかたくない。

また住宅に限らず，連合軍の無差別爆撃によって建築史的価値をもっ建

築物の多くが破壊された。政府はドイツの文化遺産ともいうべきこの種

の建築物の復旧には非常な熱意を注ぎ，戦後の応急復旧のさなかにあっ

て，完全に昔の形態のとおりに再建する努力をした。戦後に限らず，戦

時中にあってもナチスドイツの文化遺産に対する熱意はたいへんなもの

で， 1941年に爆撃によって破犠された東ベルリンにあるベルリン国立歌

劇場は空製きなかに再建されている 。 しかしこれは 1943年に再度爆撃に

よって破製され，現在の来ベルリン国立歌劇場は 1955年に再建されたも

のである。

この時期に復元の対象となったのは 12世紀中頃，すなわち中世初期から

パウハウスまでの時期に建てられた有名建築物で，市役所，教会，宮殿，

凱旋門，劇場など，そのほとんどが公共建築物である。この復旧のため

に特別の立法措置がとられ，場合によっては単体の建築物にとどまらず，

地区が対象となることもあった。このいちばん有名な例はシャルローテ

ンプルクのクリストシュトラ ッセの住宅街で，ここでは建て替えは旧様

式によってのみ許きれることになっている 。 もちろん建て替えに際して

は市当局から援助金が支払われることになっている ( 写真一 3 )。

後期 ( 1955- )  

1955年以降の建設の目標は，主に高い水準をもった住宅を供給すること

と歴史的都市景観， とくに街路景観の保存に向けられた。 ここで実際に

用いられた都市計画手法として，都市環境に対する認識の仕方に対応し

たつぎの 3 通りの方法がある 。

1 . 近代建築思想の原則に沿った住宅地区. および住宅都市の建設

パウハウスに代表される近代合理主義的建築思想の影響を強 くうけた，こ

の方法による建設は，比較的初期において支配的であった。住宅地区建設

すなわち団地建設の代表的なものとして，グロピウス，ニ - 7 イヤーな

ど近代建築の旗手の競作によるインターパウ (Int erbau) がある (写真- 4 )。

またサプセ ンターをもった住宅都市建設，すなわちベ ッドタウン建設の

代表的なものとしては M V (Mar ki sches Vi ert el ) や B B  R  (Bri t z-

Buc kow - Rudow グロピウスタウンとも呼ばれている ) がある 。 ここに例

としてあげたものは，市が自己の能力を誇示するためにカを注いだ計闘

であ ったが，市内の一般地区においては ，建設費が安いという理由のみ

からで，街路景観あるいは都市景観を会〈考慮に入れずに建設された。

写真一3 クリストシュトラッセの住宅街
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写真一4 インターパウ

そこでは今やよい建築的伝統はほとんどみあたらない( 写真一 5 )。

2. 都市景観保存のための古い住宅の歴史主義的保存 ・復旧

前期において歴史的価値をもっ公共建築物は国家的名誉にかけて細部に

わたって完全に復元されたが，街路景観を織成する最大の要素である住

宅については対策が遅れていた。 その理由として，戦後の財政難のなか

で質よりも量を供給する必要があったこと，すなわち非常に高〈つく職

人的技術による様式保存を顧みる余裕が全くなかったことと . 古い様式

の住宅が住様式の変化に対応していけなくなったことなどがあげられる。

戦後残っていた旧様式の住宅で，修理をすれば使用し得るものがたくさ

んあったが，それらのほとんどは修理するよりもモダンな住宅に建て替

えるほうが安上りであるという理由でつぎつぎと建て替えられていった。

こうして次第に蝕ばまれてゆく街路景観の保存のために市当局は街路に

面したファサードのみを保存するための方法を考案した。いわゆるメー

キャ ップ保存 (make - up pr eser va ti on)  である。

3 . 都市の現代的変容を受け入れたうえでの都市景観の質の向上

この考え方を支えるのにいくつかの観点がある。ひとつは建物の歴史様

式に従った再建のためには莫大な資金が必要であるという消極的な観点

であり，またひとつにはファサード保存のような市民の生活の利便性を

写真一5 戦災をまぬがれた古い家並

7 アサードの保存された家と 簡単にモルタ ルで補修された家が浪在している.



軽視した行政当局おしきせの「保存」に対する市民の反発である。そし

て何よりも重要なことはおそらし巨大な社会機構の中枢に位置する大

都市西ベルリンにおいて r過去への郷愁」は時代の要請の前にいかにも

無力であるということである。

西ベルリンにおける保存を考慮した計画の事例

以上述べたような西ベルリンの 3 通りの都市計画手法のなかから ，都市

の保存に関連する 2 ，3 の具体的事例がどのように実行きれ，評価され

ているかをつぎにみてみよう。

ファサード保存

他のヨーロ ッパの諸都市と同様に，調和のとれた街路景観を構成してい

る古い様式による建築物を再建することは，西ベルリン市当局にとって

重大な関心事であった。たとえ部分的にしか破損していないものでも，

修理には特別の材料と高度な技術を要した。この財政的問題に加えて，

市民の生活の側からの要求が保存にかかわる利害関係をさらに複雑なも

のにした。この問題の解決のために西ベルリン市当局は 1963年に歴史的

ファサード保存のための条例を施行した。これは個人あるいは法人所有

の建物を対象とするものて二歴史的価値があると考えられるファサード

をもっ建物の持主がファサード保存の希望を出し ， それが当局によって

認定されれば保存のために必要な修理経費の一部を市が援助金として支

出すると いう ものである 。市はファサード保存を支持する世論を喚起す

るために数回の 「ファサードデザインコンペ」を実施し ，多くの建築家

がこれに参加している 。先に述べたクリストシュトラッセの住宅街では

市の全面的な援助により街路のテクスチュアや街燈に至るまで復元保存

きれているが，住宅の内部は全くのモダンスタイルになっている。すな

わち街路景観を構成する物理的な建築形態と. そこで営まれる日常生活

とははっきりと別々のものであると割りきって景観の保存を主張するの

がここでは一般的であるかのようにみえる。ファサード保存はそうした

市民意識をたよりに打ち出された方針と考えることができょう 。 しかし，

行政当局によって先導されたファサード保存のやり方は，街路の裏側に

生きいきと展開する市民生活をおおいかくし，街路に面した部分だけを

旧様式によってかぎりたてるみかけだおしの景観保存であるとして ，現

在批判の矢面に立たきれている 。

西ドイツ圏内では都市景観保存を担当している行政部局は保存謀で¥教

育省の一部に位置している グ， 西ベルリンでは保存謀は建築部の一部に

なっている 。 このことは西ドイツ圏内と西ベルリンの行政当局における

景観保存のとらえ方の相違を明確に示している 。

クロイツベルク地区再開発計画

この地区の発展は 1840年に北部の旧センター拡張という形て¥住宅街路

の直角格子がひかれたことにはじまった。1853年に新しい建築規準が施

行され，敷地の 7 %の中庭だけを残して ，敷地いっぱいに工事や，安普

請の住宅を建ててもよいことになった。そうしてこの地区は社会的に庇

護を受けている人々の住宅街の典型となった。それまであったアパート

のなかの大きな住居単位は 1930年頃につぎつぎと小さな住居単イ立に改造

された。そのなかには単室住居もあった。住民の多くは社会的庇護下の

人々であり，彼らは敷地の80% を占める中庭に建てられた中小工場で働

いている。この地区には，公共建築物が比較的多< ， また古い家並も存

在しているが，住宅水準，生活水準カ<fs ; いことや，開発理念が欠如して

いることなどが理由で¥建物の老朽化が進行し，全体的な発展がみられ

ない。住宅の1 3 %は，改造された小さな住宅で，多くの住居単位が屋内

廊下によって結ぼれているというレイアウトになっていて ，便所や浴室

は中庭か階段のおどり場に配置されている。

西ドイツの住宅都市計画省( Bundes M i ni st eri um f ur St adt ebau und 

Wohnungs werk ) は1962年に都市再開発計画を開始し ，1968年までにこ

の計函に 8 千万 D M ( ドイツマルク ) をつぎ込んでいる 。 この計画のも

とでのー住宅あたりに対する平均投資額は l 万 5 千ー 2 万 D Mにのぼっ

ている 。 この計画は一般にスラム地区を対象とするもので，西ベルリン

においてはウェデインク (Weddi ng) とクロイツベルク (Kr euz ber g )

の 2 つの地区がこの計画の対象地区になっている 。1963年にクロイ ツベ

ルクのための都市再開発プログラムは開始された。西ベルリン市当局に

よって発表された計画の基本はつぎの 4 項目である。

1 . 職住混合地区の移転

2 . 従来の地域間交通システムを変更しないこと

3 . 有効土地の高度利用の継続

4 . 公共施設の適切な配置

この基本線に沿って西ベルリンの建築家グループ Gr uppe S  K  S がクロ

写真 - 6 クロイツベルク再開発計画地区現況
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イツベルク地区南部の再開発のためのマスタープランを郷軍医した。彼ら

の問題としているところは ，快適な居住環境を硲保したうえで. 管の街

路景観のイメージをどうすれば現代的に得税しうるかということと . 普

の街路と中庭の相互依存の形式をどう発展させるかということであ る

( 写 真 - 6  I  7). 

クロイ ツベルクにおいては都市無観の破域が顕著である。大きな ハイ ウ

ェイが都市景観のイメージにとってもっとも価他ある場所を破撮してい

る。一方市当局はクロイツベルクの景観に対する考えをもっていないの

で. 歴史的態築物や歴史的な場所をいかに使うかということに関す る指

導 をせず. 私企業や住宅建殴組合の無秩序な開発を放置してい る。こう

した現状に対して，い〈つかの私的な建築家のグループが批判 を試み，

これに代 る理念を一般大衆に提示している。そのなかでもっ とも興味深

いのは西ベルリン大学の建築学科の進歩的グループによって 始められた

運動であ る。彼らは市当局の反動的姿勢や，市当局が個人の投機家や大

住宅建設組合と結びついて住民を犠牲にして利益を分けようとし ている

ことをク ロイツベルクの住民に知らせようとしている( 写真一 8 )。

以上，ベルリンとくに西ベルリンにおける第二次世界大戦後の都市計画

の流れを保存問題を中心に大まかにたどってみた。開発と保存が敵対す

る2 つのものとして矛盾関係にあるのは r開発」と「保存」それぞれ

のもつ本質的な意味に起因するものではなし戦争による破壊の非人間

的尺度や，現代という歴史の切断面にあらわれた開発の非人間的尺度( 機

械的尺度) と ，保存を志向とするきわめて人間的な尺度の対照に起因す

るものであると考えることができる。都市景観の保存という観点だけか

らみれば. 西ベルリンは 2 つの大きなハンディキャップを背負っている。

すなわちひとつは戦争による大規模な破壊を経験しているということで

あり ，今ひとつは現代の社会機構の中枢にある大都市であるということ

である。無差別爆撃による廃虚のなかからはじまった西ベルリンの都市

空間の整備，保存は必ず復旧という過程を通らなければならなかった。

ヨー ロッパ人の都市景観に対する保守性はよく指摘されるところである。

この保守性と ，石とレンガでできたヨーロ ッパの都市の恒久性とが相互

規定しながら歴史的に発展してきたとみることができる。単に一時代の

作品としてではなし長い時聞をかけて築き上げられてきた都市景観は，

歴史上の都市あるいは市民生活を一時代の空間的拡がりをもったものと

してだけではなし時間軸を加味したダイナミ ックなものとして現代に

生きるわれわれにさし示し ， そして今後の発展のためのゆるぎないより

どころとなり道標となる。歴史上の遺産を一夜にしてスクラップ化し ，

たちまち全〈異なった都市景観を出現せしめる機械カの検行に直面した

ときに，脈々と歴史を貧ぬく流れを守ろうとずるこのような意識が保守

性を帯ぴるのは当然のことである。しかし「過去への郷愁」がこの保守

性を支えているという考え方には幾分注意しなければならない。過去の

みで都市を構成しようとするならば観光都市としてしか都市が生きのび

ていくみちはないだろう 。 そしてそのとき ，都市は長い歴史のなかでっ

ちかつてきた景観のもつ意味を大部分失なってしまうのである。都市景

観がこれまでそこで行なわれてきた活動の視覚的表現の総体であるなら

ば，すなわち都市景観が歴史のなかの市民の生活を表現するものである

ならば，現代の市民の生活も都市景観のなかに積極的に表現きれなけれ

ばならない。戦争によって破壊されたベルリンの歴史的建築物の完全復

旧のことは別として，歴史的ファサード保存など西ベルリン市当局によ

る保存行政は単なる「過去への郷愁」にのみよりかかろうとする屈折し

た保守性を感じさせる。西ベルリンの保存問題は，単に過去の文化遺産

としての都市景観を継承していくということだけでなく，戦争によって

破墳された過去の都市景観を再現するところにあることに注意しなけれ

ばならない。戦争の破壊にまって都市景観上の歴史的脈絡を断ち切られ，

都市景観の統一性を破られたいま，西ベルリンは都市景観に関して ，戦

前に重きをおくか ，現代に重きをおくかの 2 つの大きな岐路に立たされ

ている。前者は公共建築物の復元，ファサード保存であり ，後者はクロ

イツベ J レクで行なわれているような再開発の計画である。

今，西ベノレリンは「復旧」と「建設」との聞で悩んでいる。西ベルリン

における保存問題はヨーロ ッパ人に根強い都市景観に対する，保守性と

現代社会の巨大なエネルギーのなかで，根本的な解決をせまられている

のではないだろうか。
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写真一8 街頭で肘愉会を開〈建築科の学生逮 (参考文献3 )

参考文献

1 .  Berl i ner Ar beit erv iert el  :  A rch.  Fak .  T UB  1969/ 70  

2.  S tadt ebauberi cht  1970 Bonn， 

3.  Sani erung fur wen?  Kr euzberg  1969 - 1970 

4 .  Berl i n- Kur zgef a β 1 9 7 1  

5. Wer ner  Hegemann na5 St ei nerne Berl i n 1930/1963  

6.  Berl i n A B C  Informat i on5amt  Berl i n 196 8  

7.  Ber l i n- Bro5chi eren 1968 - 1971 

8. Bauen 5eit 1900 in Berl i n 196 8  Ki epet  Berl i n 

9. di v .  Bauwel t  1968- 1971 Berl i n 

Ｈｾ＠ グ リ ュ … ク 京都大学大学院上回研究室1

あん まさとし 京都大学大学院上回研究室 l

WEST- BERLI N 



- 求 人 広 告

急募/

設計スタッフ

若干名

年令30才まで

赤崎建築事務所

大阪市西区立売堀北通 1 - 90 

第三富士ビル

電話06(541)7625

. おわびと訂正

「建築と社会」昭和47年 7 ・8 月号“ 暑

中見舞" 欄の一部を右・下記のように訂

正しおわび申し上げます。

取締役会長 大 木 昭

取締役社長 近 藤 喜 久 二

株 式 会 社 桂 建 築 設 計 事 務 所

串 l回東京都新宿区市谷田町 3 - 8 新杵ピ J レ3 階

電話03( 269) 6411

. おしらせ

今般，大阪府知事より，下記のとおり第

10回事業所統計調査の協力方についての

依頼がありましたので，お知らせします。

この 9 月1 日には，全国いっせいに事業

所統計調査が実施きれます。調査員がす

べての事業所を訪問し ，名称，所在地，

事業の種類，従業者の数などについてお

たずねします。

すべての事業所のご協力をお願いします。

総理府統計局

大 阪 府

桑 正

、圭t

: Ja.  田

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畠倒 神 戸 市 生 回 区 中 町 通 3 の 5 電話078( 732) 臼 11代

唖 ω 自宅 神戸市長田区五位ノ池田13 の3

慣 U; 078( 621)  3807 

I T、
てコ

飛島建設株式曾社大阪支J苫

常務取締役支庖長 木 脇 準

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 大 阪 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 3 番 2 8 号

電 話 東 京 (263) 3  1  5  1  ( 大代表)

⑥ 

-聞・・・

・田・・・・

-
井 建 設 顎 大 阪 支 庖

取締役支底長 土

居 良R

大 阪 支 庖 大阪市北区中之島 3 - 7(三井ピル 2号館) 電話大阪 (443) 代表1321

本 社東京都中央区日本橋室町二 ノー( 三井ピル) 唱。治東京 (270) 大代表8651

支 庖東京土木・東京建築・札幌・仙台・横浜・名古屋・広島・福岡
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信用み 5技術ど伝統の

7X771LトZ車専 業 大l吉

警歪矢保商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364・代表 o2  0 6 - 9  

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸 di 生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

1正iI抗 争11戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠岡T50( 堂ピル 5 階 502号室)

屯 訊 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市五合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶縁 工 法 を

曲目 ＷＱ ミー陥ｾ帯

) 有国ヲ q イト
新 工 法 /

プレノテクト吹付工法

奥山化工業株式舎紅

ｾ，＠ 干上 東 京 都 中 央 区 銀 座 8 - 4 - 11 1屯話 ・03(571)2703- 4'  2370・4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大阪市都山区高s山中i泊リ 2- 3- 1 'itL訴 06(921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 I'i li-UH張所 r， ，Ii f i l _ 市南区奇寺市田T 3  3  'ill話 052(811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札帆 ｈ ｾ 1U 所 札申込市中央区北〈条点| 川丁目 'ill話 011( 231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

電 話 (981) 0615 - 0618 
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空 開 設 備 の 頁

冷 暖 房 Y  名 手 桶 サ ッ シ

給排水、衛生水道 £孟 環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 織機 械

厨 房 - r - ーーτ 化 学 鉱山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

取 締 役 支 底 長 j賓川 幸十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 ・日比谷・三f冒ピル

支 底名古屋、偏向、 *l勝、広島、仙台、富山

出 張 所 械 浜 、 金 沢 、 鯵岡、高松

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備 設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

ｲｾ ｾφ＠
郡朝日Z 業従

r  

島長

本 社 東京都港区芝浜松町1- 2- 7  電話 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 357 電話 (302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

空 気 調 和 政 備

設 計 施 工

衛 生 般 借

三建設備工業株式審議士
φ  

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 31 ( 代)

東 京都中央区日本橋繍毅 町 2 - 2 2  電 話 (667) 3431( 大 代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟・ 横 浜

大阪支唐

本 社

支 社

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

東 京 名 古 屋 ・ 大 阪 福 岡

主 堂 : 新 2・ 仙 台 ・ 金 沢 岡 山 広 島 ・

・横浜・富山・盤 回 ・福井 ・京都 ・神戸 ・鹿児島

本 社

支 J吉

営 鍵 所

出 張 所

調空

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備

発
--
-

棒式会社。
設 計 施 工

生

気

排 水 ・ 衛

冷 房 ・換

給

暖

大 阪 城 口 研 究 所

株 式

会 社

本 社 本 庖 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電話 0 6 - 3 6 3 - 1371

支 l苫東京都千代田区神困小川町2丁目 l 番地 電話 03- 292- 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番 地 電 話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 0822- 47- 4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 0 9 2ー76- 3795

所 富 山 ・ 福 井 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 松 江

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

庸口城取締役社長

ｾｕ＠出

社

A 、

Zミ業 株 式賀 工須

＿方 ｾｴｯｮｮ ・空気胸和ｉｬｴ僧・給排水衛生役備・塗義政備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷，東 被/ 設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会 社- zi }苫平
衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

本社・ 東京支信= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支底= 大阪市北区中之島 2 - 2 2 ⑨ (203) 3721 代

名 古屋支庖= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211) 1535 代

出張所= 札 快・仙 台 ・盟 国・金 沢 ・神 戸

広 島・松 山・稲 岡 パ ン コ ッ ク

ｾ一東 京 ・ 大 阪・ 名 古 屋 ・京都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

出張所一 高 松 ・ 北 九 州

⑧ 
支

営業所一 千 葉 ・横 浜 ・広 島

水 道 ・衛 生 ・緩 冷 房 ・其f也管 E 事

設 計 並 施 工

Ｈ旧斎ｊｬ ｩ 久孝司 ｊｾ 所Ｉ

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 東 京 郎 千 代 間 区 大 F 田T2 の 8 IJI: I也( 日本ピル)

官官 ｊｾ 東京 ＨＲＷＰＩ 7  4  1  1  昏( 代 表 j

ｦ ｬｊｾ市南太 ｩ ￚｬ酒 ＴＱ ー日付 ｌￆｾｪｬｬ ｪｎピル Ｇ ， ｴｴ ， ｉ Ｎｲ［札似 ｾＡＩＷ Ｚ， ￶
金 沢 市 川 l湖 周1 2 佐 J Ｖ げＧ， ｴｬ ， Ｑ 占金 ｾｬ ｾむ Ｑ ＲＱ 庁 Ｔ

ｉ｛ｾ＠ ｊｾ 市 ｴ 却事 Ｒ の Ｑ Ｇ， ｴｴ ， Ｑ 占焔 Ｑｾ 2i124:! 6  

，fli tl: ，11 2  待 r  9 世.1，Ii" .:':i 怯曜i ) !)195

ｉｾｊ 山市大Ｈｊ｜ 3  8  Ｐ の ｬ 川， Ｑ 占 ｉｾｊ 山 Ｒ ｩＱ ｦ ＾Ｔ ＸＶ

冷 凍 冷 蔵

⑨ 諸 蛋 膏2管 機 横 議 量 柱

地 盤 凍 結空 気 調 和

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番(直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

居

間

所

所

所

品

開

業

業

川

宮

川

宮

川

市

常

常

山

山

出

出

似

川

井

総

山

キ

金

悩

.

品

附

丸ビル 6 7  6 号

電話 212仰 3751

大同ピル 616号

電話 443附 3361

電話 681附 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

温 湿 度 調 室 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 微 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 信 設 備 ・ 給 排 水衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

緊 斎 藤 省 三 商 唐

本 庖 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の 1

大阪市北区7 l " 回目T 3  0  電 話 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 国 区 丸 ノ 内 3- 3- 1(新東京ピル)

昔舌 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  (1"1:) 

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

1 I t 鱈 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 l苫

大 阪 市 西 区 土 佐 場 通 1 の 1

京 都 市 南 区 西 九 条 森 田 町 48

札 幌 ・ 名 古 屋 ・ 福

宇 都 宮 ・ 横 浜

大阪支I吉

京事官支盾

支 庖

営割陣所
名古屋支庖
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空 調 設 備 の 頁

lほ ・冷lガ ・空主liltj 副主，UM盤技置

設 JI' h包 L
給 ・排水・衛 生 ・消 火・暖冷房 設 備

1S 主4

-← 
委書1

fi!!! 高回
お 22 西原衛生工業所大阪底

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 ;1t 南IlIl 4丁目 11

出 張 所 = 京

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番地( 北阪急ビ l レ9 階)

電 話 大 阪 (372 ) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 凹 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 l汚

社本

平' " 互業株式会社

設計 ・施工

@  新日本空調株式会社

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  (新大ビル)

電話 (06)  344 - 6  0  3  1  (代)

東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

電話 (03)  279- 5  6  7  1  (大代)

九 州 ・ 広 島 ・ 札 眺

北 陸 ・ 大 分 ・ 岡 山

大 阪 支 1汚

本社・東京支庖

屋

村

古

海

名

束
T E L  (441 )附 1994 .  ( 443)  ({り0331 大 阪 市 街 医 江 戸 柄 通 2 の 2

空 気 調 和 設 備 =
ー凡吾十施工

換 気 ・除塵設備員又 E

く m堕型里コ
空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不ニ熱紅葉織ま舎紅

東 洋 空 襲 工 業 機 式 会 祉 大 阪 安 倍

大 阪 市 南 区 Wi¥葺町 2 - 5  0  電話 261 - 2436(11:)

東京都大白区西馬込 1 - 2 ー 1 包括 773ー 1231間

銀 座 ・ 浜 松 ・京I : s . 神戸・t . ' i i 岡

本 盾

東京支底

営 喋 所

T  E  L  (443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

道

設

水

施

ト

生

工

親

衛

恒

山

崎

境

1

芯

理

計

房

生

設

暖冷

衛

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

会 社工 業 株 式

市 川 繁 雄

日 本 管

代 表 取 締 役

⑥ 

社

り

は
ω

7

世

田

河

怠

P

O

句
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代

M

6
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回

4
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悶

ι
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E

1
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話

話

路

銘

電

電

電

電

2

2

階

川

e
o

，
A

の

4

E

3

h

u

目

的

1

ル

目

T

h

~

ヒ

丁

v

t

-

q

d

h

，
，
守
，

目

主

目

一

通

刊

水

T

ピ

狭

E

区

2

坂

長

京

f

坂

赤

北

区

吋

赤

区

西

和

一

雌

四

市

屋

都

市

阪

古

京

戸

大

名

東

神

A

Q

一

A
式株業エ田山

本 社

支 庖

出張所

京都市南区西九条ｾ田町 Ｒ 0 番 地 の 1

電話(681) 5  1  0  1  - 5  夜 ｉｕｉｾ 宇用 Ｈ ＶＹ Ｑ Ｉ 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満僑北詰)

包括 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 1 I t 絡 ③7431- 3  

大 法 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 @ 9  7  3  8  

津 市 栄 町 2 ー 1 1  1  電話③ 3 6  1  0  

相坦京書官支庖

大 阪 支 庖

四 日 市 支 唐

大 津 営 鎌 所

津 営 業 所

ー

庖の謝奉 仕

特許申請中 ・完全滑止タイル

タイル新発売

'I} 淳 窯 s 歳月S

( カタロ グ進呈)

サ ン エ ス

5 5 5  

縁式

会 枇⑪ 

本 社 大 阪 市 北 r，z Ｎ Ｚｾ［＠ / ; . ¥北町 1 6  T E L  (345)9055(代 l<)

本田I常 業 所 大 阪 diJl !l ，z -j>:田f4- 27i仰なビ ル T E L (252)  3  9  0  6  

愉均1"; :"業 所 大 阪 di *  I正鰍 刷 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

大阪市丙区制ノド田f2 丁目 98番I也( 靭 本 町 バ ス 停 前 )

泣 訴 大 阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫 路 市 北 条 口 126 a子J也 ( 住 友 生 命 保 険 ビ ル 3 階)

屯 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  
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姫路営業所

本



電 気 設 備 の 頁

社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

毘軍吉 ..t::= . L J L  _  

竜 丸 株 主ζ

代表取締役 山 本 ↑ 導 三

大阪市北区中之! : : ; 3 の 3 朝日ビ J レ デ ィ ン グ

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 闇 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 郁 市 右 京 区 西 京 極 郡 高 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311 ) 1  1  8  5  

A

Q

一

A

陽

ヰ土

本社営業所

朝

本

. - - . . 電気設備工事設計施工

ｾｾ浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目

電 話 大 阪 (362) 8  

東 京 ・札 帆 ・名 古 民 ・福 岡

旭 川 神 戸 ・姫 路・ 高 松・ 広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 ・沖 縄

2  

1  

iJJ 

宇土

支社 ・支庖

営 業 所

出 張 所

本

京都営業所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

阪市東区高9t 1t ，! i ; 五丁目 二八 需I也 ';l1，ili 大阪 ( 202)0325- 9 冊子

本 社 東 京 郎 千 代 目 灰 丙 神 田 l 丁 i ! 4  lffI也 5 サ

支 社 札 眺 ・仙 台 ・丸 ノ 内 ・名 山 以 ・福 岡

市銭所J t I ! 川 白 河 ・ 償 浜 . ，'j t 岡 M 山

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注 社

ふ

一

品式株業工栗 原

+  

失

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル)

電 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  ( 大 代 )

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞鶴・大阪南・ 神 戸 ・広 話 ・九州|

原栗取 締 役 社 長

設 計 ・施 工

鴎 '

電 気 工 事

社

工時

興

敏

凡
又事工

程

司電

一一
一

株 式 会 社

社

収締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 減 収 !i<. ｾｦ 以 東 之 町 三 ｲ 日ー Ｏｬ

ｾｕＺ＠ ，Vi 大 阪 ( 9:11 Ｉ代 ｾＷＳＴ Ｑ Ｍｓ
0 3 8 8 ・2 1  9  :1 

大阪市岐点l互野江東之町二 JT! - ' - 払』大阪( ぜ1I ) 7( HI

ｾｊｾ ｬ｜｜ｩ，担ＩＯ苛， ｈＯ ，卸 ｲＮＡｪ 曲り ＺＱＶ () '， ti"，r;/肋骨 2 ｾｴ 剖 Ｗ ・ Ｑ ＲＺユリ

A

A

一

A
式ネ来

信
一
刈

号竪‘

司，本中

本

失

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂 ピ ル 7 階 )

*  Jii ⑪ 3  6  7  1  ( 代)

東 京 邸 中 央 区 日 本 矯 箱 崎 町 3 丁 目 2 岳 地

電 ぷ ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . J:W . 悩 山

林代表取締役

4土本

后支

資 材 倉 庫

奈良営業所

出 張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 皇 電 気 工 業 株 式 会 社

取締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 壁 画T 1 丁 目 1 1  0 番 地

11t 館 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京都 品 川 区 西五 反 回6丁目 25番 I I 号( 福 島 ビ J レ)

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 IIIT 2  3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

鴨 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

キ土

l苫

本

支

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O (堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ｾ 界市 ・ 高慢市 ・ 姫路

+土

宇土

ぷ弘

本

支

営 業 所
営 業 所

群出 予長戸斤
市神出 張所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・的 |珂 ・水 !ゐ ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 工事・富十装工事・設計施工

主;

大 阪 市 !I可I王北 明 i1 上過 1 r 同 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 I!J- h1 .  11 . ; 山 ・福 岡

七

γ
111 取締役社長

社本

社本

支 庖

営業所 営業所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 甥 川 町 1 5  I!!= 1也

￭ｾ ｛＠ ，Jii 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東 京 郎 港 区 新綿 5 - 3 4 - 6 相. ! 号ピル 5:; 皆

屯 話 東京 (434) 3848 付31) 8435 

大 阪 It. i ・札 帆 ・名山 hl ' !凹 H 市 ・ 怯 IIJ ' 1.恋 IIJ

A

Q

一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

社 大本

社

A

Q

一

A
事 株 式

ｾｾ＠四林

エ

取 締 役 社長

藤工太 陽

東 京 支 J，¥;

大 阪 市 福 仏 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

社本

所
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張出

大 阪 市 此 花 区 恩 i ' t 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462- 1  3  0  1 (代)

電力工事本部
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耐 酸

陶器、

セ卜モノのデパー卜

庖

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 高 鹿 杭二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

屯 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

商石理大橋矢

体 式

会 社

F UT ABAY A DE CORAT ORS .  L T D.  

家 具 建 具 ・ 室 内 袋 備 工 事 責&言十方包工

内 外 装 飾 織 物 愈 掛 敷 物 怪 紙 類一 式 一一 千( 創業大正 7 年)

，r'Z t1>:I.'1-7..* 協力工唱シンプソンドアー取扱施工庖

医震2二葉屋装備工業株式会社

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電話・大阪 (371) 3321- 3・3630

大阪府知事建訟登録

(る ) !II l 6  2  1  6 号

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 エ バ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 5 4  電話 ( 702) 代7814 - 6  

特約代理庖・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・今 治 ・福 岡

S{l') 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

")1ム「 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ー ・大 仏 敷 ・ 貼 瓦

ｾ、Ｏ 内 外装 用 窯 変美 術 タ イ ル ーー 大 イ ム タ イ ル

新 発売ー・・・ ・ 古代土器調高温〆タイル ・・・ 大 仏 古 代 タ イ ル

各 種 行苛¥

ガラス製品卸問屋 ι 1 #)

j原八橋 セ卜モノ百貨庖をご利用下 さい にノ

思吉田芳雄商庄 ζ コ

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
3 寸緩旬最適軽量7J ，止付( 空葺) 瓦

止
防落剃

曇

入

品

経

一

湯

割

伊

水

耐

扇

ナ

こ

っ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

浪

述

弘

元

町

一

丁

目

薗

一
一

電

館

側

8
蛮

物ーも
言 宰 商 曾

Board&Sl ate Standard 

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手L，.-9-' ミ〉たjレ

⑩ 

フ タ パ 黒 木

特許 内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

特許内外式電動ベンチレーター

キ土
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大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 1 - 25 ( 相 生 ピ ル )

T  E  L  ( 441 )3983- 5 ・4396

大 阪 市 線 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  (962 )  1  1  4  9  

京 締 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T  E  L 075  ( 581 )  0  1  2  6  

大 阪 工 場

京 都 工 場

本

内外建材株式会社



盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ @ シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

-・・・

防防 煙 火発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

ドアー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

雲ｾ三高製作所

ドアーハンガー

• 

シャッター

• 

ユノツサ

輔

自11

ス チ ー ル

IUT K 乏

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ' y q -武11¥ 1異

近代建築の要求する

特 許

11¥俣シャ・γ9- 工業株式会社大阪支庖

ヨニ

イ乍

施

計

製

設:

※  

豊かな経験と

最 新 の 技 術・..

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ピ J レ T E  L  (762)5861代

本 社 東京 (543) 2281 ・名古屋 (331) 6171 ・大阪 (352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・ 滋 賀 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡 ・ 他 全 国 主 要 都 市

81 



建 材 ・ そ の 他 の 頁

z ニ7 t : : - * - t : は、旭化工板の製品です3

豊 富 な 経 験 と 実 績 が 、 そ の 名 を 不 動 の も の に し ま し た 。

ユ ニ オ ン ボ ー ド と 名 づ け て 19年 。

旭化工板のユニオンボード. . . ｾ、まや 、木 毛板 ・ スレートサンドイ

ツチパネルの代 名 調 。 19年 前 に 、旭化工 板 の技 術 を 結 集 し た サ ン

ドイツチパネルを 、「ユニオンボード」の名で 、 はじめて世に送り

出 し て 以 来、各 分 野 で 経 験 と 実 績 を つ み 重 ね 、 他 に 類 を み な い 商

品 質 パ ネ ル と し て 、 ご 好 評 い た だ い て お り ま す 。 い わ ば、旭 化了ー

板はユニオンボードの生みのま見。それだけに 、 ユ ニ オ ン ボ ー ド の

すべてを知り尽しています。

ホユニオンボードは旭化工板の製品です。。

〈ユ ニ オ ン ボ ー ド の 特 徴 〉

. 耐火、断熱、遮音性にすぐれています。 ・現 場 野 積 安 全 養 生 の た め に ビ ニ ー f レシ

・全 国 を ネ ッ ト す る 販 売 ・施 工 管 理 体 制 ー 卜で被覆しています

- 旭 化工 板 の ユ ニ オ ン ボ ー ド の施 工 に は 、

そ の 性 能 に 適 合 し た U B コーキングを

採用しています。

⑥山田原製造株式会批

東京営業所 東京都台東区鵬2-3-5 ( 阿波鵬 ピル) ｔｅｌ 東 京 ＨωＩＸＴＲｾ お ｉ ｻ 代Ｉ

名古屋出強所 名古屋市中区丸 J 陶ー18-12 {大現ピル) T a 名古座( 白司96卜5附

福山出張所 福山市訟浜町 1-1-4 ( 福山不動産ヒ. ル) TEL 福山 (084助お ー1491 側

鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1859 TEL 鈴鹿 (0593)78- 1165- 6  

上 野 工 場 上野市山出字柏ケ坪則的 1 TEL 上野( 白，952) 3- { ) 205斗

、，，
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d二コtga m e  

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

• L  A  F J伊 リ ミッ トロ ー ド i差j訊 4幾

・V A F 形 II f 変 式 !Ii由 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

営 業 品 目 ・C A F 形 遠 心 式 i持 音 !Ii 自流 送 j瓜 機

( 特 許 )

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町 二 丁 目 一 番 地

電書舌 大 阪 ( 93 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814) 6  6  5  1  - 3  

，、，、，、，

腐 ら な い
軽し、

且. . . . . . . ，. . 伊岡、r < r 軍司区

ぅ燃えなし、

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 練 包 水 切 に

…f タ ン ダ ー ド メ タ ル の 大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄 げ82) 4171代

日 ゐ
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塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

〉

会固有名建材庖又は当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大 阪 市 住吉 区粉 浜 本 町 4 了

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

+

'

畠

σ

・

・

す

ジ

か

・

・

新

い

す

ジ

・

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

鋪

卸

紡

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毒見る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ::'_"Jι

q ィs，z，

コート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

両す耐

イ寸

( 株 ) 新 奥 建 材 工 業 所

大 阪市 西 区 南 場江通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541 ) 5757-

営 業 所 東京・高槻・明石・姫路・四国・中国

イ寸i星音水: )( 

コ二任 施責由自色 彩長 尺 物

、、
タ然えな

オリエンタルメタル ( 0. P. M)  

不 燃 ( 個 ) 1068号

わ れ な い M)  P. オリエンタルスーパーメタル (5.

不 燃 ( 個 ) 1048号

カラースーパーオリエンタルメタル (C.

手重

r: J  

ロロ

禽 ら な い
M)  5. P.  

w ジ ャ ン ポ Wi.

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー ・ ル ー パ

ー ・ ル ー フ エ キ ゾ ス タ ー ( 強 制 換 気 装 置 )

ボックス? i XV ?，皮S 大 波S  /J、以皮t皮十反対日経

加 工 品 種

オリ工' ! J 'J ｊｾ＠ j. ヲル製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 ぷ

厳 ( 42 ) 31 15- 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代よー

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581) 2781- 4

qょぷ可

ｾｬ ｌＮ ｲ 活

#，TL:l 舌

"立詩汚

fll ;t丙

兵 庫 以 尼 崎 市 昭和 衛 泊 り 3 - 26松本ピノレ

埼 玉 貼 蕨 d1 局長越 5 丁 目 6 番 3 2  ｾ＠

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 旺I 4  4  

福 岡 県 & ｊＺＧｾ＠ Ul I 水 巻 町 頃 米

名 古 屋 市 中 村 区?J I!. i_工悶Tl の 24第 2 中 純 ピ J レ

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 l苫 及 工 場

名 古 屋 支1吉 及 工場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 力 を 杭 れ1
1
込 カ に 変 え る の で 完 全 無 紙 切J 無 騒 音 で す。

2. 恨 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が 施 工 出 来 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 制 は あ り ま せ ん。

4 .完 全 に 支 持 層 に 岩 若 さ せ る の で 大 き な 支 拘ー力 が 期 待 出 来 ま す。

5.何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 宅 の あ る 建 築 に 最 適 で す。

ｾ株式害事主訴智 Ｑ こ務開
. 本 社 大 阪 di ＪＱ Ｉ ｃｾｾＯｪ 開怖 Ｒ の ＲＰ Ｈ 尚雌新 ピル Ｉ T  E  L 大阪 ( 202 )3233(11:)

. 名 古 屋 支 l苫 1"1，'i W-.di qq正 錦 1 - 3 - 2 ( 両I( 厳 ビ ル )

・ 干 富 岡 支 1苫 払ｩｉｾｾｯｉ ｩ Ｎ ＯＩｕｉＢＨ 1  - 15 - 33( >:1'; 弘i似 ピ ル )

・ 営費陣所 見 ｦＮ ￺ｾ Ｎ ｴＧｊＧＧｦｴ ＱＱＧｻＮＱ Ｇ Ｇ Ｈ［ｾ 山山ＯＺ，｜熊本・鹿児 ＯＺＱ ， . 工 場 大阪 . r"I_i 1- t { 鹿児/ : . ¥

モルタル・コンクリー卜用

本マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン トの 加 水 分 解 生 成物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト粒 子 に援 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

* A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 述 行 し 、 気孔 を 閉 塞 す る こ と な くセ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 させます。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

申セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 ゃ 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 宮 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・l腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

ｚｚｾＭＧ｟Ｈ セメント臨海 ｉｊＩＮ %  . .  ::._，.. 寝泊抗エ)

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ ー

株式ｾＮＮＮ園巴 ＱＮＮＮＮＮＮ "1品

会 社 i l D . 司園唱晶. Ｎ・Ｎｾ
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 官E 東 京 ( 774)  4111代 表

茨 城 県 上 浦 市 大 田T 1  2 1 3  官I t イ:1甫 ( 2 1 ) 5 1 8 9  

福 島 県 福 鳥 市 下 里 子 寺 下 逮 原 告 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一線次第

盛 岡 営 業 所 宕 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 12- 50 tIt 盛 岡 (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 業 所 大阪 dj *'，.1<: 1>( 米 中 本 2 - 17 - 26 大 阪 (971)  4  7  6  5  
カタログ進呈 します

哩E
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全く新しい床タイルです

一 { ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。 塩 ピ の 他 に 最 近 開 発 さ

れ た 新 し い 共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た Illlj 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責 任をもって施工いたします

］Ｍ ｾ ピサロンは、材料だけの販売はいたしません 。

責 任施 工 の 出 来 る協組員 が 入念 な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ンテ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 III J の 超高 層世 界 貿 易

セ ンタ ービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

は そ の 模 様 が フ ラ ン ス の 画家 ピサロのタ ッチ に 似

ていることから、名付ーけられたものです。
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F
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東

西

/

¥

ゼヨ日こs

育規 絡 = 333. 3 X 333 . 3  X 2 弘 9 枚 1 m'

333. 3 X 333. 3 X 3 切， 9  fX I  m'  

青色 数 = 22色

常 価格 = 2' うも，J!1- ，'，，'， 1，200円 1 m' (300m' 以上)

3 弘 j写品 1，800円 1 m' (300m' 以上)

小部屋 jlPJ .fI"I . 階段40% 尚
製 造 元= 因島 応 用 化 エ株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の I I

電信 ( 866)  6  I  0  I  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電信 ( 4削 ) 5  9  5  I  



建 築 と社 会 “ A R C HI T E C T UR E A ND  S OCI E T Y" 第53輯第 9

・ 昭 和47年9 月25日発行( 毎月 l 回25日発行) ， B百平昭4年 3 月19 日第 3 種郵便物認可

号

金 属 建材におけるアイテ守ア性と

機能性と合 理性に つ ｾＧ｜ｬ の考察。

今回は

工コニ P 空イプ施工中の 例

マ凶事凶

その許' 1lll iが、専1"1:家の/11] でますます日まってしる新工法。

ム ｴ 築の日応 化 と並 行 ーして ＮＡｽＡＮｾぶされてきた、日 ｬ 主の機能と

新たな ｦｔｬ 型 ι Ｏ ＢＯＢ ・ の ， ｩｾｈ ｉｉｩも次っさに克服 。 新しし、 ＯＱ Ｑ｝ 千 ｴυ Ｇ ｊ ｬｬｩＧ

のあ り) I を総示した、とさえいわれるシステム工法です。

総称して〈エコニースタッドパーティションシステム〉

マンテンだけのアイディア 法です 。 ，峰 ｨ陛王 ｩμａ 止川 企ＺＧ Ｏ七性 Ｏ ｾ生七カ か、ら ］平 ｔ予 る 燃燃燃 Ｂ川 ，伯性凶:
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』にこE応芯えられる、それぞれイ佃|世凶占剖叶訓削1'/け1↑性/:企生的弘な‘二G泣法ゴ去ミかが、、， ｾ、ま 4 干閉:漬員。

1fYl/ として、日本11抑 Jの本格高層住築“ i五が|剥ビル" に探HJ

された P タイプでは、鉄 筋 コンク リート の %、コ ンク リー ト

フ' ロックの% の軽さ 。/1十日 のxs。の層 r: w刻 、工テス トに さえ

仕上面にも- I;J Jl 民J平なし、の折り紙つき 。素材の製法から

法 まで' 511' /のノ マテン トは、いわば独自1/技 術の 証明書です。

京王フ。ラザホテル・帝国ホテル・世界ft 易センタービルなど

名だたる高層ビルをはじめ数かずの実111が 、その兵イiUi の

すべてを物語ります。いずれも、製造から責任施工まで。

同 量遮 音 間 四 壁》守 jι ド94]0

〈乾 鵡 量 簡 易 問 壁>II ι f m

i重り 、亀裂の，心配もなし 。とく に耐火性 能がす ぐれている (W2 0 0 8)。

〈 湿式軽鉄耐火間叩 ＡＱ こ ｾｐ ＹＭイ ｚ
軍主鉄 S L スヲ y ドとリフラスの梢成。モルタル 塗 り仕上 It 。各性能は

ほぼ P タイ プに同 じ。 4 タイ プとも、中空間利用で配管配線は自在。
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* カタログを差しあげます。本社・建装部 K S係までハガキでご詩求ください。
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